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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　突とつ然ぜんだが、俺は節約が好きだ。

　電球の裏側にアルミ箔はくを張って電気代を節約したり、煮に込こみ料理を余熱で調理したり、スーパーの特売品コーナーで勇ゆう猛もう果か敢かんな主婦の群れと共に戦ったりする事が好きだ。

　好きな言葉は安売り、特売、タイムセール。

　故ゆえに、夕方のスーパーは俺にとってのユートピアであり、最高の癒いやし空間であり、俺の心のオアシス──の、はずだった。

　いつもならば。

「千ち尋ひろさーん！　くーろーせーちーひーろーさぁん！　置いてかないで下さいよぅ！」

　馬ば鹿か丸出しの舌っ足らずな声が背後から聞こえる。

　確かに黒くろ瀬せ千尋は俺の名前だ。つまり呼ばれているのは間ま違ちがいなく俺なのだが、とにかく聞こえない振ふりをする。いや、むしろアレは幻げん聴ちように違いないと必死に自分に言い聞かせる。ああ幻聴だ幻聴。そして俺は幻聴に返事するような変人じゃない。

　言い聞かせながら特売のレタスをカゴに入れ、安売りのネギを吟ぎん味みし、値引きシールの張られた豆とう腐ふを物色する。

　その間も背後の幻聴は追いかけて来る。

「千尋さんてば！　ほらほら！　お肉コーナー通り越こしちゃってますよ！　いいんですか！」

　やかましい。俺の職場焼き鳥屋だぞ。鶏とり肉にくならまかないで十分、

「あ、牛肉！　ねぇ千尋さん、たまにはステーキとか食べましょうよ!!」

　セレブか。幻聴の癖くせにセレブなのか。肉と言えば豚ぶたコマ・ささみ・鶏胸肉の三大安売り肉オンリーに決まってる。だからもの欲しそうな目で見るな触さわるな勝手にカゴに入れようとするな。

「あ、千尋さん！　大変です！」

　煩うるさい黙だまれこの幻聴め。

「豚ロース今日70％オフです!!」

「──っ！！！！！」

　条件反射で振り返ってしまった。

「はい、千尋さん。お肉です」

　振り返った先、蕩とろけそうな笑えみを浮うかべる浴衣ゆかた姿の男が居た。肩かたまで伸のびた金きん髪ぱつと、藍あい色いろの瞳ひとみ、１８０の俺よりも５センチくらい上の高身長のイケメンが、両手を俺に差し出している。その上には70％オフのシールがばっちり張られた豚ロース１２５グラムのパックが乗っかっていた。

「──っ……」

「これですよね！　千尋さんが欲しかったの！　僕ちゃんとできましたよ！」

　尻尾しつぽを千切れるまで振った挙句千切れた尻尾に気づかないバカ犬みたいに能天気な声。言外に「ほめろ」と要求するそいつから俺は豚肉パックだけを乱暴に奪うばい取り、再び回れ右をする。

「えー、ちょっと千尋さん!?　お礼は!?　『よくできました』は!?」

　抗こう議ぎの声が聞こえる気がするけど気にしない。『よくできました』？　言うわけない！　俺は何も見てない聞いてない！

　モデルばりに整った鼻筋とやや垂れ目がちな藍色の瞳だとか、日本人離ばなれした髪かみ色いろの癖にハーフには見えない顔立ちだとか、そのおかげでやたら似合ってる季節外れの浴衣だとか、異様な存在感を放つ革かわ製の黒い首輪だとか、ふにゃふにゃ緩ゆるみ切った笑顔だとか、とにかくそういう要素を備えた野や郎ろうなんて、全然全く少しも目に入ってない！　ああ見てないとも当然だ！　あんなものは幻覚だ！

　買い物に来た主婦層の方々だとか母親に連れられた子供だとかがやたらと俺を──もとい、俺の背後を指さしてる気がするが、それも全部気のせいだ。被ひ害がい妄もう想そうだ。俺の背後に浴衣姿の野郎なんていない。いるはずない。誰だれかいないと言ってくれ。

　買い物カゴに当面の食材と日用品を詰つめ込み、俺はレジへと突つき進む。出来る限り目立たないよう端はじのレジへと滑すべり込み──

「お会計、千二百円です」

　と、聞いた途と端たんに自分のアホさ加減を思い知った。

「あ、ほらほら千尋さん！　ついに僕の出番ですねっ！」

「うぉっ」

　浮かれきった声と共に、背後からいきなり飛び付かれた。たたらを踏ふんでレジ台に手をつく。

「ほらほらほら、千尋さん！　観念して僕を頼たよってくださいよ！」

「うるさい離はなせ鬱うつ陶とうしい」

　耳元でキャンキャン騒さわぐ馬鹿を振り払はらう。できることなら背負い投げしてレジに叩たたきつけてやりたいところだ。が、心のオアシスでそんな狼ろう藉ぜきを働くわけにもいかない。穏おん便びんに済ませようと手を抜ぬいてやったせいで、払った側そばから幻覚野郎はめげずに再度抱だきついてくる。

「ほら、千尋さん。お金、欲しかったら、ちゃんとおねだりしてくださいよ。千二百円出してください、って」

　腰こしに腕うでを絡からませて、耳元に落とすように囁ささやかれる。首筋にかかる生暖かな吐と息いきにザワっと全身の毛が逆立った。

「──っ、離せっ」

「いーやーでーす。ね、早くしてあげないと、レジのお姉さんも困っちゃいますよ？」

「ええと、お客様？」

　唐とう突とつに話を振られて、困こん惑わくしたようにレジ打ち店員が俺を見る。頼たのむからその変態を見る目をやめてほしい。俺だって好きで金髪野郎に抱き締しめられてる訳じゃない。だから店長を呼ぶのは待ってくれ。

　対応に困っている店員に向かって、背後の幻覚野郎は嬉うれしそうにこう言った。

「あ、誤解しないでください！　僕ね！　千尋さんの財さい布ふなんです！」

「おいこら待て!!」

　余計な誤解を招きそうな発言に、俺は思わず振り返る。と、振り向きざまに顎あごを取られた。

「やっと、ちゃんと僕の事、見てくれましたね」

　上向かされた視界の中、切れ長の目が柔やわらかく笑む。深い海みたいな底の見えない藍色の瞳に、こんな状じよう況きようなのに一いつ瞬しゆんだけ見み惚とれてしまった。抗議の声を上げ損そこねたその隙すきに、回した片手で抱き寄せられる。

「ね、千尋さん、ちゃんとおねだりしてください。──それとも、いつもみたいに僕の中に突っ込んで、自分の手で出しますか？」

「っ、変な言い方、するな」

　聞きようによってはとんでもない誤解を招きそうな台詞せりふに、俺は小声で抗議する。大声を出して抵てい抗こうしてやりたいけれど、そんな事して余計に目立ちたくはない。

　抵抗できないのをいいことに、男はさらに身体からだを密着させてくる。

「おい、離せっ」

「いつもなら、もっと近くに置いてくれるじゃないですか。それに、別に変なことしろなんて言ってません。いつもどおり抜いてくださいって言ってるだけですよ？　──いっぱいたまってるから、もう限界なんです、僕」

「だから、そういう言い方やめろっ」

「やめて欲しいならちゃんとおねだりしてくださいよ。『どうかお金を出してください』って──ね、千尋さん？」

「っ──」

　甘ったるい掠かすれ声で名前を呼ばれて、ぞくりと背筋が震ふるえた。膝ひざが抜けそうになったのを、目の前にある胸むな板いたに凭もたれてどうにか堪こらえる。

　言っておくがこれは俺が悪い訳じゃない。こいつの声が悪い。所謂いわゆる『腰が砕くだけるような声』の見本例みたいな湿しめったエロい囁きが悪い。公然わいせつ罪で逮たい捕ほされてしまえ今すぐ！

「お客様」

　俺の心の叫さけびを察したかのように、レジ店員が冷ややかな声を上げた。救いの主とばかりに喜び勇んで振り返る。と、軽けい蔑べつ全開の絶対零れい度どの視線でザックリ容よう赦しやなく貫つらぬかれた。

「他ほかのお客様のご迷めい惑わくなので、外でやってください」

　視線で促された先、俺のレジの後方に長ちよう蛇だの列ができていた。ひそひそと何事か囁きながらこっちを見る好こう奇きの視線が大変痛い。というか、俺たちの周りに微び妙みように人だかりが出来ている。

「お帰りは、あちらです。恋こい人びとともども仲良く出て行かれては？」

　直訳：さっさと帰れこのホモ共。

「……すいませんでした！！！！！」

　今度こそ、渾こん身しんの力で男を振り払って、俺は脱だつ兎とのごとくスーパーを脱出する。

　買い物を丸ごとレジに忘れたと気づいたのは、駐ちゆう輪りん場じようまで逃にげてからだ。

「最悪だ……俺の豚ロース１２５グラムが……今日の戦利品が……っ」

　あまりのショックに思わずその場に蹲うずくまる。

　被ひ害がいは今日の戦果だけじゃない。

「もう俺、このスーパー行けない……」

　あんな事があった以上、あの店で俺は要注意人物になってしまったに違ちがいない。というかそうでなくとも店の常連にも店員にも「変態ホモ」のレッテルを張られただろう。俺の心のオアシスは、もはや針の蓆むしろになってしまった。

「最悪だ……」

　ため息をついて俯うつむくと、足元の小さな水みず溜たまりに不ふ機き嫌げん全開の野郎が映る。短たん髪ぱつ黒くろ髪かみ、への字に結ばれた薄うすい唇くちびる、三白眼に近い凶きよう悪あくな目付き、眉み間けんにくっきり寄った皺しわ。自分の顔ながら、喧けん嘩か前の不良みたいな顔付きだ。俺ならこんな奴やつには近づきたくない。

「千尋さん……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ふいに水溜りに影かげが差す。顔を上げると、心配げな顔をした金髪野郎が立っていた。その手にはスーパーの袋ふくろが重たそうにぶらさがっている。

「お前、それ、」

「はいっ、ちゃんとお金払ってきました！」

　ほめてほめて、と言いたげに無む邪じや気きに笑うと、男は袋を俺に差し出す。中にはさっき買い損ねたはずの食材が過不足なく詰まっていた。

「……レシートは？」

「ええと、ちょっと待ってください、探しますから」

　ぱ、と男は片手を差し出し、何か考えるように目を閉じる。男の片手には確かに何も載のっていない。確かく認にんするように、俺はそれを凝ぎよう視しする。

　数秒後、

「あ、ありました！」

　能天気な声と同時、何もなかったはずの男の手に、一枚のレシートが唐突に出現した。

「──っ」

　どこかから取り出したわけでもなく、まるで最初からそこにあったかのように存在するレシートを俺はそっと指先で摘つまむ。日付も内容も間違いない。今さっき買った物のレシートだ。幻げん覚かくなんかじゃ決してない。

　何度見ても信じがたいその光景に、俺は深くため息をつく。

　ああ、もう分かった。もういい加減に認めよう。

　唐突に出てきたこのレシートも、目の前で鬱陶しい笑え顔がおを振ふりまく金髪野郎も、幻覚ではなく、現実だ。

「おい、お前」

　じろりと、金髪男を睨にらみつけ、俺はいまいち自信のない確認事じ項こうを口にした。

「お前、ほんっとうに、俺の財布なんだな？」

　これが夢でも幻覚でもないのなら──つまり、そういうことになる。







　と、そうは言っても、これだけでは何を言っているのかさっぱり分からないだろう。

　正直、俺自身事態を把は握あくしきれていない。

　よって、一度時間を巻き戻もどそうと思う。

　全すべての始まりは──ほんの、三時間ほど前のことだ。







　銀行の自動ドアをくぐると、強い風が真正面から吹ふきつけてきた。九月にしては随ずい分ぶん冷たい。薄っぺらなシャツの襟えりに首を引っ込めてやり過ごす。

　天気予報によると気の早い寒波が接近中で、この秋は例年よりも冷え込むらしい。

　ついこの前まで夏だったって言うのに、時間が経たつのは早いもんだ。

　なんて、ややオッサン臭くさいことをしみじみ感じながら、俺はいそいそと鞄かばんに通帳を仕し舞まう。

　気温が低かろうと寒波が群れを成して押し寄せようと、俺の懐ふところは温かかったし俺の機き嫌げんは最高だった。記帳したての通帳には、先月までの貯金額プラス貰もらったばかりの給料が、つやつやのインクでくっきり印字されている。大した金額ではないけれど、思い出すだけで頰ほおが緩ゆるんだ。

　俺は節約が好きだ。が、同時に貯金と記帳も大好きだ。

　月に一度、普ふ段だんこつこつ積み重ねた節約がどう実を結んでいるか、通帳に印字された努力の結けつ晶しようを確認する。たったそれだけで、なんとも言えない安心感に包まれる。二十三歳のしがない焼き鳥屋店員の貯金額なんてたかが知れてるけど、それでも、こうやって数字としてはっきりと結果が出るのはいい。

　店長に言わせれば、記帳なんて面めん倒どう臭くさい事、なんでするの？　とのことだが、その神経の方が俺には全く理解できない。自分が今いくら持っているのか把握もせずに、どうしてのうのうと平和に生きていられるのか。さっぱり意味が分からない。

　ともかく俺は、先さき程ほど確認した貯金額と、財さい布ふに入れた生活費の事で頭が一いつ杯ぱいになっており──故ゆえに、背後から走ってくる人ひと影かげに全く気付かなかった。

「邪じや魔まだどけ！」

　と、背中を突つき飛ばされたのは、運悪くも財布の中身を確認している真っ最中だった。不意打ちの衝しよう撃げきに転びそうになって、たたらを踏ふんで踏み留とどまる。下半身は。問題は上半身の方で。具体的に言うと両手の方で。もっと言うなら、俺の手を離はなれて宙へと飛んだ財布の方だった。

「ちょ……っ、」

　放ほうり出された財布が重力に従って落下する様がスローモーションみたいに見えた。捕つかまえようともがく俺の指先を嘲あざ笑わらうようにすり抜ぬけて、真下の排はい水すい溝こうへと見事なダイブを決めてみせる。ボチャン、と十点満点のいい音がした。

「え、ちょ…………はぁああああ!?」

　幸せ絶頂から一転、降って湧わいた理り不ふ尽じんな悲劇に数秒放心してから叫ぶ。なにこれ。ちょっと待て。こんな展開酷ひど過ぎる。誰だれか噓うそだと言ってくれ。

　生活排水がざぶざぶ流れる排水溝は普段はきちんと蓋ふたがされているのだろう。が、たまたま掃そう除じでもしていたのかそれとも蓋をし忘れたのか、とにかく財布が吸い込まれたその箇か所しよだけ、まんまと排水剝むき出し状態になっていた。

「最悪だ……」

　がくりとその場に膝をつく。

　財布の中には俺の当面の生活費だとか保険証だとかカードだとか、とにかく生活していく上で非常に重要な物が詰つまっていた。要するに、ないと当面生活できない。

　濁にごった水面を見つめてみても、健けな気げに財布が浮うかんでくることはなく、女め神がみが出てきて財布を返してくれるメルヘン展開も当然起こりそうになかった。

　となるともう、俺がすべきことなんて一つしかない。

「……仕方ない」

　排水溝の脇わきに這はいつくばって、腕うでを捲まくって呼吸を止める。底が見えないくらいに濁ってはいるけど、その分流れは大したことない。深さだって、せいぜい30センチくらいだろう。手を突っ込んで探さぐれば、泥どろまみれの財布を引っ張り出せるはずだった。汚きたないとか冷たいとか躊躇ためらっている場合じゃない。俺の財布がピンチなのだ。俺が助けなくて一体どうする。

「──よし」

　自分を鼓こ舞ぶして泥水に手を突っ込もうとしたその時、

「んー、なんじゃこれ」

　しわがれた声と共に、脇から皺だらけの手がヒョイと伸のびてきた。躊躇いもなくザブンと排水溝に突っ込まれたその手は、迷う事なく底から何かを摑つかみだす。汚お泥でいと藻もに塗まみれたそれは、紛まぎれもなく俺の財布だった。

「おい、それ！」

　思わず大声を上げる俺の目の前で、手の主はおもむろに財布をポケットにしまった。──もちろん、俺のではなく、自分のポケットに。

「っておい!!」

　ばっと顔を上げ、慌あわててその手を摑む。改めて見たその手の主は、体長１００センチ未満の、ジャージ姿の小汚い爺じいさんだった。が、たとえ明日が命日のよぼよぼの爺さんだろうが、俺の財布を持って行こうとしている事に変わりはない。

「おい爺さん、俺の財布返せよ」

「んー……？　何の話じゃ」

「何の話じゃない！　たった今俺の財布拾っただろうが！」

「んー、ああ、その話」

　開いてるんだか閉じてるんだか分からない瞼まぶたをぴくぴくさせると、爺さんはジャージのポケットから何かを取り出す。

「ホレ。お前さんが落としたのはこっちの金の財布か？　それともこの銀の財布か？」

　差し出されたのは、ままごとセットに使われそうな金と銀の小こ銭ぜに入れだった。もちろん俺の財布じゃない上に、そんな詐さ欺ぎっぽいメルヘン展開はビタ一たりとも望んでない。

「ふざけてんのか爺さん。そんなんじゃなくて今ポケットに入ってる俺の財布を返せって言ってるんだ！」

「正直者じゃな。いいことだ。両方やろう。では！」

　ぽい、と俺に金と銀の財布を放り投げると、爺さんはくるっと踵きびすを返す。そのまま走って逃にげ出そうとする襟えり首くびを俺はわしりと摑みあげた。

「おいこら爺さん」

「痛い痛い痛い何するんじゃ！　暴力反対！」

「やかましい俺の財布返せ！」

「財布ならやったじゃろうが！　何が不満なんじゃ！」

「不満だらけだ！　俺が欲しいのは財布じゃなくて中身だ！　具体的には俺の今月の生活費と！　保険証と！　キャッシュカードだ！」

　宙ちゆう吊づりのまましわくちゃの耳元で怒ど鳴なりつける。と、爺さんはわざとらしくおいおい泣き始めた。

「おうおう酷い若者じゃのう。目付きだけじゃなく性格も悪いのか可哀かわい想そうに、こんなじじいを苛いじめて何が楽しいんじゃ」

「苛められたくないなら財布返せ警察呼ぶぞ。あと泣き真似まねやめろ、あんたさっきから涙なみだ出てないから」

「ちっ……変に目ざとい若者じゃのぅ──言っておくが儂わしはこう見えて神様じゃぞ。苛めると後で天てん罰ばつが下るからな！」

「……おい爺さん、俺は警察と救急車どっち呼べばいいんだ？」

　いきなり自分を神様呼ばわりし始めた爺さんに、若じやつ干かん本気で心配になる。

　大だい丈じよう夫ぶかこの爺さん。どっかの徘はい徊かいボケ老人か。

「失礼じゃな！　儂はボケ老人でも徘徊老人でもないわい！　正しよう真しん正しよう銘めいの神様じゃっつぅの！」

「そうか分かった。分かったから俺の財布返せ。病院には付き添そってやるから」

「いーらーん！　儂は神様だって言っとるじゃろうが！」

「神様名乗るならとりあえず神様らしいことしてからにしろ！　っていうかお願いだからいい加減俺の財布返せ！」

「──お願いだから？」

　嗄かれてる癖くせに妙みようにはっきりとその声は届いた。契けい約やく間ま際ぎわの悪あく魔まみたいな、きな臭い含ふくみを匂におわせる声。それが誰のものか一いつ瞬しゆん分かりかねて俺は目を瞬しばたかせる。襟首を摑まれて情けなくぶら下げられている爺さんの身体からだが、一回り膨ふくらんだように見えた。

「言ったな、今」

「え？」

　何を？　と問い返す暇ひまはなかった。緩ゆるんだ俺の手をぱしんと払はらって、爺さんは軽かろやかに着地する。薄うつすら開いたよぼよぼ瞼の下、狡こう猾かつな光を宿した瞳ひとみがにんまり笑えみを浮かべていた。

　物もの凄すごく、嫌いやな予感がした。

「その願い、『神様』が確かに請うけ負った」

　朗々と謳うたい上げるような張りのある宣言が響ひびき渡わたる。同時に、ぶわ、と強い風が吹ふいた。決して冷たくはない、包み込むような温かさを伴ともなうそれに咄とつ嗟さに両りよう腕うでで顔を覆おおう。途と端たん、パーン、と鋭するどい破は裂れつ音が響いた。柏かしわ手でみたいな、背筋が伸びるような厳おごそかな響き。押しのけられるようにその場の空気がキンと清せい浄じようなものに入れ替かわる。

「──っ」

　鼓こ膜まくを震ふるわす残ざん響きようが消える頃ころになって、ようやく風が勢いを緩めた。顔を覆っていた腕をどけ、よぼよぼの爺さんを探す。一体何したんだあの爺さん。

「……おい、爺さん」

　何したんだと聞く前に、質問ごと息を飲む。

　百聞は一見に如しかず。

　答えはすぐ、目の前にあった。

「言ったじゃろ、儂は神様じゃ、って」

　に、と笑うしわくちゃ爺さん──の、隣となり。

　まるで最初からそこに居たとでもいうように、ごくごく自然なたたずまいで、金きん髪ぱつの浴衣ゆかた姿の男が立っていた。すらりと通った鼻筋、すべらかな白い肌はだ、絹糸のような髪かみと、眠ねむっているかのようにしっかりと閉じられた瞼。血管が透すけそうな白い首には黒い首輪が窮きゆう屈くつそうに嵌はめられていて、倒とう錯さく的な色気を追加していた。

　作り物めいて綺き麗れいな男に一瞬だけ見み惚とれかけて、はたと俺は正気に返る。

　いや待て。ちょっと待て。こいつ一体、どっから出てきた。

「なぁに驚おどろいとるんじゃ、お前さんが『お願い』したんじゃろうが」

「は？」

「お前さんが、言ったんじゃろ？　『神様らしいことをしろ』『俺の財さい布ふを返せ』って」

　鬼おにの首でも取ったようなドヤ顔に、ざわざわと嫌な胸むな騒さわぎがする。確かに言った。言わなきゃよかった気が今いま更さら物凄くしているが。

「……だから、何だよ？」

「なんじゃ察しの悪い奴やつじゃのぅ。大サービスして二つとも叶かなえてやったっちゅうのに」

「はぁ？」

「お、ね、が、い、なんじゃろ？　そうまで言われちゃ断れん。何せ儂は『神様』じゃからの」

　シシシ、と気色の悪い笑い声を零こぼすと、爺さんは枯れ木みたいな指で隣を指した。そこには相変わらず金髪の男が立っている。まるで眠ってるみたいに微び動どうだにせずに。

「じゃから、こいつが今からお前さんの財布じゃ」

『じゃから』から『財布じゃ』までの行間がさっぱり全く読めなかった。

　財布。この、爺さんの隣にいるイケメンが、財布。って──なんだそれ。

「イヤ財布って何だよ！　俺の財布こんなイケメンじゃないんだけど!?」

「うむ。お前さんのイケてない財布も、財布の精さえとり憑つけばこんなイケメンに大変身。まさに劇的びふぉーあふたー。実に『神様らしい』サービスじゃろ？」

「何がだよ!?　っていうか財布の精って何だよ!?　そんなサービスいらないから俺の財布を返せ今すぐ!!」

「──さい、ふ？」

　微かすかに甘く響いた声は、爺さんのものでも、もちろん俺のものでもなかった。

「ん──」

　俺と爺さんの視線の先、金髪男が微かに身じろぐ。ピク、と、作り物めいた瞼が震え、幕が上がるようにゆっくりと開いた。その裏から現れた藍あい色いろの瞳に、俺は思わず息を飲む。不純物を除いた青を限界まで煮に詰つめたような濃こい、けれど、澄すんだ藍。深い海みたいな、綺麗な、瞳。

「あ──」

　ぼんやり彷徨さまよっていた藍色が、ふいに俺を捉とらえる。途端、驚いたようにその瞳が見開かれた。

「千尋さん!?　千尋さんですよねっ!!」

「うぶっ!?」

　子供みたいな舌っ足らずな口調で俺を呼ぶなり、男はタックルする勢いで抱だきついてきた。

「ちょ、待ておい！　お前何!?」　>>>♥

　抱き潰つぶさんばかりの強さで抱きしめられて、俺は全力で抵てい抗こうする。

　が、男は気を悪くする様子もなく、ついでに抱きしめる力を緩めることもなく、うなじに鼻先を埋うずめてすんすん鼻を鳴らしている。まるで犬だ。

「千尋さん千尋さん！　本物ですよね！　千尋さんっ!!」

「だから何なんだよお前は！　なんで俺の事知ってんだ!?」

「なんでって──ああ、そっか」

　ふ、と急に抱ほう擁ようする力が緩んだ。顔を上げると、目の前に、あの綺麗な藍色があった。

「はじめまして、黒瀬千尋さん」

　綺麗に整った顔が蕩とろけそうな笑みを形作る。まるで子供みたいに無む邪じや気きな声で、心の底から嬉うれしそうに、そいつははっきりこう言った。

「僕、今日から、あなたの財布になりました！」







　以上、回想終しゆう了りよう。

　うん、やっぱり何度思い返してもさっぱり意味が分からない。

　だいたい、『今日から社会人になりました』のノリであなたの財布になりましたと言われても反応に困るし、ましてそこで「ハイそうですかじゃあ今日からよろしく」なんてすんなり納なつ得とくできるわけがない。そんな訳で、心のオアシスもといスーパーへと現実逃とう避ひを決め込んだのだが──逃亡先でむしろ現実を思い知った。

「ほんっっっっっ、とうに、お前は俺の財布なんだな」

　何度も口にしたその台詞せりふは、既すでに疑ぎ問もん符ふなしの確かく認にん形。

　床ゆかの上に散らばったポイントカードと保険証その他小こ銭ぜにと千円札に、俺は頭を抱かかえていた。

　ちなみにここは俺の家だ。

　ガタイのいい野や郎ろう二人がいつまでもスーパーの駐ちゆう輪りん場じようで座り込んでいる訳にもいかず、あの後すぐに移動した。得体の知れないこいつを家に上げるのに抵抗がないわけじゃないが、他ほかの場所だと俺が落ち着かない。

　六畳じよう半はんの１Ｋの我が家に辿たどりつくなり、俺はひとまず財布に入っていたはずのポイントカード、小銭、保険証その他諸もろ々もろ財布の中身を「自じ称しよう財布」のこの男に吐はき出させた。

　種や仕し掛かけの一つもあれば即そく座ざに叩たたき出すつもりだったのに、小銭やカードやその他諸々は魔ま法ほうとしか思えない程鮮あざやかな手口で現れて、残念ながら種も仕掛けも一つもなかった。

　おまけに出てきたポイントカードは、間ま違ちがいなく俺がいままでこつこつこつこつスーパーや薬局でスタンプを溜ためてきた物で、小銭と千円札は下ろしたての貯金からさっきの買い物分をさし引いた金額ぴったりで、保険証は紛まぎれもなく俺のものだった。

　つまり、俺が財布に入れていたはずの全すべてが、目の前にあった。

　これらが示すたった一つの結論に、深く深くため息を吐つく。

　非常に信じがたい事だが──こいつは、俺の、財布、らしい。

「いやいやいやいや財布ってなんだよ、財布って」

　うっかり現実に白旗を振ふってから、即座に自分で突つっ込んでしまった。当然だ。なんで俺の財布が胡う散さん臭くさい金髪垂れ目野郎になってるんだ意味が分からん。

「まぁ、正確には『財布の精』だから『財布そのもの』って訳でもないんですけど」

　どことなく嬉しそうな声はすぐ背後から聞こえた。すんすんと鼻を鳴らしている気配が後頭部に伝わってくる。

　何故なぜそんな事になっているかというと、単純に、例の胡散臭い金きん髪ぱつ野や郎ろうが背後から俺に抱きついてるからだ。念の為ために言っておくが、俺は野郎に抱きつかれて喜ぶ趣しゆ味みはない。部屋に入るなりいきなりこいつが抱きついて来たのだ。理由は知らない。振り払っても投げ飛ばしてもめげずに抱きついてくるので、五回目あたりでもう諦あきらめた。

「財布の精？」

　首だけを巡めぐらせて背後を見る。目が合っただけで、ぱっと藍色の瞳が輝かがやいた。

「そうですっ、ええと、僕は、あくまで、千尋さんの財布にとり憑いてるだけの存在で、『財布そのもの』ではないんです。もちろん、憑いた時点で財布としての役割も担にないますし、財布として千尋さんに使われた記き憶おくも受け継ついでます。でも、僕は僕個人としての記憶も持っている」

「幽ゆう霊れいみたいなもんってことか？」

「乱暴に言うと、そんなとこです」

「なるほど。──ちょっと台所行って塩取ってくる」

「待ってちょっと待って！　千尋さんストップ!!」

　いきなり立ち上がった俺の脚あしに男は慌あわてて縋すがりつく。

「なんで塩!?　僕辛からいのとか嫌きらいなんですけど！」

「お前の好みは聞いてない。奮発して沢たく山さん撒まいてやるから迷わず速すみやかに成じよう仏ぶつしろ」

「幽霊じゃないからそんなんじゃ成仏できませんよ！」

「じゃあどうやったら成仏するんだ！　砂糖か胡こ椒しようか酢すか酒か？」

「なんでも調味料かければいいって考えはどうかと思います！」

「うっさい！　じゃあ何だ？　坊ぼうさん呼んで経きようでもあげればいいのか？　クソ高いお香こうでも焚たけばいいのか？　それとも神社でお祓はらいすればいいのか？」

「お経もお香もお祓いもいりませんよ！」

　きっぱりとそう言うと、男は立ち上がって正面から俺の目を見た。

「僕は、財布の精ですよ？　千尋さんがお金を使って、幸せになってくれるのが、僕自身の幸せなんです」

「──お前の幸せの話はしてない」

　やけに真しん剣けんなその目を見ていられなくて、俺は思わず視線を逸そらす。が、そうはさせないとばかりに、両りよう頰ほほを手で包まれて、正面をしっかりと向かされた。

　向き合った藍色の瞳ひとみは、少しだけ寂さみしげに揺ゆれていた。

「だって千尋さん、僕に成仏して欲しいんでしょう？　だったら──方法は、たった一つです」

　少しだけ、躊躇ためらうような間を置いて、男は密ひそやかにその続きを口にした。

「一千万円、使ってください。千尋さん自身の為に」

「は？」

「僕は千尋さんの財さい布ふです。でも、一千万円、千尋さんが自分自身の為に使ってくれたら、僕はお望みどおり、千尋さんの前から消えます」

「い、一千万？」

　唐とう突とつに出てきたとんでもない金額を馬ば鹿かみたいに復唱する。

「千円じゃなくて？」

「ええと……ゼロが七つなので……一千万で間違いないです！」

　ひぃふぅみぃ、と数えて計七本、綺き麗れいな指が俺の顔前に突き出される。子供っぽい仕草に反して出された金額が全然まったく可愛かわいくなかった。なんだそれ。

「そんな大金あるわけないだろ！　っていうかなんだよその一千万って数字!?」

「それはっ……そういう、ルールなんです！　決まってるんです！」

　少しの躊躇いの後、返ってきたのは小学生みたいな答えだった。そんなんで納得できる馬鹿がどこにいるのか。

「そんな悪徳詐さ欺ぎみたいなルールあってたまるか！」

「あるんだから仕方ないじゃないですか。違い約やく金きんみたいなものだと思って諦めてください！」

「だったらせめて諦めのつく金額を提示しろ！　五円未満なら払はらってやる！」

「駄だ目めです却きやつ下かです！　そんなんじゃ離はなれられません！」

　ルールですから、とまた話がループするが、だから説明になってない！

「ともかく」

　話を打ち切るようにそう言うと、男は俺の手をとった。

「千尋さんが一千万円使うまでは、僕が千尋さんの財布ですから！」

　大船に乗ったつもりで散財してください！　とフルスマイルで宣言されたが、それで安心できる馬鹿が果たして一体どこにいるのか。

「ふ、ざ、け、ん、な！」

　ぎゅ、と握にぎられた手を振りほどいて床に散らばったカードと金をかき集める。

　大事なのは財布ではなくその中身だ。中身さえ確保できるなら、財布なんてどうでもいい。

「あ、ちなみに。中身だけ持って逃にげても無駄ですよ？」

　俺の考えを見み透すかしたように先回りしてそう言うと、男はパチンと指を鳴らした。

　途と端たん、かき集めていたはずのカードと金が忽こつ然ぜんと俺の前から消え失うせる。

「は？　え？　ちょ、お前今なにした!?」

「出すことができるなら、仕し舞まう事もできて当然でしょう？　僕は、千尋さんの財布ですから」

　慌てる俺を楽しげに見下ろしながら、男はぱ、と手を広げる。そこにはさっきまで俺が握りしめていたポイントカードが乗っかっていた。

「──っ!?」

「分からないなら何度でも教えてあげます。僕は、千尋さんの財布です。千尋さんのお金の管理は、僕の仕事。つまり、僕がいないと、千尋さんは無一文、ってことです」

　純真無む垢くを体現したような無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながら、男は俺を脅きよう迫はくする。

「ね、千尋さん。僕の事、側そばに置く気になりました？」

　置く気になるも何もない。

　追い出したら即そく無一文。こいつが居ないと生活できず、追い払うには一千万円。ちなみに、先さき程ほど確認したばかりの貯金金額は二百万円で、倍にしたって全然足りない。

「僕の事、必要ですよね？」

　拒きよ否ひ権のない質問に一体どんな意味があるのか。にこにこ笑顔のその胸むな倉ぐらをひっ摑つかんで問いただしたい。苛いら立だち全開で睨にらみつけると、ふっと男の表情が曇くもった。

「それとも、僕なんて、いらないですか……？」

「……っ」

　不安げに落ちた声のトーンにずきりと胸の奥が痛んだ。寂しげに伏ふせられた藍あい色いろに、張っていた意地の根本がぐらぐらと揺れる。綺麗な顔をしているからか、それともさっきまでにこにこ笑顔だったからか、急に泣きそうな顔をされると困る。

「千尋さんにとって、僕は、必要ないですか？」

「……っ」

「僕は、いりませんか？」

「……っ、それは、」

「千尋さん……」

「……っ、」

　今にも泣き出しそうな潤うるんだ瞳にじっと見つめられること数秒、ぐらぐら揺れていた意地の根っこがぎしぎしと軋きしむ。悪いことをしているわけでもないのに、じくじくと良心が痛んだ。

　きっと、くるくると変わるこいつの表情がよくない。理り不ふ尽じんなことを言われているのはこっちなのに、そんな迷子みたいな不安げな顔をさせたくないと思ってしまう。せめてもうちょっと可愛げのない財布なら良かったのに……なんてサービスしてくれたんだあのクソ神様！

「あー、もう！」

　がしがしと八つ当たり気味に頭を搔かいて、目の前の胸倉を引っ摑む。濡ぬれた藍色がぱちりと瞬しばたいて俺を見た。会った時と変わらない澄すんだ瞳を睨みつけて、一呼吸の間に自分自身に言い聞かせる。

　どうせ俺に選せん択たく肢しはない。

　こいつが俺の財布なのは事実で、こいつがいないと生活できないのは事実で、だから生活の為にこいつを受け入れないといけないのは事実で。

　だからこれは、別に、絆ほだされてる訳じゃない。絶対ない。

「名前」

「え？」

「お前とか財布とかこいつとか呼びにくいんだよ！　だから、いい加減名前教えろ！」

　事実上の敗北宣言に、男はぱっと目を輝かがやかせる。

　餌えさを与あたえられた犬みたいなフルスマイル。

　今まで見た中で、多分一番嬉うれしそうな顔で、男は弾はずんだ声でこう言った。

「僕の事は、宗そう一いち郎ろう、って呼んでください、千尋さん！」







　と、いう訳で俺と宗一郎との共同生活が始まった。

　共同生活、と言っても、宗一郎は俺の財布な訳だから、そんな大層な物じゃない。財布のサイズが少しでかくなって、少しやかましくなって、少し鬱うつ陶とうしくなっただけだ。だから、俺の生活にはビタ一文分も影えい響きようはない。あるはずがない。財布ごときに俺の節約生活が邪じや魔まされるなんてあるはずがない。

　──と、たかをくくっていた当初の俺を今すぐ戻もどってぶん殴なぐりたい。

「おいこら冷蔵庫はこまめに閉めろって昨日散々言っただろうが!!」

　起き抜ぬけに出くわした光景に、俺はスウェット姿で大声を上げる。

　壁かべの薄うすいマンションだから声なんて隣となりに筒つつ抜ぬけだろう。これが夜中なら怒おこられる。が、既すでに太陽が元気に活動している今なら関係ない。

　よって俺は力の限りに冷蔵庫の扉とびらを閉め、声の限りに怒ど鳴なりつけ、容よう赦しや一つなく目の前の金きん髪ぱつ頭をぶん殴った。

「いっ……痛いです千尋さん！　何するんですかっ」

「そんなもんこっちの台詞せりふだ！　何してんだお前は！」

「あ、千尋さん！　アイス！　アイス買ってきました！」

　嬉しそうに報告してくる宗一郎だが、そんなもん誰だれだって見れば分かる。

　キッチン前の廊ろう下かの床ゆかには覚えのないレジ袋ぶくろがぐしゃぐしゃになって落っこちていた。恐おそらく中に入っていたんだろう物品を、宗一郎は誇ほこらしげに突つき出している。

　小さいながらも高級感を放つカップアイスは、一個分のお値段で俺の夕飯二食分が賄まかなえる某ぼう有名メーカーのダッツ的なアレで。プラスチックの外そと蓋ぶたどころかぺらぺらの内蓋までしっかりばっちり剝むかれていた。ド真ん中にはスプーンまでザックリ深く突き刺ささっている。誰がどう見ても返品不可だ。

「なんで勝手にアイスなんて買ってるんだお前は!?」

「え？　美味おいしそうだからですけど？」

　きょとんとした顔で宗一郎は答える。叱しかられるなんて微み塵じんも思って無さそうなその横よこ面づらを引っ叩ぱたきたい。ちなみに、俺はアイス買ってこいなんて一言だって言ってない。当たり前だ。そんな余計な出費するくらいなら貯金する。百歩譲ゆずって買ったとしても真夏の猛もう暑しよ日び限定で、それだってこんなクソ高いアイス絶対買わない。税込六十五円の氷こおり菓が子しが限界だ。それ以前に、

「……宗一郎、お前、そのアイスどこで買ってきた？」

「え？　そこのコンビニですけど？」

　だよな。床に落っこちてる袋、コンビニのロゴマークしっかり入ってるもんな。何かの見み間ま違ちがいじゃないかと希望を持った俺が馬ば鹿かだった。

　もう一度、拳こぶしを握りしめると、俺は宗一郎の頭上に思いっきり振ふり下ろした。

「いった!!」

　ゴン、と中々いい音と共に宗一郎が悲鳴を上げる。

「アイスや日用品はコンビニの正規価格で買うなスーパーで買えって何度も言っただろうが！」

「えぇ、遠いじゃないですかぁ」

「そんくらい歩け！　つかこの寒い中でアイスなんか買うな！」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと千尋さんと半分こするつもりでしたから！　ほら、あーん」

「あーん、じゃない！」

　差し出されたプラスチックのスプーンを力いっぱい叩き落とす。何があーんだ。ふざけんな。

「駄目ですよ。食べ物を粗そ末まつにする人ってよくないと思います！」

　床に転がったスプーンを屈かがんで拾うと、宗一郎は小さく唇くちびるをを尖とがらせた。スプーンの上にあったアイスは、無残に床に零こぼれている。

「っ、お金を粗末にする財さい布ふよりよっぽどマシだ！」

「粗末になんてしてないです！　美味しそうなもの買ってきただけです！」

「だから！　それが！　粗末にしてるって言ってるんだ!!」

　宗一郎の首に嵌はまったごつい首輪を摑んで引き寄せて、反省の色のない緩ゆるいドヤ顔を間近でぎろりと睨みつける。

「だいたいな！　俺の財布ならもうちょっとその生活態度をどうにかしろ！」

「せいかつたいど？」

　明らかに漢字変へん換かんできていない口調で復唱する宗一郎に、頭痛を堪こらえて声を張る。

「例えば！　流しの電気はこまめに消す！　冷蔵庫は開けっ放しにしない！　水道は使ったら最後まで締しめる！　冷蔵庫以外のコンセントは抜く！　風ふ呂ろは一週間に一回！　あとはシャワーで我が慢まんしろ！　ついでに勝手に入って来るんじゃない！　それから！　何より！　俺の許可なく勝手に外出て買い物するな!!　以上!!　分かったか!?」

「はい！　もちろんです！」

　と、打てば響ひびく様な元気な返事と、緩んだ笑み。しかし安心してはいけない。

「でも、千尋さんの為ための買い物ならいいですよね！　アイスとか！」

「だから！　それが一番よくないって言ってるんだろうが!!」

　力いっぱい怒鳴りつけてからぜえぜえと息をつく。起き抜けに大声出したからか、それともただのストレスからか、とりあえず滅め茶ちや苦く茶ちや疲つかれた。呼吸を整えていると、背中に回った大きな掌てのひらに恐る恐る摩さすられる。

「千尋さん、大丈夫ですか？」

「誰のせいだと思ってるんだ……？」

「え、と……もしかして、僕のせいですか？」

　なんでそこで『もしかして』が出てくるんだ。どんだけポジティブシンキングだ。

　お前以外に一体誰がいるんだと睨にらみ上げると、俺が怒っていることだけは察したのか、宗一郎はしゅんと項うな垂だれて視線を落とす。獣けものの耳がついてたらぺたんと頭に引っ付いてそうだ。ほんの僅わずかに良心が痛んで、いやいやいやと俺は首を横に振る。俺は絶対悪くない。

　先さき程ほどの苦情は宗一郎がうちに来て二日の間に既に三十回は繰くり返しているはずのものだ。が、一向に改善される気配がない。

　要するに、宗一郎には、財布としての自覚が足りない。

　いや、財布としての自覚って何だと突っ込まれたら困るけど。少なくとも普ふ通つうの財布は持ち主の許可なく勝手に買い物はしないはずだ。

　例えば、宗一郎が今着ている服。出会った時の浴衣ゆかたではなく、若者向けの厚手のパーカーとデザインＴシャツ、黒のダメージジーンズに変わっているが、俺が買い与えたものではない。宗一郎が勝手に買ってきたものだ。確かに、「その恰かつ好こうだと目立つからどうにかしろ」とは言った。言った。が、それはあくまで俺の服に着き替がえろ、の意であって、買ってこい、の意ではない。それをどう取り違ちがえたか、宗一郎は勝手に一人で店に行き、両手に大量の紙かみ袋ぶくろをぶら下げて帰ってきた。「フリーサイズだから千尋さんも着れます！」と緩いドヤ顔で言われたが、そういう問題じゃない上に、「千尋さんに似合いそうなのも買ってきました！」と余計な服まで大量購こう入にゆうしてきやがった。慌あわてて駆かけ付けたメンズショップで返品不可を言い渡わたされたあの時の絶望はまだ記き憶おくに新しい──のに。

　何故なぜこの二日間、似たような悲劇が繰り返され続けているのか。俺の財布に『反省』の二文字は入ってないのか。

　おまけに宗一郎が買ってくる諸もろ々もろは品質もお値段もそこそこ高いものばかりで、一度の買い物で受けるダメージが半はん端ぱない。

　何故ドラッグストアを使わない！　何故、量りよう販はん店てんを使わない！　何故、百円均一を使わない！

　俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはたった二日でぶち切れすぎて細切れだ。このままいけば悟さとりを開けるかもしれない。

「千尋さーん？　アイス溶とけちゃいますよー？」

　ひらひらと目の前で手を振られて、俺ははっと我に返る。

　さっき叩き落としたスプーンが再び口の前に差し出されていた。頼たよりないプラスチックの上に、ピンクのアイスが表面を溶かしながら乗っかっている。

　溶けかけのアイスと、周りに花でも舞まい散ってそうな平和な笑えみに、一気に毒気を抜かれた。怒鳴りつける気が失うせる笑顔ってのは、ある意味で最強の武器だと思う。

「お前な……すこしは反省しろ、反省」

「してますよ？　ほら、あーん」

「あーん、じゃない」

　ため息まじりに、俺は首輪を摑つかむ手を下ろした。出会った時から宗一郎の首についているそれは、若者向けのファッションの中でやっぱり少し浮ういている。

「そういえば、これ、苦しくないのか？」

　首に食い込む革製のそれが今いま更さら気になって問いかける。指先でなぞった革はごわごわと硬かたく、宗一郎の気道を軽く圧あつ迫ぱくしているように見えた。どうせ着替えるなら外せばいいのに、と素す直なおに言うと、緩んだ笑顔が微かすかに曇くもる。

「これは、外せないんです。外したら、駄だ目めなんです──絶対に」

　穏おだやかな声にはやりきれなさが滲にじんでいた。藍あい色いろの瞳ひとみが苦しげに歪ゆがんだのは一いつ瞬しゆんだけで、すぐにまた緩い笑みへと切り替かわる。さっきと同じようで違う、無理に浮かべたような笑顔に、ざわっと胸の奥が騒さわいだ。

「こんなものより、アイス、食べましょ。千尋さん」

「ちょ……っ」

　首輪に触ふれていた手をやんわりと片手でどけられて、口元に強ごう引いんにスプーンを押し付けられる。ひやっとした塊かたまりの気配に仕方なく唇を開くと、とろりと表面の溶けたアイスが口の中へと滑すべり込んだ。

「ん……っ、」

　口の中にふわっと広がる甘さに、アイスってこんな味だっけ、と馬鹿みたいな事を一瞬思う。甘くてしつこくなくて、けれど濃のう厚こう。牛乳の味がしっかり残ったクリームと苺いちごの甘あま酸ずっぱさの相あい性しようは絶ぜつ妙みよう。食感を残した苺が時折舌先を掠かすめるのもいい。

「ん……ぅ、」

　気づいたらスプーンに残ったクリームに意い地じ汚きたなく舌を絡からめて全部舐なめ取っていた。口の中で転がすうちに甘い塊はあっという間に溶けてなくなる。

「……うまい、な。これ」

　緩めた唇から、ほぅっと勝手に息が零れる。その拍ひよう子しに唇の端はしからクリームが垂れた。手の甲こうで拭ぬぐったそれを舌先で舐め取る。溶けかけのそれは唾だ液えきと混ざってしまっていても、しっかりと濃厚な甘さを残していた。こくり、と喉のどを鳴らして嚥えん下げする。今度こそ何もなくなった口の中がもの足りなかった。もう一口要求しようかと顔を上げる。と、すぐ目の前、宗一郎が信じられないものを見る目で俺の唇を凝ぎよう視ししていた。

「……なんだよ」

「いや、その──千尋さん、今まで人前でアイス食べたことあります？」

「はぁ？」

　人前どころか普ふ段だんアイスなんて買わない。どっかのアホ財布が無む駄だに買ってこなければ。

　嫌いや味みも込めてそう言ってやると、宗一郎は何故かほっとしたように胸むねを撫なで下ろした。

「よかったです……これからもそのままの千尋さんでいてくださいね！　絶対僕の前以外で食べたら駄目です！　絶対に!!」

「なんで」

「なんでもです絶対駄目です襲おそわれちゃいます!!」

「はぁ？」

「分かりましたか!?　分かったら返事！」

「はぁ……？」

　ガクガクと肩かたを揺ゆさぶられてあまりの剣けん幕まくについ頷うなずく。意味が分からない。一体俺が何をした。いや、そんなことより今気になるのは流しの上で溶けかけているアイスの方で。どうせ食べるなら溶ける前に食べきりたい。

「もっと」

「…………はい？」

　言った途と端たん、ピシリと宗一郎の笑顔が固まる音が聞こえた気がした。さっきから何だ一体。

「だから……美味うまかった。もっと寄よ越こせって。アイス」

　繰り返して言うのもなんだか恥はずかしくて、目を逸そらして小さく零こぼす。あ、と呆ほうけたような声が聞こえた。

「え……と、アイ、ス？」

　手にしたスプーンと流しのアイスを交こう互ごに見て、乾かわいた声で宗一郎は確かく認にんする。

「食べさせて、ってことですか？」

「へ？──っっ!?」

　確認するようにそう言われて、やっとのことで自分が何を要求していたかに気づく。

　気づいた途端にかっと顔が熱くなった。

　待て。ちょっと待て！　なに普通に「あーん」とかやっちゃってるんだ俺は!!

「違う、そうじゃない！　今のなし!!　っていうか普通にスプーン貸せ!!」

　慌てて言い訳しながら宗一郎の持つスプーンに手を伸のばす。が、指先が届く前に、逆に手首を摑まれた。

「すいません千尋さん──千尋さんがすっごく美味おいしそうなんで、僕、お腹なか空いちゃいました」

「は？」

　やけに真しん剣けんな口調と、手首を摑む力の強さに首を傾かしげる。緩ゆるく笑んだ藍色の瞳のその奥には切せつ羽ぱ詰つまった光がちらついていた。

「お腹、減ったんです。すごく」

　じりじりと近づかれて追いつめられるように半歩下がる。よっぽど餓うえているのか、見つめられてる俺の方が頭からバリバリ食われそうで、若じやつ干かん身の危険を感じた。

　そういえば、この二日間、宗一郎はまともに飯を食っていない。食べなくても栄養摂せつ取しゆの方法はあるから別にいい、とその時は濁にごされたが──もしかしてあれは、俺に気を遣つかった噓うそだったんだろうか。

「あのな……飯が必要なら最初に言え馬ば鹿か」

　乱暴にため息を一つついて、摑まれていない方の手で冷蔵庫を開ける。

「大したものないけど、ちゃんと食わせてやるから」

「え──いいんですか？　千尋さん、迷めい惑わくじゃないんですか？」

「迷惑って……お前な」

　心底意外そうな宗一郎の口調に、ややむっとした。

　確かに俺は節約が好きだ。けれど、それで誰だれかが倒たおれていいとまでは思ってない。

「飯くらいちゃんと出してやる。むしろ栄養失調で倒れられる方が迷惑だ」

　幸い冷蔵庫の中には、二日前に買った食材がしっかり詰め込まれていた。軽いものならすぐ作れるだろう。それとも、もっと手っ取り早いものの方がいいだろうか。

「チャーハンとか野菜炒いためならすぐ出来るけど──とりあえずカップ麵めんとかの方がいいのか？　あんまり種類はないけど、」

「千尋さん」

　流しの上の棚たなの中、カップ麵の在庫を確認していると、のし、と背中に体温を感じた。重い。どうやらまた抱だきついてきてるらしい。

「あのな、俺は何食いたいかって聞いてるんだけど。チャーハン、野菜炒め、カップ麵、どれ？」

「だから、千尋さんがいいです」

「はぁ？」

　適当に出したカップ麵片手に振ふり返る。途端、肩を摑まれて冷蔵庫へと押し付けられた。

「──っ!?」

　手から落っこちたカップ麵の容器が宗一郎の脚あしに蹴けり飛ばされて転がって行く。おいこら、食べ物粗そ末まつにしないんじゃなかったのか、なんて突つっ込んでいる暇ひまもなかった。上半身を密着させて体重をかけながら、宗一郎は俺の首筋に顔を埋うずめる。熱い吐と息いきをすぐ耳元で感じた。

「お腹空いたんです。お金がかからないものなら、食べてもいいんですよね？」

「──っ、お、い」

　首筋を湿しめった何かが撫でる感かん触しよくに、抗こう議ぎの声がひっくり返る。

「待てちょっ……待て！　お前一体何食べるつもりだ!?」

「千尋さんて、さっきから言ってるじゃないですか」

「いや俺食い物じゃないんだけど!?」

「あ、安心してください。そっちの『食う』じゃありませんから」

「いやどっちの『食う』でも全然安心できないからな!?　っていうかお前今どういう意味で『食う』って言ってるんだ!?」

「え？　そんなの決まってるじゃないですか──ねぇ、千尋さん」

　耳元で、湿った声で名前を呼ばれる。聞こえるか聞こえないかの囁ささやき声は鼓こ膜まくごと溶とけそうに甘ったるい。その声のままで、宗一郎は密ひそやかにこう打ち明けた。

「古今東西、『人でないモノ』の食事って言ったら、人の精力に決まってるでしょ？」

　ぴちゃり、と耳元で濡ぬれた音が響ひびく。熱を孕はらんだ湿った囁きにかくりと膝ひざが抜ぬけそうになった。同時に頭の中で警けい鐘しようが鳴り響く。やばい。これは、やばい気がする。

「っ、精力、って、」

「はっきり言うと、セックスしたいって事です──今、ここで」

　なるほど、やっぱりそっちの『食う』か！

　なんて正解聞いて納なつ得とくしてる場合じゃない。

「──っ、」

　近づいてくる唇くちびるから逃にげを打とうと首を捻ひねる。が、上半身を押さえ込まれているせいで大した抵てい抗こうにもならなかった。唇の代わりに晒さらされた耳じ朶だにぴりっとした痛みが走る。

「──っ、ぃ」

　予想外の攻こう撃げきにびくっと肩に力が入る。顔を向けたら思う壺つぼなので、目線だけで宗一郎の方を睨にらむ。

「なに、すんだよ……っ」

「大だい丈じよう夫ぶです、痛いことはしません」

「っ、しゃべんな、っ」

　耳元にかかる吐息がくすぐったい。逃げ出そうともがく身体からだを両りよう腕うでごと抱き込まれて抵抗する手段をあっさり封ふうじ込まれる。押し潰つぶすように伸のし掛かかる身体はいくら押してもびくともしなかった。喧けん嘩かと同じだ。最初うっかり隙すきを見せたのが失敗だった。

「暴れてもいいですけど……疲つかれませんか？」

「暴れさせてんの、お前だろうが…っ」

　じたばたと暴れる俺をきつく抱だきしめながら宗一郎はやわやわと俺の耳朶を食はむ。ぬるついた感触が耳じ孔こうの奥や耳の窪くぼみに入り込む。かたちを確かめるみたいに何度もその輪りん郭かくをなぞられて、くすぐったさといたたまれなさにかっと全身が熱くなる。普ふ段だん絶対にこんなところ触さわられることもないのに──ましてこんな、滅め茶ちや苦く茶ちや舐なめられるとか。それが、なんで、こんなに。

「は……ぁ、っ」

「千尋さん、耳、すっごい真っ赤」

　可愛かわいい。とダイレクトに鼓膜を揺らす濡れた声に、じわっと勝手に涙なみだが滲にじんだ。ぞくぞくと背中に走る震ふるえを唇を嚙かんで追い払はらう。嚙みしめた唇から洩もれる息が上がってきているのが自分でも分かった。やばい。流されかけてる。絶対にやばい。

「ふざけん、な……っ」

　渾こん身しんの力を籠こめて上半身だけで振り返る。その勢いのまま膝を跳はね上げた。

「っ、え、ちょ、」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだ宗一郎の腕うでが少しだけ緩む。ガードの空いた腹にそのまま膝ひざ蹴げりを叩たたき込む──込もうとした。

「っ──!?」

　ずる、と裸足はだしの足が滑すべったのはその時で。そういえばさっきこの辺にアイスのスプーン叩き落としたっけ、と気づいた時には既すでに遅おそく、ぐらりと上半身がバランスを崩くずして傾ぐ。半はん端ぱな膝蹴りの姿勢のまま、宗一郎の方へと。

「っ──」

　柔やわらかな衝しよう撃げきが膝に走った。熱い他人の体温を抉えぐる、思いっきり『入った』感触。

「──い、ぅっ……」

　微かすかな呻うめき声が頭上から聞こえた。縋すがるように俺の肩かたに大きな掌てのひらが置かれる。あまりに頼たよりないその感触に、どくんと心臓が重たく跳ねた。

「悪いっ」

　慌あわてて顔を上げる。すぐ目の前、苦しげに呻く宗一郎の顔──は、なく。代わりに、確信犯の笑えみを浮うかべる藍あい色いろと至近距きよ離りで視線がかち合う。

「やっと、こっち見てくれました」

「──っ!?」

　嵌はめられた。いや俺が勝手に嵌はまったのか。よく考えたら最初から蹴り飛ばすつもりだったんだから、謝る必要全然なかったじゃないか！

　慌てて首を捻ろうとして、後頭部を抱き込まれる。逃げ出す暇もないままに唇を重ねられた。

「ン──ッ」

　咄とつ嗟さに閉じようとした唇は寸前で舌をねじ込まれてこじ開けられる。湿った吐息と一いつ緒しよに滑り込んだ宗一郎の舌先は熱くて、ざわっと口内の神経がざわめく。歯を立てて追い出そうとすると、読んでたみたいなタイミングで顎あごを引かれて開かされて、もっと深くへ差し込まれた。ぬるついた舌で抉えぐるように粘ねん膜まくを擦こすられて、背中から腰こしに熱っぽい痺しびれが滑り落ちる。気持ち悪いとかじゃなく、さっきと同じで──身体の芯しんがもどかしく疼うずくような、感覚。

「っ──」

　未知の感覚に腰を引いて逃げようとすると、背中が冷蔵庫にぶつかった。逃げ場のない身体を全身で押さえつけるように宗一郎の体温が密着してくる。逃げられない。

「ん、ぅ……」

　こっちの抵抗なんてなかったみたいに合わさったままの唇の内側を、宗一郎の舌が搔かき回す。柔やわい粘膜を擦って、味わうみたいに唾だ液えきを啜すすって、縮こまった舌先をちろちろと掬すくう。濡れた音が響く度たびに、あり得ない場所にじくじくと熱が溜たまっていく。信じられない。なんで。

「ふ──ぁ、」

　角度を変えてより大だい胆たんになった舌先に縮こめていた自分のそれを搦からめ捕とられる。引っ込めようとしても強ごう引いんに引き摺ずり出されて、口の中にしていたみたいに、丹たん念ねんに弄いじられる。開いて丸めて、包み込まれて、今までしたことがないような動きを強要されて、舌全体が腫はれぼったくなるくらいにされて。でもまだ止まらない。

「っ、は……ッ」

　角度を変える隙すき間まを縫ぬって、無む理り矢や理り息を継ついだ。身体の内側で痛い位にずっと心臓が暴れている。やばい、と思った。キスされてるのがやばいのか、キスされて興奮してるのがやばいのか、それとも気持ちいいのがやばいのか。どれなのかは分からなかった。けれど、間ま違ちがいなく、一番最後が一番やばい。流されかけてるのが、一番、

「…っ、な、せ、」

　離はなせ、やめろ、と抗議の言葉ごと飲み込むみたいに深く唇が合わせられる。捩ねじった身体を抱き込まれて、太ふと腿ももをスウェットごしに撫なで上げられる。一番過か敏びんに反応を示すそこを掌で包むと、宗一郎は唇を離して濡れた声で囁いた。

「今、離したら、千尋さんが辛つらいでしょ？」

「っ、どこ、触って、っ」

　するりと滑った指先が、スウェットのゴムに引っ掛けられる。腰こし回まわりに直で触ふれた指の感触に、小さく息を飲んだ。　>>>♥

「──っ、」

　やめろ、と声を上げる前に、下着ごとスウェットを引き下ろされる。

「ほら、もうこんなになってる」

　外気に晒されたそこはしっかりと芯を持って勃たちあがっていた。

「っ」

　見せつけられた身体の変化に、かっと頰ほおが熱くなる。ふざけんな、と怒ど鳴なりかけて、声の代わりにひくっと小さな悲鳴が零こぼれた。晒されたそこへの不意打ちの刺し激げき。宗一郎の指が、高まったそこへとためらいもなく絡みつく。急所を直接触られる感覚に、ざわっと背筋が震えた。

「っ、触る、な、っ」

　止めようと伸のばした手はあっさり摑つかまって、冷蔵庫へと押し付けられる。もう一方の手を伸ばす前に、竿さおに絡みついたままの宗一郎の指先が、つぅ、と先せん端たんまでを辿たどった。僅わずかな刺激なのに、びく、と勝手に太腿が震える。

「可愛い」

　は、と耳元で速い呼吸を感じた。

「千尋さん、もしかして、初めてですか？」

　丸みを帯びた先を熱い掌で包み込まれる。それだけでそこが体積を増すのが自分でも分かった。黙もく秘ひ権けんもロクに使えない身体に、羞しゆう恥ち心しんで死にたくなる。そうだよ初めてだよ悪いか。

「だったら、すごく、嬉うれしいです」

「っ、ぁ、──っ」

　敏びん感かんな括くびれを指先で緩ゆるく擦られて喉のどから勝手に喘あえぎ声が零れそうになった。唇を嚙んで睨みつけると、潤うるんだ視界の中で宗一郎が余よ裕ゆうなく笑う。

「大だい丈じよう夫ぶです。すぐ楽にしてあげますから」

「やめ──んぅ、っ」

　やめろ、と言いかけた唇くちびるをまた塞ふさがれた。抵てい抗こうを封じ込めるようにきつく舌を吸い上げられる。口内に響ひびく水音に引きずられるように、性器がじくりと熱を持てあまして疼く。

「ん──、ぅ、ん…っ」

　口内を貪むさぼる舌の動きと一緒に下か肢しを容よう赦しやなく追い立てられて、その度たびにがくがくと膝ひざが震えた。包み込んで、撫で回して、扱しごきたてて。そうやって暴あばいた弱い箇か所しよを、一番くる触り方で、長い指が執しつ拗ように攻せめる。先走りを零す孔あなを指先で抉って、手についたぬめりを潤じゆん滑かつ剤ざいにして、強弱をつけて扱きたてて。下半身が溶とけそうなくらいに甘やかす。やばい、と思う。気持ち良すぎてやばい──のに、止まらない。止めて、欲しく、ない。

「ん……っ、ふ、ぁ」

　頭の芯がとろりと蕩とろける。高まるばかりで収まる気配の微み塵じんもない疼きが堪たまらなくて、擦こすり付けるように勝手に腰が揺ゆれはじめる。実際もうそこは限界で、とろとろに先走りを零して震えていた。あと少し。あと少しで、吐はき出せるのに──そのあと少しが、足りない。

「っ、ぁ──あ、ぁっ」

　唇を解放された途と端たんに、喘ぎ声が勝手に零れた。緩んだ唇から垂れた唾液を舐なめ取ると、宗一郎は耳元で囁ささやく。

「千尋さん、きもちいですか？　も、イきそう？」

　蕩けそうに甘ったるい声はいつになく切せつ羽ぱ詰つまっていた。は、と落とされる呼吸の荒あらさにさえ煽あおられる。熱に浮かされたみたいに、震ふるえる唇が喘ぎ混じりの声を零す。

「っ、いい──イきっ…た、ぃ…っ」

　イきたい。なんでもいいから、はやく。

「はやく、っ……イかせろ、っ」

　力の抜ぬけた手で縋りつくように宗一郎のシャツを摑む。黒い首輪の下で、こくりと白い喉のど仏ぼとけが動いた。

「分かりました──ちゃんと、イかせるだけで、やめますから」

「へ──っ、ぁ」

　言い聞かせるように付け足された言葉の意味を理解する前に、追い上げるように手の動きが激しくなる。膝がガクンと抜けて崩れそうになった。寸前で宗一郎の腕うでが腰に回る。目の前の胸に縋るように額を預けると、晒さらされたうなじに嚙かみつかれた。

「ぁ──あ、ア」

　首筋に走った痛みが呼び水にでもなったように、濁だく流りゆうみたいな快感が一気に爪つま先さきから駆かけあがった。涙なみだで滲にじんだ目の前がちかちかと瞬またたき始める。

「ぁ、あ、も、イく、ぁ、あ、」

「千尋さん──イって？」

　熱っぽい声で命令されて、ぐり、と先端を強く抉られる。

　限界まで来ていた熱量が爆ばく発はつして、目の前が一いつ瞬しゆん真っ白になった。

「ぁ、ア、あ──っ！」

　吐き出された白はく濁だくが、宗一郎の掌てのひらを汚よごす。受け止めきれなかった分が、ぱたぱたと廊ろう下かを汚していった。

「は──」

　ぺたりと床ゆかにへたり込んで、息を整える。

　宣言どおりに、あっという間にイかされてしまった。それも、滅め茶ちや苦く茶ちや気持ち良く。あんな、自分から強請ねだるみたいに──

「──っっっっっっ!!」

　ようやく戻もどってきた羞恥心が怒ど濤とうの勢いで襲おそってきて、危あやうく悶もだえ死にそうになった。沸ふつ騰とうしたみたいに熱い頰を両手で覆おおう。

　何やってるんだ俺。何あっさりイかされてるんだ俺。相手財さい布ふだぞ財布！　なんで財布相手にあんな、あんな──！

「最悪すぎる……！」

　頭を抱かかえて小さく呻うめく。全部、宗一郎のせいだ。あいつがあんなことするから、だからおかしくなったんだ。別に、俺が変なわけじゃない！

　顔を上げて、全すべての元げん凶きようであるエロ財布を睨にらみつけ──ようとして、俺は目を見開いた。

　掌で受け止めた精液を宗一郎がぺろぺろとその舌で舐め取っていた。

「お前、何して……!?」

「何って、食事ですっ」

　いつもの舌っ足らずな口調に戻ってそう言うと、宗一郎は満面の笑えみで頷うなずいた。

「千尋さんの精力、確かに頂きました」







「ふ、ざ、け、ん、な──って感じだと思いませんか！」

　串くし刺ざしにした鶏とり肉にくを炙あぶりながら、溜たまった怒いかりをぶちまける。

　目の前の網あみの上では、鶏皮、ハラミ、ねぎまにレバーがジュウジュウと油を落としながら食欲をそそる香こうばしい匂においを発していた。その下では真っ赤な炭火が煌こう々こうと肉を炙っている。額に垂れてくる汗あせを、短たん髪ぱつを包んだ三さん角かく巾きんで拭ぬぐった。

「そりゃまた、災難だったわねぇ──あ、千尋それもう上げて」

「あ、はい。鶏皮ハラミねぎま各一本──って、一いつ平ぺいさんほんと聞いてます!?」

　焼き鳥皿を片手に振ふり返ると、俺と同じ黒いＴシャツ、エプロン姿の大男が、ちまちま串にプチトマトを突つき刺さしていた。髭ひげに覆われたタラコ唇は欠伸あくびの形にだらしなく開かれている。

「うーわ。聞いてないし」

「聞いてるわよ。突とつ然ぜん転がり込んできた同居人の金かね遣づかいが荒くてスキンシップ過か剰じようすぎて鬱うつ陶とうしいって話でしょ？」

　ざっくりと纏まとめられてしまった。

　二日ぶりに出勤した職場で、堪こらえ切れずについ愚ぐ痴ちを漏もらした結果がこの対応。ほんと世の中冷たすぎる。

　確かに、『同居してる相手』が、実は財布だとか、スキンシップ通り越こして犯おかされかけたとか、その後ぶん殴なぐって置いてきたとか、そんな話はしていないけど、もう少し何かコメントがあってもいい気がする。

「愚痴ってないでさっさと届けなさいよ」

　しっし、と鬱陶しげに片手で追い払はらわれたので、俺は仕方なくカウンターを出てテーブル席へと皿を運ぶ。

　女言葉を発してはいるが、一平さんは縦にも横にもガタイのいい熊くまみたいな髭ひげ面づらの大男だ。元々はゲイバーのママさんだったが、ある時一念発ほつ起きして男に戻り、何故なぜかこの焼き鳥屋『順じゆん子こ』を始めたらしい。ちなみに『順子』は一平さんの源氏名だ。

　繁はん華か街がいで賑にぎわう駅から徒歩十五分。営業時間は十九時から二十六時。カウンターの左右に化石みたいなブラウン管テレビが二台。五人掛がけのカウンター席と、テーブル席が三つの小さな店だ。その癖くせ二階に名ばかりのＶＩＰルームがあったり、焼き鳥やビールに並んでドンペリとシャンパンが普ふ通つうにメニューに載のっていたりする。正直意味が分からない。が、常連客からすると「そこがいい」らしい。

「はい、鶏皮ハラミねぎま各一本ね」

「アリガトー、チヒロ」

　派手な化け粧しようをした女性三人組に注文を届ける。片言のお礼と共に、ちゅ、と頰ほおにキスされた。頰についた口紅を手の甲こうで拭う。

「うちはお触さわり禁止なんだけど」

「エー、イイじゃん。ウチはオサワリＯＫヨ？」

　なんて唇を尖とがらせるのは、裏手のフィリピンパブの店員だ。他ほかのテーブルやカウンターでも、同じような派手な女性だとか金ぴかの派手派手しい野や郎ろうが固まって焼き鳥とビールに舌した鼓つづみを打っている。

　近所にスナックだとかホストクラブだとかが多いせいか、うちの客層の殆ほとんどはそっち方面だ。まともな客の方が数えるくらいしか来ない。

「チヒロのケチ、イージャン、ヘルモンじゃないし」

「俺の精神力がすり減る。ってか変なとこ触るな、セクハラ」

　さっと伸のびてくる手を軽く躱かわして、空いた皿を取りあげると、キャハハ、と甲かん高だかい笑い声が溢あふれる。常連客相手のタメ口も冗じよう談だん交じりのセクハラも、この店では普通のこと。多少色々触られるくらい仕事のうち、ともう慣れた。別に相手だってからかい半分、本格的にどうこうしようってつもりじゃない。

　どっかの財布と違ちがって。

　──千尋さん──イって？

「っ──！」

　ふっと蘇よみがえった甘ったるい声を必死に振り払う。ほんと、なんって声出すんだあのエロ財布！　っていうか仕事中になに思い出してるんだ俺は!!

「チヒロ、ソンナだからカワイイのにドーテイなんだヨ」

「っ、可愛くないし童どう貞ていとか言うな！」

　タイミング良く投げかけられた声に嚙みつくように怒ど鳴なり返す。

　どいつもこいつもやかましい、放ほうっておけほんとに！

「チヒロ？」

　と、名前を呼ばれてはっとする。常連客全員の視線がしっかりこっちを向いていた。大声に驚おどろいた、というよりもからかいのネタを見つけた時の生暖かい視線。にまりと弧こを描えがく全員の目。しまった、と今いま更さら後こう悔かいしたって遅おそい。

「チヒロ、もしかしてイイヒトできた？」

「カレシ？　カノジョ？　ドッチ？」

「え、千尋ちゃんバージン捧ささげちゃったの!?」

「ほんとに!?　ついに童貞卒業!?」

「うるっっっっっさい!!」

　群がってくる常連客を一いつ喝かつする。首から上が滅茶苦茶熱い。あんなエロ財布、彼氏でも彼女でもないしバージンなんて捧げてたまるか！　っていうか男のバージンってなんだバージンって！　と、一息に言い返そうと口を開いたそのタイミングで、ガラリと店の扉とびらが開いた。

　現れた人物に目をやるなり、騒さわがしかった常連客が一段声のトーンを落とす。

「空いてるか？」

　渋しぶみのあるドスのきいた声に自然と背筋がぴんと伸びる。

　店の暖の簾れんを片手で上げて店内の様子を窺うかがっているのは、頰にザックリ傷の入った四十がらみの男だった。襟えり元もとから覗のぞく鮮あざやかな昇のぼり竜りゆうの刺青いれずみ、親指の欠けた左手首は首から三角巾で吊つられている。僅わずかに膨ふくらんでいる内ポケットからは銃じゆう刀とう法ほうに触ふれそうなアレの気配が漂ただよっていた。後ろには黒服を着た男どもが子分よろしく控ひかえている。

　どこからどう見てもカタギではない。知らない相手だったなら間ま違ちがいなくお引き取りを願うところだ。が、この男も、『順子』では既すでに見慣れた常連さんだ。

「竜りゆうさん、お久しぶりです。空いてますよ」

　入口に駆かけ寄って挨あい拶さつする。途と端たん、険しかった竜さんの表情が気さくな笑みへと変化する。

「おう、千尋、一週間ぶりだな。ちゃんと飯、食ってるか？」

「食ってますよ」

　右手でバンバンと肩かたを叩たたかれて、俺は苦く笑しようする。

　カウンターから出てきた一平さんが、竜さんの姿を見るなり太い眉まゆを盛大にひそめた。

「竜ちゃん、まーたカチコミしたの？」

「カチコミまではいってねぇな。若いの相手に喧けん嘩かしただけだ」

「いい歳としした男が喧嘩で骨折してんじゃないわよ。それ、全治何か月？」

「一か月もかからねぇよ。それに、喧嘩に年ねん齢れいは関係ねぇ。関係あるのは柄がらと矜きよう持じ、それから仁義だ」

　ぎょろりとした竜さんの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、一いつ般ぱん人とは異なる獰どう猛もうな光を帯びた。具体的に言うと昼夜にかけて仁義なき戦いを繰くり広げてそうな感じの、威い圧あつ感かん満まん載さいの目。

　それもそのはず。実際に竜さんはその筋の人だ。

　山さん王のう会かい椿つば組きぐみ組長。

　それが、竜さんの肩かた書がき。正しよう真しん正しよう銘めいのヤクザ屋さんであり、一平さんの幼おさな馴な染じみだ。

「最近忙いそがしそうだけど、また何かあったの？」

「いや……ちょっと、な」

　僅かな躊躇ためらいの後、ここだけの話、と前置きして、竜さんは俺と一平さんにだけ聞こえる程度にひそりと声のトーンを落とした。

「最近、怪あやしい連中がうろついてるみたいでな。この辺でヤク捌さばいてるらしいんだよ。うちの若いのも何人か引っ掛かけられてる──うちは、ヤクは禁止してるからな」

　あんなもんの何がいいんだか、と吐はき捨てるように竜さんは呟つぶやく。無意識にか、三角巾の下の手がきつく握にぎりしめられていた。喧嘩相手は引っ掛けられた組の人間だったのかもしれない。

「ドラッグねぇ……そんなの売ってる連中なんて、竜ちゃんが全員ぶん殴って病院送りにすればいいのよ。そうすれば解決するじゃない」

　しれっと物ぶつ騒そうな無む茶ちや振ぶりをする一平さんに、竜さんは苦笑する。

「そうできたらいいんだがな──連中の目的がはっきりしねぇ。ヤク売って稼かせぎたいだけのチンピラなのか、それともバックに何かいるのか」

　自問するようにぽつりと落とすと、竜さんはそこで話を切るように顔を上げた。

「ともかく、最近きな臭くさいことになってるから、帰り道は気をつけろよ。特に千尋」

「ちょっと竜ちゃん！　なんでレディの心配はしないのよ！」

「レディじゃねぇから？」

「ちょっと!?」

　突つっ込む一平さんに軽く肩を竦すくめると、竜さんは勝手知ったる足取りで奥の階段へと向かう。

「ＶＩＰルーム、空いてるんだよな？」

　ＶＩＰルーム、とはこの店の二階、『そういう人たち』専用の部屋のことだ。一般人と同席するのはなるべく避さけたい人向けの部屋、というだけで、特に豪ごう華かな部屋という訳ではない。使ってるのなんてほぼ竜さんだけで、だから常に空いている。分かっていていちいち確かく認にんするあたり、竜さんは割と細かいと思う。

「好きに使いなさいよ、もう！」

「どうぞごゆっくり」

　まだ臍へそを曲げている一平さんの代わりに一礼する。おう、と一つ頷うなずいて、竜さんは二階へと消えた。

　途端、また店内が騒がしさを取り戻もどし始める。竜さんがいた時の緊きん張ちよう感かんが一気に解ほぐれるような感じ。誰だれだってヤクザの組長が近くにいれば緊張するし気も遣つかう。それが分かっているからきっと、竜さんは一人、ＶＩＰルームを使う。なるほど確かに仁義の人なのかもしれない。

「チヒロ！　注文！」

「メニューがないんだけど！」

「ビール追加ね！」

「一気に言うな順番に呼べ!!」

　蓋ふたが外れたみたいに店に溢れる注文の声に、俺はまた伝票片手に駆けまわる。

　しばらくの間は忙しくて、竜さんの言葉も宗一郎の事も完全に頭から飛んでいた。







　不ふ審しんな物音を聞いたのは、注文も客入りも落ち着いてきた閉店間ま際ぎわの頃ころだった。

　洗った皿を棚たなに戻していると、カタンと何かが倒たおれる音がした。振ふり返ると裏口のすりガラスに灰色の人ひと影かげがぼんやりと映っている。誰かいるのは明白で、それでもその『誰か』が入ってくる気配がない。ガラスごしに店内の様子を探さぐるように、ただじっと立っているだけだ。

「怪しいわね」

　振り返ると、一平さんもまた眉み間けんに皺しわを寄せて裏口を睨にらみつけていた。羆ひぐまよろしく、ぬっ、と仁に王おう立だちしたその手には、使い込まれた木刀が握られている。今までに何度も不審者及および強ごう盗とうを撃げき退たいしてきた、いわば『順子』の護まもり刀。

　客層のせいか店長のせいか立地のせいかは知らないが、この店に不審者が現れるのはそうそう珍めずらしいことでもない。スナックのママさんへの過激ストーカーだとか、竜さんの商売敵がたきだとか、はたまた一平さんの元同どう僚りようだとかその他諸もろ々もろ。

「また、ストーカーとか」

「だったらいいんだけどねぇ」

　ちらりと一平さんは上を見る。天てん井じよう──ではなく、その上。二階のＶＩＰルームを示していることに、数秒して気づいた。

「竜さんの言ってた『怪しい連中』かも、ってことですか？」

　仮にそうだとしたら、俺たちで対処できる相手じゃない。竜さんに頼たのんでどうにかしてもらった方がいい。思ったままそう言うと、一平さんは歯切れ悪く首を振った。

「可能性があるってだけよ。違ちがうかも」

「でも、竜さんも気をつけろって、」

「言ってたわね。けど、もし違ってたらイヤじゃない？　怪け我がしてるとこあんまり無理させたくないし。──今日はちょっと、傷心気味みたいだしね」

　そう付け足すと、一平さんは心配げにため息を零こぼす。見た目はオネエの羆だけど、なんだかんだで面めん倒どう見みがいいのが一平さんだ。たまに割と厳しいけど。主に俺に対して。

「と、いう訳で、いつもの通りよろしく」

「え、ちょ、」

　ぽい、と無造作に放ほうり投げられた木刀を俺は慌あわててキャッチする。手に馴な染じんだ重さに自然とため息が零れた。

　やっぱり、そう来るか。

「……この前のストーカーも俺が撃退しませんでしたっけ？」

「そうだったかしら？」

「そうですよ、なに都合よく忘れてんですか。その前の一平さんの喧嘩相手も、その前の前の下着泥どろ棒ぼうも、その前の前の前の……何だったかは忘れたけど、とにかくだいたい全部俺です！　一平さんが行った方が絶対相手もびびるのに！」

「あら酷ひどい。か弱い乙おと女めに危ないことさせる気？」

　羆みたいな体型のオッサンが乙女とか言うな。

　喉のど元もとまで出かけた文句を飛び出す寸前のギリギリで堪こらえる。一平さんにこの手の言葉は禁句だ。昔、『羆』と罵ののしって病院送りの半殺しにされた事は今でも俺の中でトラウマになっている。

「ほら、ぼさっとしてないでさっさと行く！」

　ぐいぐいと背中を押されて、俺は深くため息をつく。半殺しにされたあの日以降、俺は一平さんに逆らえた例ためしが一度もない。

「……分かりました、ほんとにヤバそうだったら竜さん呼んでくださいよ」

「分かってるわよ。じゃ、頑がん張ばって」

　他人ひと事ごとごとのように気楽に手を振ると、一平さんはさっさとカウンターに戻ってしまった。

　信用してくれているのか、薄はく情じようなのか。五年以上ここで働いてるけど未いまだによく分からない。

　さっきまでガラスごしに見えていた人影は、いつの間にか消えていた。もう逃にげてしまったのかもしれない。手回し式の鍵かぎを開けて、建てつけの悪いドアを薄うすく開く。三センチ程ほどの隙すき間まから、ひとまずそっと、外の様子を窺うかがった。

　狭せまい路地裏には、ゴミ袋ぶくろの詰つまったポリバケツや、プラスチックのビールケースがごちゃごちゃと置かれていた。いつもの見慣れた路地裏の風景──の中に、見慣れない色しき彩さいがちらついた。ポリバケツの向こうに隠かくれた、派手な金きん髪ぱつ。そこそこの大きさのポリバケツから頭が僅わずかにはみ出しているあたり、恐おそらくそれなりに長身の男だろう。気分でも悪いのか、それとも何かよからぬことでもやっているのか。少なくとも、男がこちらに気づいている様子はない。

　あいつが、人影の正体か。

　音を立てないようにドアを開けて外へと滑すべり出る。と、ガタガタッと背後で派手な音がした。

「っ!?」

　振り返ってから舌打ちする。

　乱暴に転がされたビールケースの向こう、大通りへと一目散に逃げていく小こ柄がらな背中が見えた。どうやら二人いたらしい。一いつ瞬しゆんだけ迷い、逃げた人影の追つい跡せきを即そく座ざに諦あきらめる。人通りの多い繁はん華か街がいに逃げられたら捕つかまえられない。身を翻ひるがえして隠れていたもう一人の方へと大おお股また三歩で距きよ離りを詰める。未だに逃げようともしない相手に向けてポリバケツを蹴けり飛ばし、倒れたバケツを踏ふみ台にして、蹲っている人影へと飛びかかった。

「え、ちょ──っ」

　戸と惑まどったような声は無視して胸むな倉ぐらを摑つかんで地面に押し付ける。そのまま腹の上に乗り上げマウントを確保。抵てい抗こうされる前に木刀の柄つかを急所に叩たたき込み──込もうとした。

「千尋さん待ってストップ!!」

　聞き覚えのあるその声に、振り下ろす寸前の木刀を止める。下ろした視線の先、見覚えのある情けない顔に、俺は一気に脱だつ力りよくした。

「お前……なにしてんの」

「千尋さんこそ、いきなりなにするんですかぁ……」

　俺の下で半べそ気味の声を上げているのは、家に置いてきたはずの宗一郎だった。

「お前、なんでこんなとこにいるんだよ。っていうかここで何してたんだよ」

　使う必要のない木刀を脇わきに転がして、倒れたままの宗一郎に問いかける。と、さっきまでの泣きべそ顔を一転させて、宗一郎は緩ゆるいドヤ顔を浮うかべた。

「千尋さんが僕のこと忘れて出かけちゃったので、自力で追いかけて待ってました！」

　ほめてくれ、とでも言いたげに胸を張る様子に、俺は小さくため息をつく。前々から思ってたけど、こいつ相当ポジティブシンキングだよな。

「忘れたんじゃなくて置いてったんだ。お前みたいな財さい布ふ持っていけるわけないだろ」

「なんでですか？　今まではどこでも一いつ緒しよに連れてってくれたじゃないですか。一緒に商店街でデートしたり、二人で同どう伴はん出勤したり、お風ふ呂ろにだって一緒に行ったのに……それなのに、僕はもう必要ないんですか？」

　うぅ、と宗一郎は目に涙なみだをためて訴うつたえる。が、俺は悪くない。絶対悪くない。っていうか、

「それ財布持って買い物したり仕事行ったり銭湯行ったりしただけだろ！　いちいち変な言い方するな!!」

「だったら僕も色々連れてってくださいよ！　僕、千尋さんの財布ですよ!?」

「お前みたいな金髪でガタイのいい財布なんて職場に連れて行けるか！」

「えぇ差別ですよ差別！　見た目で人の扱あつかいを変えるのはよくないと思います！」

「お前は人じゃなくて財布だろうが！」

　一体どこの世界に金髪イケメン野や郎ろうの財布と同伴出勤する奴やつがいるんだ。

　そう続けかけて、俺はふとある事に気づく。

　倒れた宗一郎の手首に、見覚えのない小さなクリーム色の紙かみ袋ぶくろが引っ掛かかっていた。

　箔はく押おしで天使が描えがかれた綺き麗れいな袋は、ポリバケツから溢あふれた有象無象のゴミたちからはかけ離はなれた高級感を放っている。頭に輪っかの乗った金色の天使は平和の象しよう徴ちようそのものといった愛らしさなのに──何故なぜか、物もの凄すごく、嫌いやな既き視し感かんを覚えた。

「宗一郎……それ、何？」

「え？　あ、これ、差し入れです！」

　がばっと起き上がると、宗一郎は紙袋を俺に差し出す。

「来る途と中ちゆうに深夜営業のケーキ屋さん見つけて、買ってきました！　疲つかれた時には甘いものが一番です！」

　褒ほめて褒めて、とでも言いたげなオーラを振ふりまきながら、宗一郎は弾はずんだ声で報告する。

　が、もちろん、褒められる訳がない。

「……それ、金はどこから出した？」

「僕は千尋さんの財布ですよ？　千尋さんの為ためなら、お金くらい、いくらでも出せます！」

「ふ、ざ、け、ん、な!!」

　誇ほこらしげに言い切る宗一郎の頭上に、力ちからいっぱい拳こぶしを下ろす。ゴン、とかなりいい音が響ひびいた。

「いった！　何するんですか!?」

「何するんですか、じゃない！　要するにそれ俺の貯金だろうが!!」

「大だい丈じよう夫ぶですよ！　千尋さんの分しか買ってませんから！」

「だからそういう問題じゃないって何度も言ってるだろ！　お前に学習能力はないのか!?」

「あ！　分かりました！　さっきみたいに『あーん』ってして欲しいんですね！　大丈夫ですスプーンつけてもらいましたから！」

「だからそういう問題じゃない!!」

　会話のキャッチボールが全然全く成立しない。こいつの頭には脳のう味み噌その代わりに花畑でも詰まってるのか。っていうか大の大人が「あーん」なんてして欲しいわけないだろ。だいたいあの時だって──

「──っ」

　芋いもづる式に忘れかけていたあの醜しゆう態たいが脳内にフラッシュバックして、俺は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。太ふと腿ももの下、密着した箇か所しよから伝わる体温は、あの時感じたものと同じで──思い出した途と端たん、脳味噌が羞しゆう恥ちで破は裂れつしそうになった。最悪だ。折せつ角かく忘れかけてたのに！

「千尋さん？──ああ、思い出しちゃいました？」

　混乱したまま固まっていると宗一郎の両りよう腕うでが俺の腰こしへと絡からみついた。そのまま上に滑った掌てのひらに背中を押され、いきなり強く抱だき込まれる。

「ちょ──っ、」

　急に密着した体温にはっと我に返った。

「離せ、っ」

「駄だ目めです。離したら、また置いてっちゃうでしょ」

　肩かた口ぐちに顔を埋うずめるようにして、宗一郎は有う無むを言わさない調子で言いきる。

「だから、駄目です」

「っ──」

　首筋に熱い痛みを感じた。あの時嚙かまれたのと同じ箇所。嚙みつかれた後で宥なだめるみたいに舐なめられて、ざわっとした痺しびれが首筋から腰へと駆かけ抜ぬける。

「ん、っ、ちょ…こら、い、かげんに、っ」

　引き離そうとしても相変わらず宗一郎の腕わん力りよくは強くて、俺から押し倒たおしたみたいな恰かつ好こうのままされるがままに吸い付かれる。マウントポジションなんて取るんじゃなかった。

「千尋さんこそ、いい加減諦めてください」

「っ、や、だ、って」

　後ろ髪がみをぐしゃぐしゃにして大きな手が後頭部へとずり上がる。は、と熱い吐と息いきを耳元に感じた次の瞬しゆん間かん、はくり、と生暖かい粘ねん膜まくに耳じ朶だを包み込まれた。

「ひぁ、っ」

　不意打ちの刺し激げきにびくりと背中が素す直なおに震ふるえる。零こぼれた声に口元を押さえた。なんだ今の声。

「千尋さん、割と敏びん感かんですよね？」

「──っ、ン、んんぅ」

　楽しげな指し摘てきと一緒に耳じ孔こうに舌を差し込まれ、ぴちゃぴちゃと音を立てて弄もてあそばれる。濁にごった水音と熱い舌先に鼓こ膜まくの奥から頭の芯しんへと熱っぽい痺れが広がる。耳も顔も零れる息もやけに熱くて、勝手に涙がじわりと滲にじんだ。

「ね、もう一回、ここでしていいですか？」

　──そしたらもう、置いてけないでしょ？

　ひそりと耳元で囁ささやきながら、宗一郎は片手をエプロンの下へと滑り込ませる。ジーパンごしに太腿を撫なで回す掌に、さっき施ほどこされた快感が羞恥と一緒に蘇よみがえった。腰の奥にざわっと妖あやしい熱が宿る。

「っ、やめ──っ」

　脚あしの付け根を辿たどってベルトを引っ搔かく指先に、慌あわてて抵抗しようとしたその時。

　ガチャリと裏口の扉とびらが開いた。

「千尋！　あんた大丈夫!?」

　開いた扉から、一平さんを始め野次馬もとい常連客がわさりと外へ吐はき出される。

　その全員分の視線が、一いつ斉せいに俺に突つき刺ささった。

　具体的に言うと、宗一郎に跨またがって、真っ赤な顔でエプロンの下をまさぐられてる、俺に。

「…………千尋、それ、彼氏？」

　野次馬全員の心境を代弁するような一平さんのコメントに、俺は今すぐ死にたくなった。













「だから！　こいつは！　彼氏じゃ！　ない！」

　店中に響き渡わたる大声で、俺は全面否定する。

　店の二階のＶＩＰルーム。

　普ふ段だんはそっち系の人──もとい、竜さん専用になっているその部屋で、俺は常連客全員に囲まれていた。何かの容疑者になった気分だ。

　ちなみに、先客の竜さんはもういない。宗一郎と反対方向に逃にげた小柄な人ひと影かげの話をした途端に、険しい顔をして出て行ってしまった。もしかすると本当にヤクザがらみの人間だったのかもしれない。

　宗一郎の話によると、人影はずっと裏口で中の様子を窺うかがっていたらしく、顔は見れなかったそうだ。どうせならそこで捕つかまえてくれていればよかったのに──と言うのは、流石さすがに財布に対して求め過ぎか。いや、色々要求されてるのはこっちの方だけど。忍にん耐たい力とか精神力とか、誤解を解く為のコミュニケーション力とか。今、まさに。

「でも、この人なんでしょ？　あんたの言ってた『スキンシップの激しい鬱うつ陶とうしい同居人』」

　この人呼ばわりされているのは、現在進行形で子泣きじじいのごとく背中にへばりついて離れない宗一郎のことだ。

　違ちがう、人違いだ、こいつはただの不ふ審しん者だ、と言ってやりたいところだが、まさに『スキンシップの激しい鬱陶しい同居人』を体現するような体勢を取られたこの状じよう況きようでは何を言っても焼け石に水でしかない。

　が、みすみす黙だまっていることもできない。

「同居してるしスキンシップ激しいし鬱陶しいのは事実だけど彼氏じゃない！　そういう奴じゃない！」

「わざわざ大声で否定するとこが怪あやしいわね」

「っていうか同居人ってそんな抱きついて来たりしないわよね」

「チヒロ、カイハツされちゃっタ？」

「だから違うし開発もされてない！　変な事言わせるな！　ああもうお前からも何か言え！」

　さっきから黙ってへばりついているだけの宗一郎を振り返って援えん護ごを促うながす。

　と、何故か、満面の笑えみが返ってきた。

　若じやつ干かん、嫌な予感がする。

「僕、千尋さんの、彼氏じゃなくて、財さい布ふなんです！」

「財布？」

　ざわ、とその場の空気がざわめく。余計な事は言うな、と慌てて釘くぎを刺そうとしたが、既すでに遅おそかった。無む邪じや気きな笑顔のまま、宗一郎は続けた。　>>>♥

「はい、僕は千尋さんの財布です！　だから、千尋さんの為なら何だってします。千尋さんがおねだりしてくれたら何でも買いますし、お金だっていくらでも出します！」

「おい待て、なんだその誤解招きそうな言い方、」

「誤解しないで頂きたいんですけど、全部僕が好きでやってることです。千尋さんはお金使うなって言うんですけど、つい、僕が勝手にやってしまって──でも、やっぱり迷めい惑わくみたいで。千尋さん、最近僕に冷たいんです。今日も、部屋に置き去りにされて。それなのに、僕は、やっぱり一人で待ってられなくて、それで……っ」

　そこで言葉を詰つまらせると、宗一郎は目め尻じりに浮うかんだ涙なみだをぬぐう。

「すいません千尋さん、勝手に押しかけて」

「……っ」

　素直な謝罪に俺はウンともスンとも言えなくなる。

　さっきから背中に大量の嫌な汗あせが浮いていた。

「千尋、今の、本当？」

「や、本当、だけ、ど……」

　答える声が尻しりすぼみになる。

　確かに、噓うそじゃない。宗一郎の言ったことは全すべて真実で、事実で、噓うそ偽いつわりの欠片かけらもない。が──編集に悪意を感じるのは気のせいか。というか、さっきから皆みんなの俺を見る目が怖こわい。

「チヒロ、サイテーヨ、ソレ」

「利用するだけ利用してあとはポイするなんて」

「宗一郎くん、可哀かわい想そう！」

「いや違う！　それ違うから誤解だから!!」

　ほら！　やっぱり！　俺が酷ひどいやつみたいな扱あつかいになってるし!!

「千尋、あんた……」

「ちょ、一平さんまでそんな目で見ないでください！　ちょっと説明できないけど事情があるんです！　俺を信じて!!」

　最後の砦とりでに縋すがりつくように懇こん願がんすると、一平さんは険しい顔で俺の目を見た。負けじと俺も真っ直すぐ見返す。喧けん嘩か前のガンの飛ばしあいみたいに、互たがいに目を逸そらさずに見つめ合うこと数十秒──

「分かったわ」

　ふ、と一平さんの雰ふん囲い気きが緩ゆるむ。

「あんたがそう言うなら、何かわけがあるんでしょ」

　大きな掌てのひらが一度、くしゃりと俺の頭を撫でた。ごつごつした感触はやっぱり『乙おと女め』とは言い難がたい。けれど、その力強さに何故なぜだか今日はほっとした。

　その大きな掌がパンと強く打ち鳴らされる。

「はい、じゃあこの辺でこの話はおしまい！　千尋苛いじめ終しゆう了りよう！　っていうかいい加減下に戻もどりなさいあんた達も！　解散解散！」

「えー」

「あたしだって仕事あんのよ。ほら、あんた達も、焼き鳥冷めちゃうでしょーが！」

　しっし、と退出を促す一平さんに、群がっていた常連客たちが文句を言いながらも一階へと下りて行く。なんだかんだで本気で逆らう人間がいないのは一平さんが怖いから──というよりも、一平さんの人望が成せる業わざだろう。

　ようやく客のいなくなった部屋で、一平さんはどこか満足げにふぅ、と息をつく。

「これで落ち着いたわね。ほんっと、あんたって昔から世話焼かせなんだから」

「すいません」

「いーのいーの、慣れてるから。で、これ、さっき落ちてたんだけど」

　とん、とテーブルの上に置かれたのは、少し潰つぶれたクリーム色の袋ふくろだった。さっき宗一郎が買ってきたケーキの袋。どこか微笑ほほえましい物でも見るような、柔やわらかな視線でそれを見下ろし、一平さんは俺に尋たずねる。

「これ、あんたが買った──わけじゃ、ないわよね？」

「あ、いや、その」

「差し入れです！　千尋さんへの！」

　口くち籠ごもっている俺の後ろから、宗一郎が手を差し出す。舌足らずな口調と子供っぽい笑顔に、一平さんは、タラコ唇くちびるを綻ほころばせた。

「そ。ありがとう。じゃあ一応千尋のなのね」

　ずい、と俺の前にケーキの袋を押し出すと、一平さんは、さて、と肩かたを回す。

「あたしもそろそろ下戻らないとねぇ。いい加減注文とってやらないと」

「あ、俺も戻ります。冷蔵庫借りていいですか？」

「あー、あんたはいいわよ」

　立ち上がりかけた俺を一平さんは片手で制する。

「どうせあとちょっとで閉店だし。早上がりってことにして、そのケーキ食べちゃいなさい。今降りたら、また質しつ問もん攻ぜめにされるだろうし」

「え、でも……いいんですか？」

　適当そうに見えて、一平さんは仕事には厳しい。サボろうものならいつも鉄てつ拳けんが飛んでくるのに──珍めずらしい。

「あんたが友達連れてくるなんて、初めての事でしょ。だから、今日だけサービス」

「いや、友達って、」

　こいつは別に、そんなんじゃない。

　俺が反論する前に、一平さんは宗一郎に右手を差し出す。

「あたしは一平。千尋の親がわりみたいなもんだから、よろしく」

「あ、よろしくおねがいします！　僕、宗一郎です！　千尋さんの財布です！」

　なんともシュールな自己紹しよう介かいを無邪気に言い放つ宗一郎に、一平さんは小さく笑う。

「ケーキ、ありがとうね。こいつ今までケーキなんて食べたこと無いから、こう見えてきっと喜んでるはずよ。もっと自信持ちなさいよ」

「は？　ちょっと一平さん!?」

「じゃ、千尋のこと、よろしくね」

　俺の突つっ込みは完全無視して、一平さんは宗一郎に謎なぞの激げき励れいだけ残して戻ってしまった。

　取り残されたのは俺とケーキと宗一郎だけだ。

「──いい人、ですね」

　嵐あらしの後みたいな静けさを割って、宗一郎がぽつりと呟つぶやく。それには俺も同意する。

「怒おこらせると怖いけどな」

「怒らせたこと、あるんですか？」

「んー、昔な」

　一平さんと初めて会ったのはまだ俺が高校生の時だった。

　その当時、俺は相当荒あれていた。

　──高校を出るまでは置いてやる、高校を出たら勝手にしろ。

　それが、その時の『家族』の口くち癖ぐせで。そんな扱いに慣れてはいても、鬱うつ憤ぷんと苛いら々いらはそれなりに溜ためていた当時の俺は、それを全部吐はき出すみたいに、八つ当たりじみた喧嘩ばかりを繰くり返していた。しょうもないクソガキだったと今でも思う。

　そんなクソガキな俺は、ある日、運悪く道みち端ばたでぶつかってきた一平さんにうっかり喧嘩を吹ふっかけた。運が悪かったのはもちろん俺の方で、その後まんまと半殺しにされた。

　あの一平さんに向かって「羆ひぐまの癖くせにオネエ言葉喋しやべってるんじゃねーよキモいんだよ」なんて暴言を吐けた自分は本当に命知らずだったと思う。おかげでその一時間後に命の尊さを思い知る羽目になった。

「あの時生まれて初めて走そう馬ま灯とうを見たな……」

　何にしても、今となってはいい思い出だ。

「で、その後、見み舞まいに来た一平さんに、『根こん性じよう叩たたき直してやるからうちで働け』って言われて。金貯たまって今の部屋に移るまでは居い候そうろうもさせてもらった。あの人がいなかったら、俺は駄だ目めになってた」

「そうですか──恩人さん、なんですね」

　もぞ、と俺の横に移動すると、宗一郎は嬉うれしそうに微笑む。綺き麗れいな顔立ちの癖に、笑うと少しだけ幼い。頰ほおにかかる長めの金きん髪ぱつのせいで、顔立ちだけなら女に見える。こうして見ると、案外可愛かわいい顔してるよな、と、一いつ瞬しゆん浮うかんだ馬ば鹿かな考えを首を振ふってかき消した。

　可愛かろうとなんだろうとこいつは野や郎ろうだ。いや財さい布ふだ。エロ財布だ！

「──っ」

「千尋さん？」

「なんでもない！」

　余計な事を思い出す前に、袋からケーキの入った箱を取り出す。小さなぺらぺらの紙箱は、あれだけ乱暴に扱った割に少しも壊こわれていなかった。

　折り重なった真ん中の合わせを指先で摘つまんで開くと、カットされたショートケーキが一つ、箱の真ん中に収まっていた。これも、少しだけ斜ななめに傾かしいでるくらいで、大して崩くずれてもいない。真っ白な生クリームの上には、大きな苺いちごが乗っかっていた。

　そういえば、スーパーの見切り品以外で、まともにこういうものを見るのは初めてかもしれない。

「ケーキ、食べた事、ないんですか？」

「……あんな高いもん、いちいち買う訳ないだろ」

　どこから切り崩そうか、スプーン片手に迷いながら宗一郎の問いに答える。

「わざわざ買ってまで、食べたいとも思わないしな」

「今まで一度も、ですか？　誕生日とか、クリスマスとか、あるじゃないですか」

「そういう散財は好きじゃない。ケーキなんて買わなくていいから貯金したいんだ。悪いか」

「──怖こわいんですか？」

　すっと滑すべり込むような静かな声に、スプーンを持つ手が止まった。

　視線を上げて、宗一郎の方に目を向ける。ドクンと、心臓が重たく跳はねた。心の底まで見み透すかしそうな静かな深い藍あい色いろがひたりと俺を見つめていた。

「お金、使うのが、怖いんですか？」

「何、言ってるんだ」

「僕は千尋さんの財布ですよ。だから、千尋さんが今まで何にお金を使ってきたかも知ってます。スーパーで毎日ポイントためて、給料日には記帳して、貯金の額も出費の額も全部きちんと家計簿ぼにつけて、毎日毎日節約してるの、僕は全部、知ってます。だから、千尋さんが僕に怒る理由も、分かってます。でも、」

　そこで、躊躇ためらうように一度言葉を切り──宗一郎は静かに続けた。

「千尋さんは、あまりにお金を使わなさ過ぎる。節約が好きなんじゃなくて、使う事自体を怖がっているように見える。使わないように、使わないようにって、ずっと我が慢まんしてるように見えるんです」

「──っ」

　ゆっくりと切り崩すような指し摘てきから逃にげ出して、テーブルの上へと視線を落とす。箱の中のショートケーキが歪ゆがんで見えた。

「ねぇ、千尋さん。お金は貯める為ためにあるんじゃなくて、使う為にあるんですよ？　自分が欲しいものを、手に入れる為にあるんですよ？　自分が楽しむ為に、あるんですよ？」

　静かで柔らかで、それでも熱の籠こもった訴うつたえが、どうしようもなく耳に痛い。歪んだ視界の中で、真っ白なケーキが溶とけ崩れる。

「千尋さんだって、ほんとは分かってるんじゃないですか？」

「──っ」

　煩うるさい。黙だまれ。放ほうっとけ。

　そう言いたいのに、唇はただ震ふるえるだけで何も言う事はできなかった。代わりに喉のどの奥からこみ上げてくる熱い何かを必死に奥へと飲み下す。歪み切った視界から何もかも追い出すようにきつく目を閉じると、真っ暗な瞼まぶたの内側で、どろりと記き憶おくの沼ぬまが蠢うごめいた。底なし沼に湧わき上がる気き泡ほうみたいに、鼓こ膜まくの内側で懐なつかしい声が蘇よみがえる。

　──今日は豚ぶた肉にく特売よ！

　──ポイント五倍!?　千尋偉えらい、よくやった！

　──あら安売り？　よく見つけたわね！　偉えらい偉い！

　頭の中で響ひびくそれは、ただの繰り返しの音声だ。どれだけ沼を搔かき回しても、それ以上は出てこない。

　声の主が誰だれかは知っている。顔も名前も俺との関係も知っている。でも、それ以上の思い出も、触ふれたはずの感かん触しよくも、決して表面には湧き上がらない。無理に思い出そうとすると、逆に飲み込まれてしまいそうで、いつも俺は固まってしまう。

　見たくない。見てはいけない。きっと、これ以上は、思い出してはいけない。でも、

「うるさい……っ」

　喉から無理に絞しぼり出した声は、ひしゃげた悲鳴みたいだった。目を開いて、溶けかけのケーキにスプーンを突きたてる。頼たよりないスポンジは、あっけなく崩れて零こぼれ落ちる。

「俺は、貯めるのが、好きなんだよ。それでいいだろ」

　乱暴にぐしゃぐしゃとスポンジを潰つぶす。中の苺と白いクリームが混ざり合って箱の上に零れ落ちた。子供の八つ当たりそのものだ。何してるんだ俺は。

「ごめんなさい。そんな顔、させたかった訳じゃないんです」

「──っ」

　スプーンを握にぎりしめた手の上に、宗一郎の手が重なった。頑かたくなに冷え切った指先を解ほぐすように包み込まれる。仄ほのかなその温かさに、ふ、と余計な力が抜ぬける。

「千尋さんが、それで納なつ得とくしてるなら、別にそれでもいいんです。でも、僕は、千尋さんにお金を使う楽しみも、知って欲しい。自分が楽しむ為に──自分自身の幸せの為に、お金を使って欲しい。千尋さんに、幸せに、なって欲しい。それだけ、なんです」

　俺の手からそっとスプーンを取り上げると、宗一郎は崩れたケーキを掬すくい上げる。口元に差し出されたそれを、俺は大人しく招き入れた。

　クリームもスポンジも、ふわりと柔やわらかくて甘い。一度崩れたなんて、思えないくらいに。

「……美味おいしい、な」

　自然と零れた感想に、宗一郎はほっとしたように息をつく。よかった、と心底嬉しそうな声に、重たかった心がふっと軽くなる気がした。次を強請ねだる間もなく、宗一郎はまた一口分、スプーンですくってこちらに寄よ越こす。

「はい、どうぞ」

「……ん、」

　なんでそんなに嬉しそうなんだよ、とか、お前食べてないじゃん、とか、色々言う気力もなくて、大人しく素す直なおに口を開く。もう一口、もう一口と運ばれるケーキはやっぱり甘くて、けれど美味しくて。咀そ嚼しやくして、味わって、飲み込んだ。

　どうしてか、また目の奥が、熱かった。







　バスタブの端はしに足をつけて膝ひざを曲げ、そのままずる、と浴よく槽そうの底に腰こしを滑らせる。少しでも湯につかる部分が増えるように。落ち着いたところで、ほう、と息をついた。半身を包む温かな湯に一日の疲つかれが溶けていく。

　ぽちゃん、ぽちゃんと水すい滴てきの落ちる水面は湯船の半分より少し上。全身を浸ひたすには全然足りない。半身浴、に少し足りない程度の水量は、別に美容の為だとか健康の為だとかではなくて、もちろん節約の為だ。

　シャワー五分と入浴一回じゃ水道代が三倍も違ちがう。

　だから、浴槽に湯を張るのは週に一度。水量を減らせるのならそれに越こしたことはない。水を入れたペットボトルを湯船に沈しずめればさらにお得。独り暮らし用の狭せまいバスタブがさらに狭くはなるけれど、どうせ独りなのだから関係ない。俺が我慢すればいいだけだ。

　と、昔一平さんに言ったら救いようのない馬鹿を見る目で呆あきれられて、一週間前に宗一郎に言ったら笑え顔がおで足し湯を注がれた。『腰までで気持ちいいんなら、肩かたまでつかったら絶対もっと気持ちいいです！』と世紀の大発見でもしたかのようなドヤ顔で宣言されたが、そんなもん俺だって分かってる。

「……ほんと、なんなんだ、あいつ」

　宗一郎がうちに来てから、かれこれもう一週間。

　その一週間の間にあいつの散財癖へきが矯きよう正せいされることはなく、勝手に色々買ってきては差し入れと称しようして毎日健けな気げに仕事終わりにやってくる。ケーキにアイスにチョコレート、ちなみに今日はマカロンだった。

　あの深夜に一体どこで買ってきてるのか、問いただしてもはぐらかされたが、多分、いや間違いなく、かなりいい店で買ってきたに違いない。今週のエンゲル係数が果たしてどれだけ上がってるのか、想像すらしたくない。

　何が一番よくないかって、毎回毎回割と全部美味し過ぎるせいでなんだかんだ色々流されてる俺が何より一番よくない。「あーん」だの「美味しいですか？」だの言われてもぐもぐ食べてる場合じゃないだろ俺！　いや、全力で押し流してくるあのアホ財ざい布ふが全すべての元げん凶きようなのは間ま違ちがいないんだけど！

「ほんと、なんなんだあいつは！」

　湯船に沈めたペットボトルを八つ当たり気味に踏ふみつける。べこん、と間ま抜ぬけな音を立てて、２リットルのボトルが僅わずかにひしゃげた。節約用に使い回したそれはもう随ずい分ぶんくたびれている。べこべこでくたくたで、そろそろ壊れそうだった。ずっと使ってるから、当たり前か。ずっと、節約する為に。ずっと、我慢して。

　──怖いんですか？

「ほんと……なんなんだよ」

　あの日以来、宗一郎がそれに触れることはなかった。けれど、柔らかに記憶を抉えぐったあの声は、ずっと鼓膜に突つき刺ささっていて、あれから何度も頭の中で繰くり返す。心の底まで見み透すかすような澄すんだ目と、その後触れた温ぬくもりを思い出す度たびに何故なぜだか胸の奥が疼うずいた。

　──千尋さんだって、ほんとは分かってるんじゃないですか？

「……ほっとけ」

　ぽつり、と湯船に向けて零こぼす。

　分かってる。

　宗一郎は、自分の為には使わない。俺の為に、俺が欲しそうだから、俺が使わないから、だから、勝手に買ってくる。たった一週間の間の共同生活でも、それだけは分かる。

　あいつは、ちゃんと、俺の財布だ。

「流されてんのかな……」

　力を抜いて、そっと、目を閉じる。うすぼんやりとした視界に、綺き麗れいな金色が過よぎる。夢の中で見るような記憶の中だけの光景。

　──絶対に、幸せにするから。

　無む邪じや気きな声に重なって、ぎし、と軋きしんだ音が、鼓膜の内側で響く。何かぶらさがってるような、嫌いやな、音──

　駄だ目めだ。

「っ──」

　ざわっと全身に鳥とり肌はだが立った。弾はじかれるように身体からだを起こす。バキン、と足の下で嫌な音がした。

「う、わ、っ」

　足の真下、節約用のペットボトルがバキバキに割れて潰れていた。立ちあがった勢いで踏み潰してしまったらしい。少しだけ温度の低い湯が割れ目から噴ふきだす。壊こわれたボトルから足をどけて、どくどくと煩うるさい心臓を整える為ために息をつく。

　大だい丈じよう夫ぶ、と言い聞かせる。大丈夫だ。なんともない。このくらい、

「千尋さん!?」

　風ふ呂ろ場ばのガラス戸が勢いよく引き開けられる。フライパンを片手に、宗一郎が血相を変えて飛び込んできた。

「大丈夫ですか!?　何かありましたか!?　覗のぞきですか痴ち漢かんですか!?」

　捲まくし立てながら何故か天てん井じように向けてフライパンを構える宗一郎に、色々一気に脱だつ力りよくした。

「……なんでフライパン持ってんだお前」

「手近な鈍どん器きがこれしかなかったんです！　今度ちゃんと金属バットとか買ってきます！」

「買わなくていい！　俺の金で犯罪犯おかすな！」

　余計なことをされる前に宗一郎の手からフライパンを取り上げる。

「ちょっとペットボトルが割れただけだ！　覗きも痴漢も殺人犯もいないから落ち着け！」

「……ほんとですか？」

　疑わしげに宗一郎はひたりと俺を見み据すえる。ふいに伸のびた両手が、ふに、と俺の頰ほおを摘つまんだ。

「お風呂、入ってた割に、千尋さん、すごい顔色悪いですけど」

「ふぉら、ふはむなっ」

「ほんとに、何もなかったんですか？」

　ふにふにと頰を摘んでいた手が両頰を包んだ。目を逸そらせないように、宗一郎の方を向いたままで固定される。

「千尋さん──本当に、大丈夫ですか？」

　風呂場に反はん響きようする声は、いつになく真しん剣けんだった。真正面から覗きこむ、心配げに歪ゆがんだ藍あい色いろに、喉のど元もとまで出かけた噓うそが引っ込んだ。

「……ちょっと、嫌な事、思い出した、だけ、だから」

　掠かすれた声でそれだけ言えた。それ以上は言えなかった。

　視線を俯うつむけると、額に温かい感かん触しよくが触ふれた。顔を上げて、それが宗一郎の唇くちびるだと気づく。

「宗一郎……？」

「身体、冷えちゃいますから。ちゃんとお風呂、浸つかってください」

「へ──」

　頰から肩へ滑すべった掌てのひらに、ぐ、と体重をかけられる。抵てい抗こうする間もなく、ざばん、と再び湯船へ腰を下ろさせられた。手から滑ったフライパンが風呂場の床ゆかに派手な音を立てて落っこちる。

「おい!?」

「今日は肩までちゃんと浸かって、疲れをとりましょう？　ペットボトルも壊れてますし」

　壊れたペットボトルを湯船から摘み上げると、宗一郎は勝手に蛇じや口ぐちをひねった。勢いよく蛇口から溢あふれた水はあっと言う間に湯になって湯船に溜たまり始める。

「おい待てこら！　なに勝手にお湯入れて、」

　慌あわてて止めようと伸ばした手を摑つかまれる。

「駄目です」

　柔やわらかい、けれど、有う無むを言わさない声に、言いかけた文句が途と中ちゆうで止まった。

「もっと自分のこと、大事にしないと駄目です。言えないような嫌なことがあったなら、余計」

　濡ぬれた髪かみに、宗一郎の指先がそっと触れる。

「じゃないと、千尋さんが、辛つらいです」

　ぽつり、と付け足した言葉の方が辛そうで、ずきりと心臓が痛くなった。

　くしゃくしゃと、髪を搔かき回す手は相変わらず温かくて、それにお返しするように手を伸ばして宗一郎の髪に触れた。触れてもすぐに零こぼれ落ちそうな、さらさらとした、金きん髪ぱつ。

「千尋さん──？」

　触れたらぐしゃぐしゃになってしまいそうで、毛先だけをそっと指先で梳すく。見た目と同じに、柔らかくて素す直なおな髪。

「お前さ、なんで、そんなんなの？」

　──なんで、そこまでするんだよ。

　微かすかな問いかけは、聞こえなくたってよかった。水音に紛まぎれて消えてしまってもいいくらいの、特に意味もない、疑問。自うぬ惚ぼれでも自意識過か剰じようでもなく、なんとなく、宗一郎の答えは分かってた。分かるくらいに、一週間、流され続けた。

　多分、きっと。

「千尋さんに、幸せになって、欲しいからです」

　そう言って、俺の財布は柔らかく笑う。緩ゆるみ切った嬉うれしそうな笑え顔がおで。

「だって僕は、千尋さんの、財布ですから！」

　と、アホみたいなドヤ顔で。

「──そ、か」

　予想通りの答えに、ふ、と息をついた。ぽす、と宗一郎の胸に額を預ける。

　これでいいのか、と思う。

　信じても。甘えても。

　俺の、財布に。

　ざあざあと、湯が張られる。腰こしから上までなみなみと。全身が解ほぐれる心ここ地ちよさにうとうとと意識が落ちかける。

　あー、風呂って、こんなんだっけ、と馬ば鹿かみたいなことをぼんやり思った。

　こんなんばっかりだ。宗一郎といると。

　それが、案外、悪くない。

　だから、

「ねぇ、千尋さん──明日あした、僕と、デートしませんか？」

　夢うつつのなか聞いた誘さそいに、俺は素直に頷うなずいていた。







　動物園って、こんな臭においしたっけ？

　吹ふきつける風に身を縮めながら、俺はふと、そう思う。

　餌えさなのか糞ふんなのか体たい臭しゆうなのか、動物がいるとき特有のいきもの臭くささが、風に混ざって鼻をつく。

　見下ろす先には階段状のスタンド席、その向こうには青々とした芝しばのトラックが陽ひざしを受けて輝かがやいている。振ふり仰あおぐと張り出し屋根の向こう側に、薄うつすら雲を刷はいた朝の秋空が広がっていた。

　いい天気だ。運動するにもゴロ寝ねするにも絶好の日和ひよりだろう。

　九月第三日曜日。時刻は午前九時三十分。

　普ふ段だんの俺なら仕事に備えて爆ばく睡すい中の時間帯だ。

　それなのに、

「……一体何してるんだ、俺」

　ため息をついて視線を降ろす。

　丁度数メートル先から、事の元げん凶きようが危なっかしい足取りで走ってくるところだった。

「千尋さん！　ホットドッグとコーラ買ってきました！　あと新聞とマークシート！　それから、」

　腕うで一いつ杯ぱいに抱かかえた手荷物を自じ慢まんげに紹しよう介かいしやがるダメ財ざい布ふに、俺はもう一つ、今度は色々押し殺したため息をつく。

「宗一郎……俺が一体いつどこでそんなもん買ってこいって言った」

「屋外デートって言ったら、ホットドッグにコーラですよ！　定番です定番！」

　一体どこから取り出したのか、雑誌の切り抜ぬきをドヤ顔で突き出して宗一郎は言い切る。

　折り目のついた雑誌の一ページには、秋のデートスポットで押さえておきたいポイントが一から十まで列挙されていた。なるほど屋外レジャーの出来たてホットドッグは定番で原はら宿じゆくに行くならクレープが押さえておきたいフードメニューらしいがその前に、

「……お前これどこで手に入れたんだ」

　じとりと睨にらむと、宗一郎は自慢げに胸を張った。

「昨日、千尋さんが寝てからコンビニに走りました！」

　寝ないで一いつ生しよう懸けん命めい読みました！　と言い張る宗一郎に、俺はもう何も言えずにため息をつく。

　いや、こいつとデートって時点で色々予想はついてたけど。

「え、と……千尋さん……？　怒おこって、ます……？」

「……怒ってない」

　たとえ寝ね惚ぼけていたとしてもデートを承しよう諾だくしてしまったのは俺だ。気持ち良さに流されてＯＫ出した俺が悪い。買ってこいとは言ってないけど。全然。全く。これっぽっちも。

「千尋さん、怒ってない割に目付きが怖こわいです」

「怒ってない。ホットドッグ一個で夕飯二食分だとか雑誌一冊でオーストラリア産豚ぶたコマ肉３００グラム買えるとか考えてない」

「ええと、それ、やっぱり怒ってません？」

「うっさい」

　きょとんとした顔で覗のぞきこんでくる宗一郎の手から、ホットドッグを取り上げる。

　焼きたてなのか、アルミホイルごしでも少し熱いくらいだった。鼻先を擽くすぐる香こうばしい匂いに、ぐぅ、と腹の虫が鳴く。そういえば、今日はまだ何も食べていなかった。宗一郎がやけに急せかしてくるせいで、朝飯食べてる暇ひまなんて──ん？

「……あ」

　ホットドッグと、宗一郎の顔を見比べる。途と端たん、サプライズが成功した子供みたいに、宗一郎が少しだけ照れた笑みを浮うかべた。

　なるほど、そういうこと。

　気付いた途端に、一気に怒る気力が失うせた。

「……朝飯がこれ、ってことか？」

「はいっ！　朝一番、お腹なか減ってる時に食べるのが一番美味おいしいですから！」

　緩いドヤ顔で告げられた正解に、さっきとは別のため息が零れる。引き結んでいた唇くちびるが勝手に緩みそうになって、誤ご魔ま化かすようにホットドッグを頰ほお張ばった。歯を立てると弾だん力りよくのある皮を割って、ソーセージから熱々の肉にく汁じゆうがじわっと零れる。ふわふわのコッペパンとの相あい性しようもいい。舌がひりひりする程ほどのマスタードがたまに舌先を刺し激げきして、少しだけ涙なみだ目めになった。青空の下で食べているからか、それとも、空腹がスパイスになっているのか、やたらと美味しかった。

「……うまい」

　一息に完食してから、ぽつりと零こぼす。隣となりでは相変わらず嬉しそうに宗一郎が頷いていた。

「ね、美味しいでしょ？」

「っ、別に、お前のこと褒ほめてるわけじゃないからな」

　真っ直すぐ向けられる蕩とろけそうな笑顔がなんだか気き恥はずかしくて、そそくさと硬かたい座席へと腰を下ろした。

　そろそろ開始時刻が迫せまっているからか、スタジアムは宗一郎と同じくマークシートと新聞を持った人間で混こみ合い始めていた。暇ひま潰つぶしのサラリーマンから本気で切せつ羽ぱ詰つまった様子の人間まで居るが、俺たちみたいな初心者丸出しの人間は少ない。

　いや、そもそも、

「お前さ、デートって言ったよな？」

「はい、言いました！　デートです！」

　周りに花でも散らしそうな天然全開スマイルで宗一郎は頷く。

　男同士で出かける事は一いつ般ぱん的にはデートだなんて言わないが、そこはもう突つっ込まない。突っ込むだけ面めん倒どうだ。ただ、

「何で、それで競馬場なんだ」

　──デートしませんか？

　そう言った宗一郎が連れてきたこの場所は、動物園でも遊園地でも映画館でもなく、駅から徒歩十分の場所にある馬限定の動物園、大人限定の遊園地、すなわち競馬場だった。

「普ふ通つうデートで競馬場なんて来ないだろ……」

「え？　駄だ目めですか？」

　むしろ不思議そうに首を傾かしげる宗一郎に、俺は自分の常識を一いつ瞬しゆん疑いかける。が、周りにデート中らしいカップルはいない。つまり俺の考えは間ま違ちがってない。

　普通のカップルは、デートでこんな所には来ない。

　──って待て。

　そもそもカップルってなんだカップルって！

　ごく自然に湧わいたあり得ない単語に内心全力で首を振っていると、宗一郎は弾はずんだ口調でこう言った。

「双そう方ほうが楽しめる場所に行くのが、デートでしょ？　なら、ここで正解です！」

「はぁ？」

「千尋さんはお金を貯ためたい。でも、僕は千尋さんに、お金を使って楽しんでほしい。だったら、お金を使ってお金を稼かせげるここが、一番だと思ったんです！」

「どんな屁へ理り屈くつだ。大体、俺は賭かけ事は嫌きらいだ」

「やったことないだけでしょ？　案外嵌はまるかもしれませんよ！　うまくいけば一千万円だって稼げますから！」

「そんな簡単にうまくいくわけないだろ！」

「あ、ほら、ここ見てください！　今日は一番人気のシロガネサクラが一レース目に走るそうです！　きっと見てるだけでも楽しいに決まってます！」

「決まってない押し付けるな馬鹿！」

　ぐいぐいと競馬新聞を押し付けてくる宗一郎を押しのける──と、そのタイミングで、ざわっと会場の空気が変わった。

　ファンファーレが鳴り響ひびき、スタンド席の観客の視線が、一いつ斉せいに一点に注がれる。青々茂しげる芝しば生ふのコースのスタート地点、番号の振られたゲートへと、カラフルなマスクをつけた馬が誘ゆう導どうされる。緊きん張ちようした様子の騎き手しゆを乗せて堂々とゲート入りするその足取りは、どこか誇ほこらしげで優ゆう雅がだった。つややかな毛並みと、波打つ力強い筋肉に、自然と目が吸い寄せられる。

「あ、始まりますね！　一回目は様子見にしましょう！　千尋さんも初めてですし、まずは雰ふん囲い気きに慣れるってことで！」

「あのな、俺は別に賭けるなんて言ってな、」

「あ！　ほら始まった！」

　宗一郎の声とほぼ同時、ゲートを弾はじき飛ばすほどの勢いで馬が一斉に飛び出した。

　さっきまでの優雅さを脱ぬぎ捨てて、獰どう猛もうなスピードで前へ前へ前へと軽かろやかに、同時に力強く芝生を蹴け散ちらして走る。並んでいたのは一瞬で、あっという間に前後に序列がついてカーブでまた入れ替かわる。外側から、内側から、尾おをなびかせ空気を押しのけ先頭を奪うばい合いながら必死に地を蹴けり前へ前へ。

　荒あらいいきものの息いき遣づかいが、筋肉の躍やく動どうする音が、血液が流れる音が、こちらまで伝わってきそうで、思わず息をつめて身体からだを抱だき締しめた。馬が地面を蹴る度たびに鼓こ膜まくを震ふるわせる地じ響ひびきと、心臓の音がシンクロする。

　最後のコーナーを曲がりきる時、中ちゆう盤ばんについていた白い馬が一気に追い抜きをかけてきた。強く地面を蹴って、騎手の期待に応こたえるように、白い身体を躍おどらせて一番前へと突き進む。

　いけ、と思わず心の中で叫さけんでいた。いけ、そのまま、前へ前へ！

「──！」

　最後の最後で一気にスパートをかけると、白い馬は先頭をつっきってゴールへと飛び込んだ。

　ほんの一、二秒の遅おくれで、後方の馬たちが雪崩なだれ込む。わ、と観客席で感かん嘆たんと落らく胆たんの声が混ざり合った。

「ぁ──」

　一勝負終えた馬たちが、再び先程の優雅さで芝生を歩き始める頃ころ、ようやく俺は、自分が立ち上がっていた事に気づいた。

「ね！　面おも白しろかったでしょう？」

　俺の隣で同じように立ち上がっていた宗一郎が、嬉うれしそうに目を細めている。見み透すかしたようなその笑え顔がおに、俺はふいと目を逸そらした。

「別に──少しは、すごいと思ったけど」

「でしょでしょ!!　ちなみに今トップで走ったのがシロガネサクラ、今年デビューしたばっかりの新人の馬です！　でもすごかったでしょ？」

　ば、と新聞を開くと、宗一郎はどこからかマーカーを取り出して丸を付ける。

　馬の名前だのレース順だのが表にされたそれは、いわゆる競馬新聞だった。駅で売っているのは知っていたけど、実際に見るのは初めてだ。

「それ、必要か？」

「必要ですよ！　僕はいいですけど、千尋さん、競馬のことなんて分からないでしょ？　何が人気でどういう馬が走るのか、ちゃんと知らないと賭けれないじゃないですか！」

「だから俺は賭けるなんて、」

「さっき、楽しかったでしょ？」

　文句を吐はく俺の唇をペン先で封ふうじると、宗一郎は俺の顔を覗のぞきこむ。反射的に仏ぶつ頂ちよう面づらを取り繕つくろった。が、興奮で紅潮した頰ほおの名な残ごりは誤魔化しようがない。

「……悪くはなかった」

　悔くやし紛まぎれにそうコメントすると、宗一郎はぱっと笑顔になる。

「なら、次は参加しましょう！　応おう援えんしてた馬が一番になった時って、賭けたお金云うん々ぬん以上に楽しいし嬉しいですよ？」

「っ、でも、俺、やり方なんて知らないし」

「大だい丈じよう夫ぶです！　千尋さんが知らないことは、僕が全部教えます！　ええと、とりあえず第三レースくらいから賭けますか？　今日は芝しばコースで天気もいいから、ウイニングレッドとサクマスペシャルあたりが人気出ると思うんです！　でも僕としてはゴールドライザーとコハルザクラをそれぞれ単勝で賭けるのがいいんじゃないかと、」

「ゴールドライザー？　コハルザクラ？　単勝？」

　怒ど濤とうのごとく溢あふれる説明に追いつけずに復唱すると、宗一郎は、あ、と声を上げた。

「ええと、ゴールドライザーとコハルザクラは馬の名前です！　で、単勝っていうのはレースの一着だけを当てる賭け方なんです。一番シンプルで配当もそこそこ高いですね。他ほかにも枠わく連れんとか馬連とか色々賭け方はあるんですけど──とりあえず、今日は単勝にしましょう！　千尋さん、どの馬が好きですか？」

　ば、と広げられた新聞には、馬の特集記事が組まれている。が、馬の違ちがいなんて正直俺には全く分からない。なんとなく宗一郎の勧すすめたゴールドライザーとコハルザクラの紹しよう介かいを見ていると、宗一郎は何故なぜか大きく頷うなずいた。

「ね！　千尋さんもかっこいいと思いますよね！」

「あ、まあ、そうなんじゃないのか」

「じゃあその二頭で──っと。馬券、買ってきます！」

「え？　あ、おい!?」

　気のない返事をした途と端たんに、宗一郎はマークシートに何かを書きつけて走り出す。

「俺、賭けるなんて言ってないぞ……」

　弾んだ足取りで駆かけて行く宗一郎の背に、俺は本日何度目かのため息を吐いた。

　まだ背中は見えている。今から追えば止めることなんて簡単で、何よりそんな無む駄だ遣づかいはすべきじゃない。当たるかどうか分からない物に金を賭けるなんてもっての外だ。

　そう、思うのに──嬉しそうなあの笑顔を思い出すと、追いかける気にはなれなかった。

　調子が、狂くるう。

　胸の奥が温かくなるような、それでいて少しだけくすぐったくなるような感じに、俺は息をついて背せ凭もたれに思いっきり体重を預ける。背中を反らすと、灰色の屋根で切り取られた青い空が目に入る。ギシ、と安っぽい椅い子すが鳴った。

　──と。

「うまくいっとるようじゃの」

　ぬ、と、上から覗きこむようにしわくちゃの爺じいさんのアップが視界を占せん拠きよした。

「うぉ!?」

　驚おどろいて椅子から跳はね起きる。ばっと振ふり返ると、馬券と新聞を片手に、煙草たばこを吸ってるジャージ姿の爺さんが居た。駄だ目め人間のお手本のようなその爺さんには、残念ながら見覚えがある。

「おい、あんた、」

「久しぶりじゃのぅ、若いの。宗一郎とは仲良くしとるか？」

　咥くわえ煙草でウインクを飛ばすその爺さんは、俺に宗一郎を押し付けたエセ神様その人だった。







「何してるんだよ、爺さん」

「暇ひま潰つぶしじゃよ暇潰し。いっとう手のかかる奴やつがいなくなって暇なんじゃよ、今」

　競馬新聞片手に座席を乗り越こえて爺さんは俺の隣となりへと移動する。

「定年後のオッサンかよ。っていうか手のかかる奴を人様に押し付けんな」

「定年も育児の終わりもないから厄やつ介かいなんじゃよ。息いき抜ぬきに競馬くらいせんとやってられんわ」

　さっきまで宗一郎が座っていた席とは反対側にあぐらをかくと、爺さんは新聞へとペンを走らせる。赤ペンでいくつも丸が書かれた紙面を見てしみじみ思った。

　こんなんが神様じゃ、日本終わったな。ほんとに。

「神様の癖くせに慣れてんだな、あんた」

「まぁなぁ──昔は荒あれてるあいつを連れて、よく来たからのぅ」

「荒れてる？　誰だれが？」

「宗一郎」

　しゅ、しゅ、と赤ペンでマルバツをつけながらさらりと爺さんは言ってのける。

「荒れてる？　宗一郎が？」

　二十四時間年中無休で頭に花でも咲さかせてそうな、あいつが？

　いまいち想像できなかった。

「意外だ」

「まあ人は変わるからのぉ……ああ、そういえばお前さん、調子はどうじゃ？　まあ、あいつが憑ついとるなら余よ裕ゆうで大勝ちじゃろうが」

　俺の手から勝手に新聞を奪い取ると、爺さんはふんと鼻を鳴らす。

「元座ざ敷しき童わらしなだけあって、あいつは天文学的に運が良くての。どれ、あいつから何か勧められなかったか？」

「ゴールドライザーとコハルザクラがどうとか──って、待て、座敷童？」

　聞き流しかけた話の前半を寸前で捕つかまえる。

「座敷童って、何だ？　あいつ財さい布ふの精じゃないのか？」

「聞いとらんのか？　財布の精に降格される前、あいつは座敷童としてぶいぶい言わせとったんじゃぞ」

「……はぁ？」

　聞いてない。完全に初耳だった。

　いやそもそも宗一郎は座敷「童」って年ねん齢れいには見えないし、『元』だの降格だの意味が分からない。一体そこにどんな序列があるんだ給料でも貰もらってんのか。

　率そつ直ちよくにそう問うと、爺さんは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ほんっとになにも知らんのじゃな。これだから最近の若者は」

「イヤ年齢関係ないだろそこ！」

「常識力の問題じゃ常識力の。人でないモノが外見どおりの年齢をしているわけがないじゃろうが。そんなことも知らんのか」

「知るわけないだろそんなこと！」

　極きわめて常識的な俺の突つっ込みに、しかし爺さんは肩かたを竦すくめて首を振った。

「宗一郎と生活するんなら知っておけ。あいつは今年で百二十六じゃ。まあ、外見と精神年齢は二十はたち過ぎの若造で、今の階級もそれ相応なもんじゃがな」

「イヤ相応って言われて分かる訳ないだろ。何だよ階級って」

「階級は階級じゃ。座敷童だの子泣きじじいだの、世に流れとる俗ぞく称しようが即すなわち儂わしらの階級。知名度が高いほどに強い力を得ることができる。儂なんかは最強クラスじゃな」

　と、得意げに胸を張る爺さんだが、はっきり言って全然強そうに見えない。殴なぐれば俺でも勝てそうだ。

「で、一年間の業績が良ければ、上位階級に出世できる。業績ノルマは人それぞれじゃがの。ほれ、例えば、『小豆あずきとぎ』なら、より多くの小豆を研といだモノが上位階級に出世できる、とか」

「……なんか会社みたいだな」

　出世の基準はちょっと意味が分からないが。

「人間の会社ほど、目的意識は強くないがの。ま、問題起こしたら即そく降格なのは同じじゃが」

「問題？」

　なら、宗一郎は一体何をして『降格』されたんだ。

　思ったままに問うと、爺さんは首を横に振った。

「それは儂の口からは言えん。が、あの性格で問題起こさない方がどうかしとる」

「……それほど説得力のある言葉もないな」

　ヘラヘラ笑え顔がおで勝手に人の金を使うようなアホは、座敷童よりも貧びん乏ぼう神がみの方が向いてる気がする。

「っていうか、そんな問題児人に押し付けるなよ」

「いーじゃないの、少しくらい。たった一千万円で、座敷童に『くらすちぇんじ』するなら安いもんじゃぞ？　座敷童になったあいつは超ちようヤバイしのぅ」

「ちょっと待て爺さん」

　当たり前のようにとんとん話を進める爺さんに、俺は慌あわてて待ったをかける。

「一千万で座敷童？」

「あれ。なんじゃ、それも聞いとらんのか」

　はぁー、と、深いため息を吐つくと、爺さんは新聞から顔を上げた。

「お前さん、あいつのことを思うなら、さっさと一千万円使いなさい」

　びし、と、赤いペンが俺の鼻先に突きつけられる。

「お前さんが一千万円使えば、あいつは元の座敷童に戻もどれる。一千万円は、あいつが出世する為ための『業績ノルマ』じゃ」

「業績、ノルマ──？」

　言われた言葉を馬ば鹿かみたいにただ復唱する。

　常識みたいにぽんぽん言われた言葉を、全部理解することはできなかった。けれど、小豆とぎが小豆の数で出世するなら、財布の精が使った金額で出世する理り屈くつは分からなくもなくて。考えてみれば最初に会ったあの時だって、この自じ称しよう神様は俺が『お願い』するまでは何も聞いてはくれなくて。だから、宗一郎たちには何かしらの『ルール』があるんだという事は薄うすらぼんやりと理解できた。

　よく思い出せば『一千万円』の理由を宗一郎はどこか誤ご魔ま化かすようにしか説明しなかった。後はただ、『俺の為』と金を使うばかりで。その出費の全部は、俺が普ふ段だん使うような類たぐいの物ではなくて。出費というよりも浪ろう費ひに近くて。

　けれど、それは、全部。

──千尋さんに、幸せになって、欲しいからです。

──だって僕は、千尋さんの、財布ですから！

　あれは、全部、噓うそだったのか。

「千尋さん！」

　固まっている俺の背後から、今一番聞きたくなかった能天気な声が響ひびく。

　振り返ると、馬券を握にぎりしめた宗一郎が笑顔で走ってくるところだった。

「買ってきました！　どうせならって単勝狙ねらいで他ほかのレースもいっぱい賭かけてきたんです！　ね！　千尋さんどれがいいか選んでください！　僕こういうのすっごく得意なんです！」

　今まで何度も見てきた、緩ゆるいドヤ顔。得意げに差し出された馬券を、さっきまでなら、きっと受け取っていた。一発くらいぶん殴って、仕方ないなと諦あきらめて、結局二人でレースを見て──『二人』じゃないのか。宗一郎は、『財布』だから。

　だから最初から、噓もなにもない。

　勝手に、俺が、信じただけで。

「俺は、」

　差し出された馬券を宗一郎の手ごと叩たたき落とす。

「俺は、こんなもん、買ってこいなんて言ってない」

　ひらひらと舞まい落ちる馬券に、勿もつ体たいない、と、しわがれた悲鳴が上がる。その声でようやく爺じいさんの存在に気づいたのか、宗一郎の表情が凍こおりつく。　>>>♥

「千尋さんに、何か、言ったんですか？」

「余計なことは言っとらんぞ」

「っ、余計なって、どこまで」

「爺さん。その馬券、全部あんたにやる」

　爺さんにそう言い捨てると、俺は宗一郎の手首を摑つかむ。そのまま無言でスタンド席を出た。これからレースに行く人の群れに逆行して歩く間、宗一郎は何も言わずに、ただ引き摺ずられていた。

　何か言えよ、と腹が立った。何でもいいから、何か言って欲しかった。そんな、重要な秘密がばれたみたいな青ざめた顔、しないで欲しかった。そんな、自分から噓だと証言してるみたいな、顔。

「噓、だったんだな」

　人ひと気けのない通路まで出て、振ふり返る。

　びくり、と宗一郎の肩が震ふるえた。叱しかられるのを待つ子供みたいな目が俺を見ていて、図星だとはっきり告げていた。

　振り返らなきゃ良かったと思った。

　こんな所、来なければ良かったと思った。

　そう思うくらいには、信じかけてたのに。

「ただの、業績ノルマだったんだな。お前が金使ってたの」

「千尋さん──？」

　戸と惑まどったような声。けれど、宗一郎の顔を見ていられなかった。図星を指されたみたいな顔なんて、もう見たくなかった。

「元座ざ敷しき童わらし？　ノルマが一千万？──お前、そんな話ひとつもしなかったよな？」

「千尋さん、それは、」

「俺の事幸せにしたいとか、俺の為だとか、全部、噓だったんだな」

「違ちがいます！」

　俺の肩を乱暴に摑むと、宗一郎は否定する。さらに言葉を重ねようとする前に、俺はその手を振り払はらった。

「もう、仕事行く」

　噓だ。こんな時間から仕事なんてない。けれど、もうここに居たくなかった。

「しばらくお前の顔、見たくない」

「待って、千尋さん、っ」

　何か言いかける宗一郎を無視して、走る。

　背後で、わ、と歓かん声せいが響いた気がしたが、もう、振り返らなかった。













　宗一郎に全財産を預けたままだと気づいたのは、仕事が終わった直後だった。

　疲つかれてる癖くせに抜ぬけ殻がらみたいな身体からだを引き摺って、街灯すら消えた深夜の街をふらふらと歩く。酔よっ払ぱらってるわけでもないのに、地面の感かん触しよくがなんだか酷ひどく覚おぼ束つかなかった。

　情けない。

　顔も見たくない、なんて勝手な啖たん呵かを切った癖に、仕事中もずっと、宗一郎のことが頭から離はなれなかった。大だい丈じよう夫ぶあんた？　と、何度も一平さんに聞かれるくらいに、何度もあり得ないミスをし続けて、店を閉める前に帰って休めと叩き出された。

　全然、何も、大丈夫じゃない。

　帰ってからの事を考えると、すぐにＵターンして戻りたくなった。

　やるべき事は分かってる。

　宗一郎がただ俺を利用していただけなら、さっさと金品を取り返して叩き出すべきだ。

　金を湯水のごとく使う財さい布ふなんて、不良品以外のなんでもない。だから最初から、どんな手段を使ってでも追い出しておくべきだった。

　そうすれば、あの緩んだ笑顔に慣れてしまう事もなかった。

　ショックを受ける事もなかった。

　──千尋さんに、幸せになって、欲しいからです。

　そう言って、宗一郎が金を使う事を、その裏にある気き遣づかいを、嬉うれしいと思う事もなかった。

　節約しない事を、お金を使う事を、受け入れる事も、きっと。

　──怖こわいんですか？

「──っ、」

　不意打ちで脳のう裏りを過よぎった声に、足がよろけた。電柱に腕うでをついて身体を支える。

　は、と荒あらい息が漏もれた。

　真っ暗くら闇やみの中でまたいつかみたいにギシリと音が響く。ロープが軋きしむ、耳みみ障ざわりで禍まが々まがしい音。鼓こ膜まくの内側で響くそれをやり過ごそうときつく目を閉じ耳を塞ふさぐ。こぷり、と水面が蠢うごめくような気配がした。瞼まぶたの奥、ドロドロに濁にごった記き憶おくの沼ぬまがゆらりと水面の形を変える。沼の底から、浅黒く腫はれた女の脚あしが、二本。ゆっくりと生える。まるで何かに吊つられてるように揺ゆれる、逆さまの脚。

　それが誰だれの物かは知っている。それが妄もう想そうだとも分かってる。

　だって、俺が帰った時には、もう、彼女は、

「──っ、ぅ」

　こみ上げてくる吐き気に口元を押さえる。逃にげ出そうと目を開いても、目の前にある真っ暗闇に違いは無くて、ぎしぎしと鳴り続ける耳障りな音も変わらない。

　いつもならここで終わるのに、なんで。

「──、っ」

「千尋さん！」

　間近で聞こえた切せつ羽ぱ詰つまった声に耳障りな音がかき消される。ガクン、と肩かたを揺さぶられて、幕を上げられたように急に視界が開けた。

「そ……いち、ろう？」

　開けた視界のド真ん中、息を切らせて泣きそうな顔をしている宗一郎の顔があった。

　目が合うなり、ほっとしたように息をつき、がばっと勢いよく抱だきついてくる。

「よかった、気がついて……！」

「え、ちょ、何!?　何でお前ここにいるんだよ!?」

　半分以上宗一郎の身体に覆おおわれた視界でどうにかして周りを見回す。別に瞬しゆん間かん移動したわけではなく、さっきと同じ場所だった。

「それはこっちの台詞せりふです！　心配したんですよ!?　お店に迎むかえに行ったらもう帰ったって言われるし！　でも家に戻もどっても居ないし！　探し回ってやっと見つけたと思ったら倒たおれてるし！　ほんと──無事で、よかった」

　初めて聞く怒ど鳴なりつけるような声は、尻しりすぼみに泣き声みたいな掠かすれ声に変わる。基本的に緩んだ笑えみしか浮うかべていない瞳ひとみが、怒おこっているような泣いているような色を浮かべて、真っ直すぐ俺を見ていた。すん、と鼻を鳴らすと甘い匂においと一いつ緒しよに微かすかに汗あせの匂いがして、財布でも走るんだな、と馬ば鹿かみたいなことを思う。こんな風に、息切らせて、汗かいて──必死に。

　呆ほうけた顔で宗一郎を見ていると、はっとしたように肩を摑む手が緩ゆるんだ。

「あ──千尋さん、もしかしてまだ気分悪いですか？」

「うん……ごめん、平気」

　ツンと、鼻の奥が熱くなる。さっきまで悩なやんでいたことが、なんだかふっと遠くにかすんだ。宗一郎の手をそっと握にぎる。

「──とりあえず、帰るか。一緒に」







　宗一郎に支えられるようにして家に帰ると、甘い匂いが玄げん関かんに広がっていた。一メートル程ほどの廊ろう下かさえわざわざ腰こしを抱いてベッドまで運ばれ、ぼすりとベッドに座らされる。

　帰り道の間じゅう、宗一郎は「また倒れるといけないので、駄だ目めです」とぴたりと密着して離れてくれなかった。姫ひめ抱だきだけは断固拒きよ否ひしたが、特に異常もないのに腰を抱かれて帰宅する男同士というのもどうなんだろう。いや、片方財布だけど。

「お茶、飲めますか？」

「あ──うん。ありがとな」

　ほどなくして出てきたマグカップを受け取る。温かな緑茶を胃に流し込むと、微かに残っていた吐はき気がすっと収まった。ふ、と一つ息をつく。

　落ち着いてきたところで、玄関で感じた甘い匂いが部屋中に広がっていることに気がついた。香こう水すいや花の香かおりではなく、バニラとか菓か子しとかに似た、どこか食欲をそそる甘い香り。さっきまで吐き気を訴うつたえていた胃が、今度は食欲を訴え始める。そういえば、今朝のホットドッグ以降何も口にしていない。

　そう思い返したタイミングで、宗一郎が匂いの元を片手に載のせて入ってきた。

「千尋さん、お腹なか、減ってませんか？　それとも、今日はもう休みますか？」

　宗一郎の片手には、白い皿が載っていた。その上には少しだけ歪いびつな茶色っぽい塊かたまりが乗っかっている。

「……パンケーキ？」

「お腹減らして帰って来ると思って、作ってたんです。──あ！　台所の物で作ったから、千尋さんのお金は使ってませんよ！　身体検査してもいいです！」

　慌あわてたようにそう言うと、宗一郎はベッドの脇わきに膝ひざをつく。

「でも、千尋さんが気分悪いなら、これは明日あした用にしますけど──どうします？」

　上うわ目め遣づかいで見上げるその表情は、まるで飼い主にお伺うかがいを立てる犬だ。犬耳があったら垂れているに違いない。少なくともそれは、さっきまでの切羽詰まった雰ふん囲い気きの欠片かけらもない、いつもの宗一郎で。なんだかそれが少し、おかしかった。

「なんで笑ってるんですか？」

「なんでもない」

　食べる、と言って、宗一郎の手から皿とフォークを受け取った。

　テーブルまで移動するのも面めん倒どうなので、ベッドに腰こし掛かけたまま、皿の上のパンケーキを一部フォークで切り取る。歪で少しだけ焦こげたそれは、確実にコンビニや店で買った物じゃない。恐おそる恐る口に運ぶと、少しだけパサついた、ほんのりと甘い生き地じが口内で崩くずれた。優やさしい甘さがふわっと口の中に広がる。

「……うまい」

　もう一切れ、フォークに突つき刺さして口に運ぶ。もう一切れ、もう一切れと、少しずつゆっくりと食べ進める。手作りだからか、焦げている所も生焼けの所もあった。けれど、手作りだから、そこも全部、残さず、口に入れた。

　全すべて胃に収めきった頃ころ、宗一郎は意を決したように口を開いた。

「あの人に、何て、聞いたんですか？」

　宗一郎の声は、何かに怯おびえるように少しだけ震ふるえていた。張りつめた空気に、フォークを握る手に力が籠こもる。藍あい色いろの瞳が、縋すがるようにこちらを見ていた。

「お前が、元、座ざ敷しき童わらしだって。一千万円が戻る為ためのノルマだって、聞いた。──だから、お前が噓うそついたんだと思った。俺のこと利用してたんだって」

　正直に答えると、宗一郎の目が迷子みたいに揺れた。

　混乱したあの時は、図星を突かれた目だと思った。けれど今は、それとは少し、違ちがう気がした。そう信じたいだけかもしれない。けれど、違うと思った。そうじゃなくて──なんで俺に、そんな風に言われるのか、分かってない目。

「噓なんて、つくわけないじゃないですか」

　掠れた声は、微かに震えていた。

「僕は、ただ、千尋さんに幸せになって欲しいだけです。出世なんてどうでもいい。利用なんてするつもりない」

「だったら、何で隠かくしてたんだよ」

「だって！　ノルマだって言ったら、千尋さん、僕の事きっと、側そばに置いてくれなかった。それに──っ……知らない、方が……ずっと、一緒にいられると、思ったんです。ごめんなさい。僕の、勝手です」

　項うな垂だれてシーツを握る手はきつくきつく握られていた。真っ白なその手についたいくつもの赤い傷きず痕あとに今いま更さら気づく。

　そういえば──緑茶といいパンケーキといい──宗一郎は今まで一度だって、料理なんてしたことがあったんだろうか。

「ちょっと、待ってろ」

　ベッドを立って、部屋の隅すみの金属ラックの奥を漁あさる。目当てのものはすぐ見つかった。

「千尋さん？」

「人の心配する前にちゃんと自分の手当てしろ馬鹿」

　救急セットを片手にベッドに戻ると、宗一郎の右手を取る。火傷やけど用の薬を取り出して、白い肌はだに散らばった赤い痕へと塗ぬり付けた。ぬるついた薬液を手に取って、擦こすらないようにそっと引き延ばす。見てるこっちが痛くなるほど、宗一郎の手は赤く腫はれて引き攣つれていた。熱々のフライパンを素す手でで摑つかみでもしない限りこうはならないだろうに。

「パンケーキ一つ作るのにどんだけ火傷してんだよ」

「……フライパンの使い方が、よく分からなくて。あんなに熱いなんて、知らなかったんです。触さわると熱いものなんですね」

　どうやら予想通りの失敗をやらかしていたらしい。何してるんだこの馬鹿は。

「知らなかったって……普ふ通つう分かるだろ」

「すいません。料理なんて、今までした事なかったから」

「馬鹿」

　薬を塗った右手を包帯で覆って、左手にかかる。触ふれた指先がどれだけ温かくたって、宗一郎は人じゃない。だから、人間の食べ物は必要じゃなくて、料理なんてした事があるはずがなくて。だから、作るなんて発想、本当はなくて当然だった。

　だって、宗一郎は、俺の、財さい布ふだから。

「……財布なら、コンビニでもケーキ屋でも行っていくらでも買えるだろ。なんでわざわざこんなことするんだ」

「だって、今、そんなことしたら、千尋さんは悲しむでしょう？」

　当たり前のようにそう言うと、包帯でぐるぐるの右手で宗一郎は俺の頰ほおに触れる。

　柔やわらかな光を湛たたえた藍色が、じっと俺を見つめていた。

「僕は、ただ、お金を使いたいんじゃない。千尋さんの為に使いたい。いくらお金を使っても、千尋さんが喜んでくれなきゃ一つも意味なんてない。千尋さんが幸せになってくれなきゃ、僕がここに居る意味もない」

　切り捨てるような断言と、縋りつくような藍色と、愛いとしむような優しい掌てのひらに、馬ば鹿かだったと思い知る。ここで絆ほだされるのも、あの時疑ったのも、今信じたいと思うのも、本当に、馬鹿だ。俺が。

「──金を使ったら、俺は、幸せになれるのか？　それとも、貯ためれば幸せなのか？」

　包帯を巻き終えた宗一郎の左手をそっと握って、正面から見返す。

　宗一郎に、教えて欲しかった。

　宗一郎に、知って欲しかった。

　だから、

「少しだけ、聞いて欲しいんだ」







　俺の両親は、出来ちゃった末の駆かけ落ち婚こんだったそうだ。

　父親は田舎いなかの洋食屋の三男坊ぼう、母親はそれなりに名前の知れた名家の娘むすめ。

　一いつ般ぱん市民の父と、所謂いわゆるお嬢じよう様さまだった母にどんな接点があったのかは知らないが、とにかく二人は出会って恋こいして周囲の反対を振ふり払はらって地元から逃にげた。

　当然母は勘かん当どうされ、母の出自を知っている父方の親しん戚せきも、父とは縁えんを切ったそうだ。

　頼たよるツテもない二人はどうにか関東までやってきて、俺を育てる為に父はがむしゃらに働いたらしい。

　そうは言っても、殆ほとんど無一文からスタートしただけあって、俺の家は決して裕ゆう福ふくではなかった。母は特売広告を集め、ポイントカードを駆く使しし、俺は幼よう稚ち園えん児じの頃から、お使いの度たびに特売品コーナーに並ばされていたらしい。

　特売品の広告を見つければ母は喜び、お使いでポイントを溜ためれば抱だき締しめられ、子供の特権を活いかして泣き落としで値引きさせれば公衆の面前でキスして褒ほめちぎった──らしい。

　裕福ではなかったけれど、幸せだったんだと、思う。

　あの時までは。

「俺が小学生の時、父親の勤め先が潰つぶれた」

　ぽつりぽつり、と、俺は言葉を絞しぼり出す。

「それだけなら良かったのに、父親は工場長の借金の保証人だった。おまけに当の工場長は一家総出で夜逃げして、俺たちだけが残された」

　自分の責任じゃない借金の為に、俺たちは責め立てられる羽目になった。毎日来る取り立てのせいで住んでいたアパートも追い出された。引っ越こしを繰くり返して逃げて逃げて、余計に借金を重ねて、それでも、逃げ切る事はできなかった。

「最後には両親とも参っちまって、二人仲良く首を吊つった、らしい。詳くわしくは知らない」

「っ──そんな、他人ひと事ごとみたいに、」

「俺が学校から帰った時には二人はもう死んでたらしい。誰だれが通報したのかは知らないけど、警察の捜そう査さも全部終わって、遺体は床ゆかに下ろされてて、上にビニールがかけられてたらしい。金もなかったから、まともな葬そう式しきも出せなかったらしい。正月のクソ寒い中、疎そ遠えんになってた親戚が集まって、腫れ物でも扱あつかうみたいに俺の居場所を議論したらしい。それで、俺を高校まで、三年おきに親戚の間でたらい回しする事が決まった──らしい」

　そこまで言い切ってから、俺は小さく息をつく。

　無意識に、宗一郎の左手を血が滲にじむ程握にぎりしめていた。包帯から滲む薬液に鼻の奥がツンと痛む。

「以上、全部、聞いた話だ」

「聞いた話？　だって、千尋さんの事、ですよね？」

「憶おぼえてないんだ、全然。父親のことも、母親のことも、二人がどんな人だったのかも、俺にとってどれだけ大事な人だったのかも、どうやって死んだのかも、全然、思い出せないんだ」

　それに気づいたのは、両親が死んでから一年もした頃だった。

　友人に両親の事を尋たずねられた時、何も心に残っていない事を初めてはっきりと自覚した。名前も顔も思い出せる。けれどそれは、まるで両親の顔写真に名前だけが張り付けられているような薄うすっぺらい情報だけで──それに付ふ随ずいしているはずの思い出が、抉えぐり取られたように消えていた。

「医者曰いわく、心理的なショックからくる記き憶おく障害、だそうだ。時間が経たてば思い出せるかもしれないらしいけど──この歳としまで無理なら、多分無理なんだろうな」

　思い出せないのは、両親が自殺したそのショックから、自分自身を護まもる為ため。耐たえられる程ほどに強くなれば、きっといつか思い出せる──と、医者は言った。

　裏を返せば、俺は小学生のあの頃ころから、全く成長していない、という事だった。

「唯ゆい一いつまともに憶えてるのは、母が節約が好きだった事、家が貧びん乏ぼうだった事──それだけだ」

　──ポイント五倍!?　千尋偉えらい、よくやった！

　──あら安売り？　よく見つけたわね！　偉い偉い！

　貧乏に負けずに笑っていた母の声だけが、俺が唯一まともに再生できる記憶だ。

　それ以上は深く深く沈しずんでしまった。きっともう腐くさり果ててドロドロで、記憶と知識の区別もつかない。

「だから、それだけが、唯一なんだ。節約する事を忘れたら、本当に何にも残らない。だから、俺は貯めるのが好きで、使うのが怖こわい。──お前が言った事、図星だよ。俺は、ずっと、怖いんだ」

　胸の奥にずっとつっかえていた塊かたまりを吐はき出すように、告白した。言い切った途と端たん、目の裏側が痺しびれたみたいに熱くなる。

「なぁ、宗一郎。俺は、このままで幸せなのか？　それとも、節約なんて、忘れた方が、幸せなのか？」

　こみ上げる嗚咽おえつをかみ殺して、俯うつむいた。包帯の巻かれた宗一郎の手がじわっと滲む。顔を見られたくなくて、すぐ目の前の胸に凭もたれた。

　教えて欲しかった。

　幸せにすると言うのなら、俺がどうしたらいいのかを。

　知って欲しかった。

　今まで誰にも言っていない、俺の事を。

　けれど本当のところ、答えなんて、求めてなかったのかもしれない。

　ただただこうして、誰かに凭れて吐き出してしまいたかっただけかもしれない。そう思ってしまうくらいに、全部吐き出した今、楽だった。

　それなら、俺だって、宗一郎のことをとやかく言えない。

「──ごめんなさい」

　掠かすれ声と共に、柔らかな温ぬくもりが背中を包んだ。素す直なおに体重を預けると、背骨が軋きしむほど強く抱だかれる。耳元に、泣き出す寸前みたいな不安定な吐と息いきを感じた。

「宗一郎──？」

　泣いているんだろうか？

　だとしたら、なんで？

　顔を上げて表情を見ようとすると、ぎゅっと頭を抱かかえられた。

「噓うそついて、ごめんなさい。僕、もう二度と、座ざ敷しき童わらしになんて戻もどれなくていい。千尋さんが幸せならそれでいい。何もできないかもしれないけど、それでも僕は、千尋さんを幸せにしたい。ごめんなさい。何もできなくてごめんなさい。こんな事言って、ごめんなさい」

「なんで、お前が謝るんだよ」

　無む理り矢や理り顔を上げると、藍あい色いろの瞳ひとみに零こぼれそうに涙なみだを溜めた宗一郎が、必死な笑え顔がおを作っていた。その手がそっと、俺の後ろ髪がみを撫なでる。

「なんでも、ないです。ただ、僕は、千尋さんの財さい布ふです。ずっと、最後まで、財布です」

　今にも消えてしまいそうなその儚はかなげな笑顔に、薙ないでいた記憶がざわっとさざめく。

　息が詰つまりそうな切なさに胸が苦しくなる。

　この感情を、この笑顔を、俺は確かに知っている気がした。

　それなのに、どうしても思い出せない。

　──それとも、手を伸のばしたら思い出せるだろうか？

「──宗一郎」

　名前を呼んで、目の前数センチに顔を寄せる。気付いたら、その唇くちびるに、キスしていた。

　一いつ瞬しゆんだけ触ふれて離はなすと、驚おどろいたように宗一郎は目を見開く。

「ち、ひろ、さん？」

「飯、お前だって、全然食ってないだろ」

　言い訳のようにそう口にする。

　実際、最初の一回以降、宗一郎は俺に手を出してくる事はなかったのだから、噓じゃない。

　噓じゃないけれど──どうしてキスしたのか、俺にもよく分からなかった。

「いいんですか？」

　小さく頷うなずくと、今度は触れるだけじゃない濃のう密みつなキスが返ってくる。

　相変わらずの、苦しいくらいに気持ちいいキスは俺の理性を瞬またたく間に深い沼ぬまへと叩たたき落とし──それなのに、やっぱり俺は何も思い出せなかった。







「お疲つかれ様です、千尋さん！」

　閉店後、店の暖の簾れんを片付けるなり現れた能天気な笑顔に、俺は小さくため息をついた。

「宗一郎……いい加減毎日迎むかえに来なくていいって言ってるだろ幼よう稚ち園えん児じか俺は」

「幼稚園児だったら毎日迎えに来てもいいんですか？　わかりました千尋さん今すぐ幼稚園入ってください！　入園料は払はらいますから！」

「ふ、ざ、け、ん、な!!」

　相変わらずの天然花畑栽さい培ばい中のその脳天に、俺は拳こぶしを振ふり下ろす。

　ごん、といつも通りのいい音が鳴り響ひびき、聞きつけた一平さんがひょいと奥から顔を出す。

「なにしてんの千尋！──って、宗一郎来てるの？　だったら突つっ立ってないで片付け手伝いなさいよ！　じゃないと千尋帰さないわよ！」

「はいはーい！」

　子供みたいに無む邪じや気きに返事をすると、宗一郎は俺に抱きつくようにして店の中へと乱入する。

　競馬場のあの一件以降も、宗一郎の過か剰じようなスキンシップは相変わらずだ。隙すきあらば背中にへばりついてくるせいで、暑苦しい体温にも、ずしっと伸のし掛かかる重さにも、なんだかもう慣れてしまった。

　単に十月に入って寒くなってきたからかもしれない。人ひと肌はだの温もりは何気にあったかいし、何より無料だ。それだけのこと。別に、抱きつかれるのも悪くないとか、うっかり思ったりなんかしてない。全然してない。

「千尋さん、ゴミ捨て終わりました！」

「っ、」

　タイミングを読んだみたいに背中に伸し掛かる体重に、つい、びくっと肩かたが震ふるえた。

「千尋さん？」

「っ、なんでもない！　終わったならこっちも手伝え」

「はいっ」

　花でも飛びそうな笑顔で答えて、宗一郎は床の掃そう除じを手伝い始める。最初は迎えに来るだけだったのに、最近じゃ店の準備や片付けまで手伝うようになった。見かけによらず手て際ぎわが良く、その見かけ自体もそれなりに良いせいで、一平さんや常連客にも気に入られている。店員として雇やとってもいいくらいだ、とこの前一平さんが零していたが、万が一にも雇われたら色々こっちの身が持たないので是ぜ非ひやめてほしい。

「宗一郎、今日晩飯は？」

　椅い子すをテーブルに上げながら尋ねる。

「肉じゃがです。あ、ちゃんと千尋さん行きつけのスーパーでお肉買いました！」

「豚ぶた？　牛？　何％オフ？」

「豚コマ三割引きです！　普ふ段だんより八十円安いです！　あと今日は生せい鮮せん食品ポイント三倍デーでした！」

「なら良し！」

　あの一件以降、宗一郎は積極的に家事を手伝うようになった。意外に物覚えがいいらしく、本屋で立ち読みした節約レシピを片っ端ぱしから試ためしては腕うでを振るっている。

　あくまで立ち読み、だ。本は買わない。高級食材も、買わない。

　あの日から、宗一郎は無む駄だ遣づかいをぴたりとやめた。

　ちゃんと安売り食材を使うようになった。ポイントカードにスタンプを溜めるようになった。

　もっとも、無理はしない。風ふ呂ろの湯を半分にしてると強制的に増やされるのは相変わらずだし、たまにデザートやお菓か子しも買ってくる。

　例えば今日もきっと。

「あ、千尋さん、言い忘れてたんですけど」

　洗い物を棚たなに片付けていた宗一郎がふにゃ、と緩ゆるんだ笑みを浮うかべる。

「とってもプリンが美味おいしそうだったんで、プリンも買ってきました！　家で食べましょう！」

「……ちなみにプリン一個何円だ」

「八十円です！」

「プラマイゼロになってるだろうがそれ！」

　と、大声で突っ込んで、じゃれ合う程度の強さで引っ叩ぱたく。

　それでも──本気で、怒おこってる、わけじゃない。

　これも、あの日からの、変化だ。

「さっむ……」

　片付けを終えて店を出ると、冷たい夜気が吹ふきつけた。繁はん華か街がいとは反対方向に歩きながら、おろしたてのジャケットの前を合わせて身を縮める。視線を感じて顔を上げると、隣となりを歩く宗一郎が何か言いたげな目でこちらを見ていた。

「なんだよ」

「いーえ、なんでも」

　ふにゃ、と笑って、宗一郎は曲がっていたらしい俺のジャケットの襟えり元もとを正す。

「ちゃんと着てくれるんだなって、嬉うれしくなっただけです」

「……お前が作った訳じゃないけどな」

　夜道でも分かる蕩とろけた笑顔から、ふいっと目を背そむける。

　裏地付きのしっかりしたつくりのジャケットは、前に宗一郎がまとめ買いしたうちの一枚だった。お値段も品質もそこそこに高い──けれど、今年の寒さには丁度いい暖かさのジャケット。ちなみに宗一郎とは色いろ違ちがいだった。

「今年は寒いから、絶対に必要になると思ったんです、大正解ですね！」

　と、浮かべる緩いドヤ顔は褒ほめろ褒めろと訴うつたえていた。

　だからお前が作った訳じゃないだろ。と思いながら、少しだけ熱い顔を俯うつむける。新しい服独特の、いい匂においがした。

　宗一郎が作った訳じゃない。けれど、宗一郎がいなければ、絶対に、買ってない。だから、

「……宗一郎、その……っ、ぁ、」

「はい？」

「っ……なんでも、ない」

　喉のど元もとまで出かけた言葉は、顔を覗のぞきこまれた瞬しゆん間かんに引っ込む。俯いて深くため息をついた。

『ありがとう』と、たった一言、言いたいだけなのに、何故なぜか宗一郎に対しては、うまく言えない。今いま更さらみたいな照れとか甘えが邪じや魔まをするのか──子供じゃあるまいし。

　もごもごと往生際悪く口くち籠ごもっていると、ふいにぐいと腕を引かれた。

「へ？　おい、家こっちだぞ、」

　大通りを外れて脇わき道みちへと俺の腕を摑つかんだまま宗一郎は無言で歩く。元々繁華街とは反対方向なせいで人通りも街灯も少ない道路が、よけいに狭せまく寂さびしいものへと変わる。街灯もない脇道を数メートルも進んだところで、宗一郎は脚あしを止めた。深い深い、ため息が零れる。

「……今のは、千尋さんが、悪いです。そういう不意打ちは、良くないです」

　くるりと振り返る。月明かりに照らされてふわりと柔やわらかな金きん髪ぱつが揺ゆれた。口元を押さえた片手の指の隙すき間まから赤らんだ頰ほおが微かすかに覗いている。

「宗一郎、お前、気分でも──っ」

　顔を覗きこんだ途と端たんに、やばい、と反射的に思った。照れ隠かくしみたいな可愛かわいらしい仕草とは正反対に、至近距きよ離りでかち合った瞳ひとみに宿る光が全然可愛くなかった。獲え物ものを前に『待て』をしている肉にく食しよく獣じゆうみたいな。

「千尋さん、僕、お腹なか、減りました」

　予想通りの台詞せりふに、俺は半歩距離を取る。逃にげようとしても、しっかりと腕を摑まれてるせいでもうこれ以上距離が取れない。

「お腹って──っ、」

　左右を見回し誰だれもいないことを確かく認にんしてから、ひそりと続きを口にする。

「今朝も、その……した、ばっかだろ」

　何をしたのか、はもう言うまい。

　競馬場のあの一件以降も、宗一郎のそういうスキンシップは、増えた。ものすごく。これについては未いまだに慣れない。頼たのむから大型犬からいきなり肉食狼おおかみにチャンネルを切り替かえるのはやめてほしい。とりあえず毎回毎回嚙かみつかれるせいで、シャツの下が色々大変なことになっている。常連客に見られたら一体何を言われる事か。

「千尋さん、僕、この前聞いちゃったんです」

　重大な秘密でも打ち明けるように声を潜ひそめて、宗一郎はじりじりと距離を詰つめる。

「一日三食五十品目が、ヒトの栄養バランス的にいちばんいいんですって」

「っ……お前、ヒトじゃなくて財さい布ふだろうが」

「はい。だから、五十品目なんて浮うわ気きしません。三食、千尋さんオンリーでいいです。──千尋さんを、ください」

「ちょっと待てここ外──っ、」

　近づいてくる宗一郎から後ずさる。と、トン、と背中が何かにぶつかった。いつの間にか壁かべ際ぎわに誘ゆう導どうされていたらしい。状じよう況きようを把は握あくするより早く摑んだ腕を壁に押し付けられる。さらりとした金髪が鼻先をくすぐった。首筋に顔を埋うずめて、宗一郎は確かめるように鎖さ骨こつから喉のど仏ぼとけまでをぺろりと舐なめる。熱い舌先の這はう感かん触しよくに、ひくっ、と喉が鳴った。

「っ……だめ、だっ、ここ、外！」

　空いている手で宗一郎の胸むな元もとを押し返す。が、少しも離はなれてはくれない。それどころかよりぴったりと身体からだを合わせて、ちゅ、ちゅ、と音を立てて口づけを落とす。鎖骨から耳じ朶だにかけて、焦じらすみたいに。

「っ、やめ、ろっ、て」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　熱い唇くちびるに耳朶を食はまれて、びく、と肩が震えた。

　大丈夫です、の先が、もうしません、であることを切に願いたかった。が、甘ったるい蕩けた声にあっさり裏切られる。

「こんな時間なら、みんな寝ねてます。──なにしたって、誰も見てません」

「ちょ、こ、ら──っ」

　舌先で遊ぶように裏側を舐められて、甘く嚙まれる。そういうことをする前にいつもされている前ぜん戯ぎに、ざわっと全身が熱っぽくさざめく。息を吸い込むとシャンプーと石せつ鹼けんの香かおりと、宗一郎の体たい臭しゆうで肺の中がいっぱいになって、勝手に呼吸が速くなった。

「千尋さん、耳、弱いですよね？」

「っ……ちが、っ」

「違ちがうんですか？　いっつも、きもちよさそうにしてるのに」

　濡ぬれた音と一いつ緒しよに落とされる囁ささやきは、いつもより濃こい嗜し虐ぎやくの色を含ふくんでいて、それに妖あやしく背筋が震ふるえた。鼓こ膜まくから犯おかすみたいな甘い声に、じわりと勝手に涙なみだが滲にじむ。

「ね、千尋さん──こうされるの、駄だ目めですよね？」

「っ、ち、が、っ」

　くちゅくちゅと音を立てて舐められながら、ジャケットの前を割った手に太ふと腿ももを撫なで上げられる。微かに熱っぽいその声とジーパンごしにも分かる掌てのひらの熱に引きずり出されるように、じわっと下か肢しに熱が滲んだ。

「っ──ん、ぅ」

　かたちを現し始めたそこをジーパンごしに刺し激げきされる。いつもと違う荒あらい触ふれ方と時々あたるジャケットの硬かたい感触に、ここが外だと思い知る。声を出してしまわないように、手の甲こうを嚙んで声を抑おさえると、ぺろりと掌を舐められた。

「っ──」

「大丈夫ですよ。みんな、寝てます──だから、声、出して？」

　ちゅ、と小さなリップ音の後、はくりと甘く掌の真ん中を嚙まれる。ぴちゃ、と響ひびく濡れた音。宥なだめるみたいに嚙んだ場所を這った熱い感触が、指の股またへと差し込まれる。

「っ……ん、っ」

　押し込まれた舌で指の一本一本に唾だ液えきを塗まぶされて、普ふ段だん絶対に感じたりする場所じゃないのに、ぞくぞくと背筋が震えた。唇で掌を犯しながら、下肢を弄いじっていた手はシャツを引き出してその内側へと入り込む。直じかに触れる感触に、口を押さえていた手が緩ゆるんだ。そのタイミングを待っていたみたいに、シャツとジャケットを半分捲まくり上げた手が胸の突とつ起きを探さぐり当てる。

「っ……ぁ、──あ、ん、っ」

　指先でやわやわとこね回されて甘ったるい喘あえぎ声が零こぼれ落ちる。慌あわててまた口を塞ふさいだ。けれど、そこへの刺激は当然止めてはもらえなくて、より強く指先でにじられる。痛い位の刺激と一緒に掌を柔らかく舐められて、頭の中がごちゃごちゃになる。

「ここも、最近慣れてきましたね」

「っ──ん、ぅ、…ぁっ、」

　普段は存在感なんて全然ない癖くせに、宗一郎の手で弄られると、途端にそこは貪どん欲よくになる。最近になって思い知った。弱い電流みたいなぴりぴりくる快感が、腰こしへと抜ぬけてじりじり溜たまる。絶対に満足できない刺激に悶もだえるように身を捩よじった。

　押し潰つぶされて引っ張られて、弄られた側が腫はれぼったく熱を持つ。片方だけのアンバランスな快感がもどかしい。お願いだから、片方だけ弄らないで。もう片方も、はやく。

「ぁ、や……そ、いちろ、っ」

　口を塞ぐ手なんてもう意味がなくて、隙間から声が漏もれ放題になっていた。それでも宗一郎はそれを押しのけようとはせずに意地悪く掌だけを舐め続ける。俺が言うまで何もしないつもりなのか。唇も、そこも、なにも。

「千尋さん──まだ、したくない？」

　耳元で落とされる声は確信犯的なそれで。間ま違ちがいなく宗一郎は俺の状態なんて分かっててやってるに違いなくて。けれど、俺が『したい』と言うまではこうやってゆるゆると生殺しにする気だと告げていた。そんなこと、分かってる。分かってるけど、

「っ……」

　口を塞いでいた手を退のけて、目の前にある宗一郎の首輪を摑む。引き寄せた唇にこちらから合わせて舌を挿いれた。せめてもの意地で仕し掛かけたキスに、一いつ瞬しゆん宗一郎の動きが止まる。ぼやけて見えないけれど、ふ、とその表情が緩む気配がした。

「……ふ、ぁ」

　意い趣しゆ返がえしのキスがまともに機能したのはその一瞬だけで、あっというまに主導権を奪うばわれる。招き入れた口の中で、合わせて食まれて蕩とろかされる。シャツの内側に入り込んだもう一つの手に、もどかしかったもう一方の突起も一緒に弄り倒たおされる。

　望んだとおりにされているのに、まだ、足りない。一番欲しいところが、まだ。

「ん……っ」

　膝ひざを割って入り込んだ宗一郎の太腿にもどかしいそこを擦こすりつける。最初に弄られてから一度も触れられてない癖に、下着の内側でそれが疼うずいていた。早く、触さわってほしい、はやく。

「っそ、いちろ……ここも、っ、ねがい、だから」

　唇を離されたタイミングで、とぎれとぎれに懇こん願がんする。

　ここが外だとか誰か来るかもとか、もうどうだってよくなっていた。

「ここ、外ですけど──千尋さん、ほんとに、いいんですか？」

　今いま更さら何を言ってるんだ。こんなにしておきながら。

　ぐしゃぐしゃに曇くもった視界の中、首輪から滑すべった指先が、宗一郎のジャケットを摑つかむ。ぼやけた視界にはそれしかなかった。宗一郎しかいない、だから、

「だいじょぶ、……っ」

　どうせ他ほかに人なんていない。どうせ誰も見ていない。だから、

「はやく……っ、──して」

　蚊かが鳴くよりも小さな懇願に、宗一郎の手がぴくりと震える。小さな吐と息いきが漏れ聞こえた。

「ほんと、千尋さん──なんでそんななんですか」

「ぇ？」

「大丈夫です。抜くだけでやめますから。──絶対に」

　まるで言い聞かせるように、余よ裕ゆうのない早口でそう言うと、宗一郎の手が俺のベルトの金具にかかる。ベルトが抜かれてジーパンと下着が半分引き下ろされたその時──

　ガタン、と、路地の奥で物音がした。

「──っ!?」

　情けない体勢のまま、二人同時に物音の方を見る。

　暗い路地のさらに奥、ゴミ置き場の向こう側で、二人分の人ひと影かげが何か争っているようだった。

「……なんだ、アレ？」

「揉もめてるみたいですね──僕らには気づいてないみたいですけど」

　気づいていない──というか、気にも留めていないだけだろう。男女ならまだしも男同士のアレソレなんて普ふ通つうは注目したくない。

　ほっと胸を撫で下ろしたその時、

　──カシャリ。

　不意打ちのように、反対側から作り物めいたシャッター音が響いた。同時に瞬またたく暴力的なフラッシュに、路地の奥までが一瞬だけ照らされる。奥に居た二人組は、追い立てられるように逃にげて行った。

　こちらも逃げれば良かったんだと一瞬遅おくれて気づいたが、もう遅おそい。

「みーつけた」

　悪戯いたずらっぽい声に、フラッシュの発生源を振ふり返る。

「お兄さんが、『千尋さん』だよね？」

　暗い脇わき道みちの入口側、見覚えのない金きん髪ぱつの少年が、見せつけるように携けい帯たいタブレットを軽く振る。

「今の写真、消して欲しいなら、ちょっと俺についてきてよ」　>>>♥







「俺、藍あい川かわ香かおる。ヨロシク、『千尋さん』」

　二十四時間営業のファーストフード店の二階。タブレットを片手で弄りながら、藍川はメロンソーダをずず、と啜すする。

　まだ高校生くらいだろうか？　幼い顔立ちと小こ柄がらな体型。傷いたんだ金髪とロックテイストなビス付きジャケット。どこにでもいるタチの悪いクソガキだ。

　そのクソガキ様はどうやら礼れい儀ぎも知らないようで、半分脅きよう迫はくみたいな形で俺たちを店に連行した後、向かいの俺たちとは目も合わせずにひたすらタブレットを弄っている。

『ヨロシク』とか言いながら顔も見ないとか一体どういう神経をしてるのか。説教の一つもしてやりたいが、今はそんな場合じゃない。聞きたいことは他にある。なんで、

「なんで、千尋さんのこと、知ってるんですか」

　俺が口を開くより先に、隣となりに座る宗一郎が問いかける。食事の最中に邪じや魔まされたからか、探る様に藍川を見る目が険しい。普段どんな相手にも緩い笑え顔がおで接している癖に──珍めずらしい。

「千尋さんの、お知り合いじゃないですよね？　一体何が目的ですか？」

「悪いけど、あんたのことも知ってるよ？」

　宗一郎の詰きつ問もんに馬ば鹿かにしたような笑みで応こたえ、藍川は手にしたタブレットを翻ひるがえす。

「『千尋さん』の財さい布ふの『宗一郎』でしょ？　ごめんね、この前聞いちゃった」

　タブレットの画面には、『順子』のＶＩＰルームで常連客に詰つめ寄られている俺と宗一郎が映っていた。角度違ちがいで、アップで、縮小で、何枚も。

「お前、これ、なんで」

「あのお店、ほんっと防犯意識低いよね。店員もお客さんも二階行っちゃったら泥どろ棒ぼう入り放題じゃん。部屋に鍵かぎもかかってないし──おかげで覗のぞき放題」

「覗きって──あ」

　思い出した。そういえば、宗一郎が初めて『順子』に来たあの日──宗一郎の他に、もう一人、いた。繁はん華か街がいの方へ逃げた、小柄な人影。

「あの時の子……？」

　宗一郎も思い出したらしく、ぱちりと目を瞬かせる。

「あの時、逃げたんじゃなかったんですか？」

「残念だけど、逃げてないよ。逃げた振りして隠かくれてただけ。あんたたち面おも白しろそうだったし──逃げて捕つかまったらつまんないからね」

「捕まったらって──あ」

　そういえばあの時、人影の話をした途と端たん、竜さんは険しい顔をして出て行った。

　まさかこのクソガキが、ヤクザがらみの人間？

「……お前、何やったんだよ」

「なぁんにも」

　ふざけた調子で首を振ると藍川はわざとらしく肩かたを竦すくめる。

「嫌いやがらせに憩いこいの休きゆう憩けいタイムの邪魔したくらい？　俺、ヤクザとか大っ嫌きらいだし」

　一瞬だけ、藍川の瞳ひとみが確かな憤いきどおりを帯びる。やや長めの金髪の下、覗く瞳はよく見ると微かすかに青みがかっていた。髪かみ型がたと目の色のせいか、少しだけ宗一郎に似ている気がする。

　ちらりと隣を見ると、どこか複雑な顔をしたまま宗一郎はひたりと藍川を見つめていた。

「僕の質問、まだ答えてもらってません。あなたの目的はなんですか？」

　藍川の手の中で、ペコン、とメロンソーダのカップが凹へこむ。

「お金」

　凹んだカップから視線を上げ、藍川ははっきりと、繰くり返した。

「お金、貸してよ。俺に」

「……はぁ？」

　ストレートな要求に、俺は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なんで俺が？」

「他に当てがないから。『財布』用に人がつくくらいに、金持ちなんでしょ、千尋さん」

「は？」

　待て。なんかすごい誤解してないかこいつ？

「安心してよ、タダで貸してなんて言わないから」

　俺を無視して勝手に話を進めると、藍川は指先でタブレットを弾はじく。と、

『っそ、いちろ……ここも、っ、ねがい、だから』

「──っっっっっ!?」

　音量マックスで響ひびいた濡ぬれた喘あえぎ声に、俺は思わず立ち上がった。

「おいこら待てこれ、っ!?」

『はやく……っ──』

「ストップ待てストップ!!」

　叩たたき壊こわす勢いでタブレットをタップしようとして、その前に藍川に取り上げられた。

「千尋さん、結構可愛かわいい声出すよね。喘がせて啼なかせたい系？」

　にやにや笑いながら、藍川は濡れ場音声を停止させる。幸いフロアに俺たち以外の客はおらず、大だい惨さん事じにはならなかった──が、そういう問題じゃない。

「っ──さっさと消せ今の！」

「え、消しちゃうんですか!?」

　正反対の台詞せりふがすぐ真隣から聞こえた。

　じとりと声の方を見ると、宗一郎がやや頰ほおを赤らめてぐ、と両りよう拳こぶしを握にぎっていた。

「僕、感動しました！　ああいう時にしか見れない千尋さんの超ちよう珍めずらしいデレがあんな綺き麗れいに録音できるなんて──僕、今度からオカズあれでいいです！　あ、メインは千尋さんがいいですけど！」

「人の喘ぎ声を勝手にオカズにするな！」

「主菜と副菜をバランス良く取るのが大事って前に聞きました！」

「だからそれはそういう意味じゃない！　っていうか、見ず知らずのクソガキの手に俺の喘ぎ声があってもいいのかお前は!?」

「あ、駄だ目めです！　それは駄目です！　言い値で買うので僕にください！」

「それも駄目に決まってるだろ!!」

　握った拳を思いっきり宗一郎の頭に振り下ろす。久々の渾こん身しんの一いち撃げき。黙だまらせた宗一郎を余所に、にやにやこちらを見ている藍川を睨にらむ。

「……今のデータ消す代わりに金貸せ、って言いたいのか？」

「今のだけじゃないよ？　写真もあるから──そうだね。動画サイトに載のせたら人気出るかもね。千尋さんみたいなの好みな人もいっぱいいるだろうし」

　軽けい薄はくな調子で脅迫する藍川をひたりと見下ろす。ロックテイストなジャケットは少なくとも量りよう販はん店てんのものではなく、嵌はめた時計はそこそこ高そうなそれで、安っぽいテーブルに置かれたメロンソーダはＬサイズで。その一いつ杯ぱいで一体夕食の品数何品増やせるんだろうなんて、きっと藍川は考えたこともないんだろう。

「なんで、小こ遣づかいから出さないんだよ」

　ふつ、と湧わいた子供じみた感情をかみ殺して問いかける。

「深夜に遊び回るくらいなんだから、絶対金、持ってるだろお前」

「持ってない。もう、使い切った」

　小さく唇くちびるを嚙かむと、藍川は手元のタブレットへと目を落とす。

「だから貸してって、言ってるんじゃん」

「親とか親しん戚せきとかは？　借りる相手ならそっちが先だろ」

「親戚なんて──絶対、頼たよりたくない」

　俯うつむいたまま、藍川は小さく答える。なんだそれ。

「あのな、俺は赤の他人に金貸す余よ裕ゆうなんてない。金持ってる親戚いるなら、まずそっちから」

「葬そう式しき」

　上ずった声で零こぼされた単語に、咄とつ嗟さに言葉を飲み込んだ。俯いたまま、藍川は繰り返す。

「葬式、出したいんだ──殺された、友達の」

　聞き間ま違ちがいじゃ、なかった。

「殺されたって、」

　予想外の告白に、思わずまた席につく。

「それ、警察には話したのか？　っていうか何でお前が葬式出すんだよ」

「警察なんて取り合ってくれる訳ないじゃん」

　何を思い出したのか、藍川はきつく眉まゆ根ねを寄せて悔くやしそうに呟つぶやく。

「あいつには俺しかいなかったんだから──俺が葬式出さないと、誰だれも弔とむらってなんかくれない」

　落とした視線の先には相変わらずタブレットの画面があった。

「警察が取り合ってくれないって──殺されたんだろ？　なんで、」

「殺されても仕方なかった、だってさ。同情はするけど諦あきらめろって、言われた」

　殺されても仕方ない。

　そんなことって、あるんだろうか。そんな、理り不ふ尽じんな、こと、

　──仕方ないわよね。

　──同情はするけど、ねぇ。

　鼓こ膜まくの内側でざわりと記き憶おくの沼ぬまがさざめく。ほの暗い悪意を含ふくんだ、声。それから、誰かの、泣き声。

　──お願いだから。隠して。

　そう誰かが泣いたから。だから、二人の死体は早々に片付けられたんだった──片付けられた？　ちがう。そんなのは知らない。見てない。だってあの時は学校から帰ったばかりで、その時にはもう二人はとっくに──学校？　どうして。だってあの日は、

「千尋さん」

　心配げに呼ばれた名前に視界がくるりと切り替かわる。ちかちかと明めい滅めつするおぼろげな思い出から、深夜のファーストフード店に。心配げに肩を摑つかむ、宗一郎に。

「……ごめん、何でもないから」

　そっと宗一郎の手をどけて、息をつく。背中に滲にじむ脂あぶら汗あせが気持ち悪かった。何だ、今の。

「千尋さん大だい丈じよう夫ぶ？　ヤってるから平気だと思ってたけど──もしかして体調悪い？」

　心配してるんだかいないんだか分からない藍川をじとりと睨む。

「一言余計だ──で、とりあえず、その、殺された友達の名前は？」

　体調不良を誤ご魔ま化かす為ために口にした質問に、藍川は懐なつかしむようにそっとタブレットの画面を撫なでた。大事な人の名前を口にするように、優やさしく落とす。

「ルドルフ」

「……ルドルフぅ？」

　予想外にキラキラネームだった。

「それ、外国人か？　それとも最近の若者って、みんなそんな名前なのか？」

「千尋さんだって若者じゃん。ま、ルドルフ五歳だったけど」

「五歳って……」

　藍川を見る。どう見ても高校生だ。五歳じゃない。

「……ロリコンか犯罪か、どっちだ？」

「ロリコンでも犯罪でもないって。首輪つけて遊んでただけで」

「十分犯罪だろうがそれ!?」

「あと深夜に連れ回して餌え付づけしたり？」

「お前……警察行くぞ今すぐ」

「だぁから、ちーがーうってば！」

　堪こらえきれない、とでも言うようにケラケラ笑うと、藍川はやっと正解を告げた。

「ルドルフは犬だよ、千尋さん」

「……犬ぅ？」

　なるほど。犬なら首輪つけても餌付けしても深夜に連れ回しても犯罪じゃない。分かった。納なつ得とくした。もう十分。こいつのクソガキぶりはよく分かった。

「帰るぞ、宗一郎」

　席を立って、宗一郎の腕うでを摑む。

「千尋さん、なんで、まだ」

「もう十分話聞いただろ。犬の葬式に金貸せる程ほど、余裕なんてない」

　まだ何か言いたげな宗一郎を無む理り矢や理り席から立たせて踵きびすを返す。と、その前に立ちふさがるように、藍川が滑すべり込んだ。

「待ってよ！」

　眼前に、タブレットが突つき出される。

「ネットにさっきの音声、アップしてもいいの？」

「それは困る──けどな」

　客が居ないのを確かく認にんしてから、藍川の胸むな倉ぐらを摑む。引き寄せた身体からだの体勢が整う前に床ゆかに倒たおす。音を立てないよう倒れかけた椅い子すを片手で支えて、藍川の腹の上に馬乗りになった。

「人に物頼たのむなら、もう少し頼み方に気をつけろ、クソガキ」

　床に落ちたタブレットを拾い上げて、ＳＤカードを引っこ抜ぬく。

「あ──おい、やめろよ！」

　血相を変えて叫さけぶ藍川の目の前で、カードを握にぎりつぶそうとしたその寸前、

「駄目です、千尋さん」

　宗一郎が、俺の手首を摑んだ。

「それは、駄目です」

「離はなせ──っ」

　強く握られたまま捻ひねられて、ぽろりと手からＳＤカードが床に零れる。それを護まもるように、藍川が身を捩よじってカードの上に覆おおい被かぶさった。這はいつくばったまま、威い嚇かくするように俺を睨む。

「何すんだよ、あんた」

「何って……お前こそ、なに」

　さっきまでの生意気な態度からは考えられない捨て身の反応に、ただ戸と惑まどう。

「そんな大事なデータじゃないだろ」

「ルドルフさんの写真、その中に、入ってるんですよね？」

　俺の手を離すと、宗一郎はそっと藍川の前にしゃがみこんだ。

「写真？　こいつの犬の？」

　警けい戒かいを崩くずさないまま、藍川は小さく頷うなずいた。途と端たん、ほっとしたように宗一郎が胸むねを撫で下ろす。

「なら、よかったです。間に合って」

「は？」

　いぶかる藍川に向けて、宗一郎はその手を差し出す。

「よかったら、もっと教えてくれませんか？　ルドルフさんのこと」







「これが、ルドルフ」

　再び座り直した席で、藍川は俺たちにタブレットを向ける。画面の中では、ピエロみたいな派手な服を着た柴しば犬いぬが吞のん気きに寝ねそべっていた。

「可愛かわいいでしょ？　犬って服とか着るの嫌いやがるらしいんだけどさ、こいつすっげー喜ぶの」

　藍川が指を動かす度たびに、次々と新しい写真が現れる。

　日ひ陰かげで腹を出して転げている犬、ボールを咥くわえて走ってくる犬、皿に顔を突っ込んで水を飲んでいる犬。写真ごとに着せられている服は違ちがっていて、この犬がどれほど溺でき愛あいされているかが伝わってきた。

「こいつ、家で飼ってたのか？」

「んーん。うち、ちょっとペットとかそういうの飼える家じゃないから。公園の隅すみでこっそり世話してた」

　曖あい昧まいに濁にごすと、藍川は懐かしむように目を細める。

「最初に会った時はさ、道路のド真ん中で爆ばく睡すいしてたんだよね──これ、会った時の写真ね」

　タブレットを手早く操作すると、藍川は一枚の写真を示す。

　映っているのは泥どろだらけの犬だった。毛並みの乱れたぼろぼろの体たい軀くには、タチの悪い小学生──下手をすればもっと年配の誰だれかに苛いじめられたような痕こん跡せきがあって、思わず小さく息を飲む。

「酷ひどいでしょ？　近所の不良とか、あとはストレス溜たまった大人に色々されてたみたいでさ──ほんと、あり得ない」

「ああ──そうだな」

　言われなければ、これが、さっき自じ慢まんげに見せられたあの犬だとは気付かなかった。同じなのは、幸せそうな穏おだやかな寝顔くらいか。

「こいつさ、こんなひっどい状態の癖くせに、こんな幸せそうな顔で寝てたんだよね。で、俺が触さわってもちっとも起きないで、フガフガ鼻ならしてさ。邪じや魔まだから蹴けり飛ばそうと思ったのに、なんかもうどうでもよくなっちゃったよ」

　その時を再現するかのように、藍川はタブレットをそっと撫でる。

「俺、そん時家のゴタゴタでめちゃくちゃ荒あれててさ。友達全員に一いつ斉せいに無視されたり、近所から陰かげ口ぐち叩たたかれたり──他ほかにも色々あって。それに反発するみたいに、周り全部に牙きば剝むいてたんだよね。ニンゲンフシンっていうの？　そんな感じ」

　ふざけたカタカナ発音でおどけてから、藍川は「でもさ、」と付け足す。

「こいつの幸せそうなバカ面づら見てたら、なんか馬ば鹿かみたいに思えてきてさ──なんか、急に、ふって、楽になったんだよね」

　穏やかな藍川の視線の先、画面の中では相変わらずぼろぼろの犬が吞気な顔で眠ねむっていた。無防備で幸せそうな、顔。これを撮とっていた藍川の気持ちが伝わってくるような、そんなきらきらした思い出。大事だったんだろうなと、思う。ぼろぼろで汚きたなくても、忘れたくないような。だから、あんな必死に護ったんだろう。大事な思い出だから。

　だったら、なんで、俺は。

「千尋さん？」

「なんでもない」

　どうしてだか、ざわざわと心臓が煩うるさかった。胸の奥にできたわだかまりがじわりと広がる。

「で、そこからルドルフ拾って、仲良くなったってことか？」

　わだかまりを振ふり払はらうように問いかけると、藍川は照れくさそうに笑う。

「まーね。毎日毎日学校帰りに会いに行って、昼飯の残りとかあげて、休みの日とかも毎日通って、そのうち公園の隅に勝手に小屋とか作って、服とかも買ってやったりして、」

「親の金で、か？」

「親──っていうか。まぁ、小こ遣づかいだけは多いんだよ、うち」

　歯切れ悪く誤ご魔ま化かすと、藍川は再びタブレットの写真を切り替かえ始める。

　時間の流れと共に、画面の中の小汚い犬は少しずつ毛並みを整えられ、さっきの綺き麗れいな犬へと変へん貌ぼうしはじめる。

「千尋さんが言った通り、俺にとってこいつは野の良ら犬いぬなんかじゃなかった。大切な、家族だった。手を伸のばしたら届くくらいの場所で、ずっとこうやっていつもの間ま抜ぬけ面づらで笑っていてくれるって思ってた。──でも、違った」

　次々と映し出されていた写真が唐とう突とつに途と切ぎれ、真っ黒な画面が表示される。

「一昨日おととい、公園に行ったら、ルドルフがぼろぼろになってた。服なんかも滅め茶ちや苦く茶ちやで、蹴られたり殴なぐられたり──たぶん、もっと酷い事されてた。殆ほとんど冷たくなりかけてて急いで病院連れてって──小遣い全部使って、どうにかしてって頼んで──でも、どうにもならなかった」

　藍川が何度指を動かしても、表示されるのはあの犬の姿ではなく、「画像がありません」という無感情なメッセージだけだ。

「服、着てたんだろ？　そんないかにも『飼い犬です』って恰かつ好こうした犬に暴力振るうか普ふ通つう？」

「──俺が、悪いんだ」

　浮うかんだ疑問をそのまま口にすると、藍川は俯うつむいて小さく呻うめいた。

「俺の家のこと、よく思ってる奴やついないから。俺と仲良くしてたから、ルドルフは苛められて殺されたんだ」

「はぁ？　そんな馬鹿みたいなこと、」

「あるんだよ！」

　握った拳こぶしをテーブルへと叩たたきつけると、藍川は俺を睨にらみつける。

「俺があんな家にいるから、ルドルフは殺された。だから、親も親しん戚せきも頼たよりたくない。でも、ルドルフをあのままにしておきたくない。誰だれが何て言ったって、あいつは俺の家族だ。だから、俺が葬そう式しきあげて、ちゃんと弔とむらわないと駄だ目めなんだよ。だって、そうしないと、あいつずっと一人じゃん。俺がいたのに──ちゃんと、俺が、側そばにいたのに──なにもできずにただ土に埋うめるだけなんて嫌だ」

　叩きつけた拳を肌はだが白むくらいにきつく握りしめ、藍川は唐突に席を立った。そのまま床ゆかに膝ひざをついて、頭を下げる。

「……今度は何だよ」

「ちゃんと頼んだら金貸してくれるって言ったじゃん！」

　自棄やけになったみたいにそう叫ぶと、藍川は床に額を擦こすりつける。

「金、貸してください！　なんでもするし、ちゃんと返すから、俺に葬式あげさせてください！　ちゃんと、あいつを送らせてください！」

　さっきまでの小こ馬ば鹿かにした態度を脱ぬぎ捨てて、繰くり返しそう懇こん願がんする。

　大事だったんだろう。好きだったんだろう。ルドルフが。本当に、家族だと思っていたに違いない。痛い位に伝わってくる想おもいはきっと本心で。──だけど、だからこそ、なんで、と思わずにいられない。なんで、

「──馬鹿じゃないのか、お前」

　胸の奥でわだかまる感情とは反対に、平へい坦たんな声が口から零こぼれた。

「たかが土下座ぐらいで赤の他人が金なんて貸す訳ないだろ。世の中舐なめるのもいい加減にしろよ」

「千尋さん！」

　非難めいた宗一郎の呼びかけを無視して、逃にげ出すように席を立った。駆かけ足に近い速足で階段を下りる。立ち止まったら色々溢あふれそうだった。人のいないカウンターの前を駆け抜ぬけて、自動ドアの外へ飛び出す。人通りのない道路を駆け出してすぐに後ろから腕うでを摑つかまれた。

「千尋さん、」

　背中越ごしに、微かすかに乱れた呼吸が聞こえた。

「今の言い方、酷過ぎます。どうして、貸してあげないんですか」

　咎とがめるようなその言い方に、わだかまっていた感情の表面がざわりと波打つ。なんで、お前までそんなこと言うんだ、と、裏切られたような怒いかりがふつりと湧わいた。

「──なんで、貸してやらなきゃいけないんだ」

　振り返る。数メートル離はなれた店の灯あかりに照らされて、宗一郎が一人立っていた。相変わらずの綺麗な藍あい色いろが、今は悲しげに歪ゆがんでいた。それがなんだか悔くやしくて、正面から睨みつける。

「あいつの家には金がある。あいつが意地張って頼らないだけで、本当はいくらだって余よ裕ゆうがある。あいつが割り切りさえすれば、いくらだって手に入る。そこまで恵めぐまれてるやつに、なんで貸してやらなきゃいけないんだ」

　吐はき捨てた言葉は我ながら最低で、だけど本心だった。非難されても仕方ないくらいに。

「でも、千尋さんだって、同じ事思ったんじゃないんですか？」

「──っ」

　静かな指し摘てきは、心臓の奥まで突つき刺ささるように鋭するどかった。

「……同じ事って、何だよ」

「ご両親が亡なくなった時、まともな葬式もあげられなかったって言いましたよね？　親戚にも冷たくされて、たらい回しにされたって言いましたよね？　それは、今のあの子と同じなんじゃないですか？」

「何が、言いたいんだよ」

「一人ぼっちで、家族を理り不ふ尽じんに奪うばわれて、周りに頼れる相手がいない状じよう況きようで、それでも、ちゃんと家族を送りたいって願う。千尋さんだって同じだったんじゃないんですか？　ご家族の事、ちゃんと送ってあげたいって思ったんじゃないんですか？」

「違ちがう！」

　宗一郎の手を力任せに振り払う。射い竦すくめるような強い視線から逃げるようにして俯いた。

「俺は違う。あいつと違って、家族の思い出なんて残ってない」

　──ちゃんと、あいつを送らせてください！

　藍川ははっきりとそう言った。家族としてあの犬を送りたいと。

　出会った時から別れるまでの思い出を笑って語って、プライドかなぐり捨てて守るくらいに大事な思い出を抱かかえて、何より、あの犬との時間を大事にして──それは、俺とはあまりに違いすぎる。

　俺は、あっさり忘れてしまったのに──なんで、俺は、何も。

「俺は、何にも憶おぼえてない。二人が死んだあの日、何してたのかも、どう思ったのかも思い出せない。どう送ったのかも、憶えてない」

「千尋さんは両親同時にでしょう？　ショックで忘れたって仕方ない」

「仕方ない？　自分が可愛かわいいから忘れただけだろ。自分が傷つきたくないから、捨てただけだろ。あいつみたいに、大事にできなかっただけだろ」

　言葉を吐くごとに胸が痛んだ。吐き捨てた言葉が全部跳はね返って突き刺さる。

「あいつは犬で俺は両親で、確かに、俺の方が受けたショックは大きかったかもしれない。けど、そんな大切な人を亡くしたのに、俺は全部忘れたんだ。そのくらいに、俺は、冷たいし、最低だ。──だから、あいつに、金を、貸したくない」

　それ以上は、声が震ふるえてしまいそうで、唇くちびるを嚙かんでただ俯く。

　何もかも憶えているあいつが、羨うらやましかった。

　何も憶えていない自分が、憎にくらしかった。

　楽しげに話す藍川に、自分の最低さ加減を目の前に突き付けられた気がした。

　だから、恵まれてるなんて理由をつけて、あいつに金を貸さなかった。

　──クソガキはどっちだ。

　こみ上げる自己嫌けん悪おの波を俯いてやり過ごしていると、ふいに温かな感かん触しよくが背中に回った。顔を上げて、間近にある宗一郎の顔を見上げて、ようやく抱だきしめられているんだと気づく。そのくらいの、柔やわらかい抱ほう擁ようだった。

「千尋さんは、冷たくなんかありません」

　柔らかな、それでも否定を許さない声が、わだかまりを抱えた胸に響ひびいた。

「たとえ今は忘れてしまっていても、今は思い出すことが出来なくても、心のどこかにちゃんと気持ちは残ってるはずです。だって、そうじゃなければ今そんな顔するはずない。こんなに傷ついてるはずがない」

　大きな掌てのひらが背中を撫なでる。泣いてる子供にするような、静かで穏おだやかなリズム。何一つ憶えてなんかいないのに、何故なぜか泣きたいくらいに懐なつかしかった。もしかすると昔、両親に、こうやって抱きしめられたことがあったのかもしれなかった。身体からだに沁しみ込む温ぬくもりに、目を閉じて思う。思い出したい。何もかも、全部。ちゃんと。

「千尋さんは、ご両親のこと、ちゃんと好きだったんですよ。あの子があの犬を大事にしていたのと同じように、大好きで大切だったんですよ。──だから、それを否定しないで。そんな悲しい理由で、貸さないなんて言わないでください」

　最後につけ足された言葉が少しだけ、ひっかかった。

「なんで、そんなにあいつに拘こだわるんだ」

「あの子に拘ってるんじゃありません。千尋さんに、拘ってるんです」

　背中に回った手が、ジャケットの布地をきつく摑む。

「僕は、悔しいんです。昔の千尋さんを助けられなかったことが、悔しい。後あと戻もどりできるならいくらでも助けたい。でも、そんなことできないから、だからせめて、千尋さんと似ているあの子を助けたい。──それに、あの子を助けることで、千尋さんも救われる気がしたんです」

　綺き麗れいな藍色が苦しげに歪んだ。

「分かってます。僕の勝手な思い込みで、僕の勝手な我が儘ままです。でも、助けたいんです。お願いします。あの子を助けてあげてください」

　まるで自分のことみたいな必死な懇願。後こう悔かいの滲にじむその声に、どこまでも優やさしいその言葉に、胸の奥のわだかまりが、すぅっと消える。慣れきった温もりに包まれながら、また、なんで、と思う。今まで何度も思った疑問。

「なんで、お前、そんなに優しくするんだよ」

　宗一郎の目を真っ直すぐ見て、問いかける。

　答えなんて聞かなくても分かってた。何度だって聞いてきた。

　だけど──今いま更さら、分からない。

「なんで、そんなに優しくできるんだ」

「それは──」

　そこでふと、言葉を切ると、宗一郎は、いつかと同じように笑って言った。

「僕はあなたの、財さい布ふですから」

　緩ゆるい笑えみを浮うかべた瞳ひとみの奥が、泣き出す寸前みたいに悲しげに見えた。

　あの時は安心したその言葉に、今はざわりと胸の奥が騒さわぐ。

　財布だから──本当に？

　本当に、それだけの理由で、ここまでするんだろうか。

　過よぎった不安をかき消すように、冷たい風が吹ふきつけた。身を縮めて宗一郎に身体を寄せる。と、くしっと小さな音が聞こえた。俺でも宗一郎でもない、誰だれかの、くしゃみ。

　そっと音の方を見る。路地の植え込みに、不自然なふくらみが見え隠かくれしていた。どこか見覚えのある、小こ柄がらな人ひと影かげ。流石さすがに三度目にもなればもう分かる。

　小さくため息をついて、宗一郎に片手を差し出す。

「出せ」

「出すって、何を？」

　きょとん、としている宗一郎の手を摑む。

「だから、カードだよカード！　葬そう式しき代なんて余計な金、財布に入れてるわけないだろ！　ＡＴＭ行って下ろすんだよ！　さっさと出せ！」

「──はいっ！」

　嬉うれしげに頷うなずく宗一郎の手からキャッシュカードを摑むと、俺は怪あやしげな人影へと大おお股またで進む。

「何こそこそ覗のぞいてんだこのクソガキ」

「いった！」

　金きん髪ぱつ頭を叩たたいてやると、藍川は勢いよく植え込みから飛び出す。

「千尋さん痛いって！　なにすんのいきなり！」

「なにすんの、じゃない。いるならさっさと出て来い」

「無む茶ちや言わないでよ、邪じや魔ましたら駄だ目めな空気すごい出してたじゃん！　てっきりさっきの続きでもするのかと思って録音準備しちゃったし」

「……録音するなら金貸さないからな」

　呆あきれて言うと、藍川は呆ほうけたように目を見開く。

「貸して……くれるの？」

「貸すだけだからな！　貸すだけ！　だから絶対に返せ！　株でもバイトでも人身売買でも何でもやってさっさと返せ！　いいな！」

「ほんとに……？　だって、千尋さん、」

　信じられないとでも言いたげな掠かすれ声。彷徨さまよった視線が俺と宗一郎を交こう互ごに見る。

　一体どこから聞いてたのか。

　ため息を一つ吐ついて、覗きの叱しつ責せきがわりにぺしりともう一つ頭を叩く。未いまだに驚おどろいている藍川の顔を覗きこんだ。

「『だって』じゃなくて『ありがとう』だ。礼れい儀ぎぐらいきちっとしろ」

「……うん」

　驚きに見開かれていた瞳が、素す直なおな感謝の色を浮かべる。

「──ありがとう、千尋さん、宗一郎」

　その小さなお礼の言葉が、なんだかひどく胸に沁みた。













　遺体を焼くのは、生きている側がけじめをつける為ためらしい。

　火に焼かれて形を失い、煙けむりになって大気に混ざる──その過程を確かく認にんして、ようやく失ってしまった事実を思い知る。死者を送るのは、あくまで生きている側の勝手だ。送られる前に死者はとっくにどこかへ旅立っているのだから。

　市内唯ゆい一いつのペット霊れい園えんの門の前、僅わずかに白んだ空気を吸い込んで、ふとそんな事を思う。

　今まさに誰かの『家族』を焼いている最中なのか、門内に聳そびえる茶色の煙えん突とつからは白い煙が吐はき出されていた。煙突にフィルターでもついているのか、薄うつすら地面まで裾すそを伸のばしてたなびく煙に、殆ほとんど臭においはない。焼しよう却きやく炉ろ独特の、喉のどがいがらっぽくなるような不快感もない。それをほんの少しだけ寂さびしいと思う。

「なぁ──」

　同意を求めようと隣となりを見て、誰もいないことに気づく。さっきまで宗一郎が居たはずなのに、ふらふらどこかへ行ってしまったらしい。行き先を失った言葉を半はん端ぱなため息に変えて吐き出す。何をするわけでもなく、煙突を見つめていると、そのうち煙が勢いを失った。そのまま蛇じや口ぐちを絞しぼるように萎しぼんでいき、やがて、完全に沈ちん黙もくする。

　しばらく待っていると、門の向こうから派手な金髪が現れた。

「藍川」

　片手を挙げて合図してやると、小走りでこちらに駆かけ寄ってくる。

　一昨日おととい会った時とは違ちがい、藍川はブレザーの制服姿だった。髪かみの色は派手なままだが、アクセサリー類がない分、随ずい分ぶんとまともな高校生に見える。

「送れたのか？」

「ん──後で骨、取りに来いって言われた。付き合ってくれて、ありがとう」

　霊園まで付き添そって。

　藍川にそう言われたのは、金を渡わたしたその日のことで、特に断る理由もなく俺と宗一郎は同意した。なにより金を出す以上、最後まで見届けておきたかった。

　ルドルフの遺体は、ずっと公園に隠していたらしい。藍川の腕うでの中、大切そうに毛布に包まれた彼は、泥どろも汚よごれもきちんと拭ぬぐわれていて、写真と同じように幸せそうに眠ねむっていた。

　きっと、間ま違ちがいなく、幸せだったんだと思う。最後の最後に、焼かれるまで。

　最後は、藍川一人が見届けた。霊園の門から内側は、なんとなく、無関係の俺たちが立ち入ってはいけない気がして、こうして、藍川が出てくるのを待っていた。が──待っていることすら、迷めい惑わくだったのかもしれない。ぎこちなく強こわ張ばった藍川の表情と、微かすかに震ふるえる瞼まぶたを見て、さっさと帰れば良かったと後悔する。

「悪い、俺もう帰るから、」

「待って」

　踵きびすを返そうとしたところで、ジャケットの裾を摑つかまれた。脚あしを止めて振ふり返る。

「千尋さん──本当に、ありがとう」

　俯うつむいて頭を下げる藍川の手は、固く握にぎりしめられていた。肩かたが微かに震えている。それなのに、さっきからその瞼は震えるだけで涙なみだの一つも零こぼしていない。必死で泣くまいと我が慢まんしているその様子に、こっちが逆に苦しくなる。

　頑がん張ばったと褒ほめてやるべきなのか、泣いていいと甘やかすべきなのか、分からなかった。

　一昨日会ったばかりの赤の他人が、どこまで踏ふみ込んでいいのかも分からなかった。

　宗一郎なら、きっと自然に相手に寄り添えるんだろう。けれど、肝かん心じんな時にあいつはいない。

「あー、もう」

　乱暴にため息をつくと、俺は藍川の頭をぺしりと叩く。そのままぐしゃぐしゃに金髪を搔かき回した。

「ちょっと、何すんの。ぐしゃぐしゃになるじゃん！」

「そうだな。ぐしゃぐしゃにしとけ、見てないから」

　片手で髪を搔き回しながら、ついと煙突へ視線を投げる。こびり付いた煤すすが作るグラデーションを眺ながめているうちに、ず、と洟はなを啜すする音が聞こえてきた。しゃくりあげるような堪こらえた嗚咽おえつが、少しずつ本格的な泣き声へと変わっていく。

　その声に誘ゆう引いんされるように、こぽりと頭の中で誰かの泣き声が湧わき上がる。

　──どうして。なんで、死んじゃったんだよ。

　ぶつける相手のいない怒いかりは、紛まぎれもない俺自身が感じたそれだ。

　どうして置いて行ってしまったのか。どうして、何も言ってくれなかったのか。

　何度も何度もそう思って──それでも誰も答えてくれなかった。俺の隣には、誰もいなかった。ただただ寒くて堪たまらなくて、熱い炎ほのおに焼かれているであろう両親を思うと悲しかった。

　ああ、そうだ。思い出した。あの日は、正月も明けない冬だったのだから寒くても仕方が無かったんだ。

　そして当然──そんな日に、学校なんてない。

　ふ、と思い出した一つの事実が、記き憶おくの底で凝こり固まっていた噓うそをざっと押し流す。

　なんとなく、気づいていた。

　両親の命日は正月近くで、つまり学校は冬休みで、だから俺はあの時学校から帰ってきたわけじゃなくて、だから、何も見ていないなんて大噓で、だから、つまり、

「──っ」

　今まで隠してきた記憶が、一気に底から湧き上がる。

　ゆらゆら揺ゆれる二人分の脚、それ以上は思い出したくない程ほどに変わり果てた姿。転げるように駆けた廊ろう下か。一人で縋すがりつくようにしてかけた１１９番。その間あの二人をどうにかして下ろしてあげたくて、それでも一人じゃ怖こわくてしかたなかった。ゆらゆらと揺れるあの脚以上のものを見たくなかった。死んでいるその姿を認めたくなかった。

　ああ、そうだ、だから。

　──見たくない。お願いだから。隠かくして。

　死んだ二人にビニールをかけてくれと駆け付けた警察官に懇こん願がんしたのは、他ほかでもない、俺だった。俺が望んで、二人を隠し──俺が望んで、全すべてを忘れた。

　けれど、それも、もう終わりだ。

　微かな獣けものの臭いが鼻を擽くすぐる。相変わらず、藍川は泣いていて、相変わらず目の前には霊園がある。熱くぼやけた目を少し擦こすると、クリアになった視界の向こうで煙突から再びもうもうと煙が吐き出されていた。

　また、誰だれかの家族が焼かれている。下にたなびく煙が、微かにこちらまで漂ただよってくる。

　息を吸う。吸って、吐く。死んだいきものが溶とけた煙が、肺の中を満たして、出て行く。その奇き妙みような感覚を俺はもう、憶おぼえている。

「──俺の家族も、焼かれたんだな」

　どこか他人ひと事ごとだった事実が、ようやく生々しい実感を帯びる。

「お前の犬と、今いま頃ごろ一いつ緒しよに遊んでるのかもな」

　未だ泣き腫はらしているだろう藍川の方は見ずに、俺はただその頭を撫なでる。

　再びぼやけた視界の中、納骨の知らせを告げる係員が、門の向こうから駆けよってきた。







　藍川が霊園に戻もどるのと入れ違いに、宗一郎が戻ってきた。

「すいません、散歩してたらちょっと道に迷っちゃって──あれ、藍川さんは？」

「っ、いきなり帰って来るな」

　角からぱたぱた駆け寄ってくる宗一郎に見られないように、慌あわてて頰ほおの水すい滴てきを拭う。

「藍川なら中入ってった。まだ色々手続きがあるから先帰ってて、って」

　──あとは一人で出来るから。

　赤くなった目を擦りながら、気き丈じように言う藍川を見て、もう大だい丈じよう夫ぶだ、となんとなく思った。

　もう、大丈夫。あいつも──俺も。

「宗一郎」

　正面から、宗一郎の方を見る。柔やわらかな笑え顔がおに向けて、今度はちゃんとはっきり言った。

「ありがとう」

「千尋さん──」

　数度、目を瞬しばたかせて──宗一郎は嬉うれしそうにふわりと笑う。

「はい」

　綻ほころぶような温かな笑みに、何故なぜか心臓がどくんと跳はねた。恥はずかしさとは何か違う、甘あま酸ずっぱい痛みがぶわっと広がって、かっと頰が熱くなる。なんだ、これ。

「……っ、帰るか」

　熱い頰を隠すように俯いて、凭もたれていた門もん扉ぴから背中を離はなす。と、下ろした視線の先、宗一郎が手にしているものが目に留まった。

「それ、何？」

「え──あ、これ、ですか？」

　俺の視線に気づくと、宗一郎は、ぱっとその手を差し出す。

「さっきそこで、摘つんできたんです」

　目の前に差し出されたそれは、小さな花束だった。季節外れのタンポポや紅あかく色づいた紅葉もみじの枝や、その辺の花を摘んでまとめただけの、質素な手作りの花の束。

　これを作る為ために、いなくなっていたんだろうか。

「ルドルフへの手た向むけか？」

　それならもう終わってしまった。それとも供える分にはまだ間に合うだろうか、と霊れい園えんへ視線を向ける。と、引き留めるように手首を摑まれた。

「宗一郎？」

「ルドルフさんへじゃ、ないんです」

　首を横に振ると、宗一郎はどこか思い詰つめた様子で切り出した。

「──千尋さん、僕、行きたいところがあるんです」







　連れてこられたのは、霊園からそう遠くないラーメン屋──の、駐ちゆう車しや場だった。休業日なのかそれとも閉店してしまっているのか、そこそこ広い駐車スペースには、車の一台も停とまっていない。その敷しき地ちの前で、宗一郎は足を止めた。

「ここが、どうかしたのか？」

　何もないその場所に首を傾かしげていると、宗一郎は寂さみしげに笑った。

「ここね、昔は工場があったんです。──座ざ敷しき童わらしの僕が、最後に憑ついた場所です」

　剝むき出しのアスファルトの片かた隅すみにそっと花束を供えると、宗一郎はその場にしゃがみこんで、手を合わせる。

　誰の為に祈いのっているのかは分からなかった。昔の知り合いなのか、それとももっと大切な人なのか──そもそも、その『昔』はいつのことなのか。

　考えてみれば、俺は宗一郎の事を本当に、何も、知らなかった。

　俺と会う前はどこに居たのか、座敷童の時は何をしていたのか、今までは誰と一いつ緒しよに居たのか──どうして、降格、されたのか。何も、知らない。

　ざわりと胸の奥が騒さわいだ。

「宗一郎、」

　急せきたてられるように呼びかけると、宗一郎は、ふ、と目を開いてこちらを見た。探さぐるようにひたりと見つめる藍あい色いろに、急に居い心ごこ地ちが悪くなる。声をかけるタイミングを間ま違ちがえたかもしれない。何を言ったらいいか迷っていると、宗一郎が先に口を開いた。

「千尋さんは──座敷童って、どんなモノか、知ってますか？」

　躊躇ためらいがちに切り出された質問に、数少ないアニメや漫まん画がのイメージを総動員する。

「憑いた家を幸福にする妖よう怪かい、だっけ？」

「半分、正解です」

　小さく頷うなずくと、宗一郎は続ける。

「確かに、座敷童が憑いた家は、富に恵めぐまれ幸福になれます。例えば、宝くじが当たりやすくなるとか、本人の資質とは関係のない幸運が、舞まい込みやすくなる」

　そう言えば、あの自じ称しよう神様も似たような事を言っていた。座敷童の宗一郎はヤバい、と。

「でも、それだけじゃない。座敷童は、家を出て行くことで、その一家を没ぼつ落らくさせてしまう。下手をすれば一家全ぜん滅めつ、良くてもまともな生活には戻れない。憑いた時以上に、出て行く時の影えい響きようが大きいんです」

「なんか、貧びん乏ぼう神がみみたいだな」

「似たようなものです。謙けん虚きよで優やさしい心の持ち主に好んで憑いて金と幸福をもたらすのに、相手が驕おごったり優しい心を失ったら出て行ってしまう。勝手なんです、僕らは。ここも、そう。僕が勝手に憑いて、勝手に幸福を振ふりまいた。けど──ねぇ、千尋さん。どうして人間ってお金を貯ため込むとああも醜みにくくなってしまうんでしょう？　ああも、身勝手になるんでしょう？」

　何か思い出すように、宗一郎はぐ、と唇くちびるの端はしを嚙かむ。

「噓うそを吐ついて友人を騙だまして借金を負わせて、自分は何も背負わない──僕が憑いていた人は、皆みんな最後にはそうなってしまった。僕はただ、僕があげた幸運やお金を使って、幸せになって欲しかっただけなのに、いつもいつも、そうなってしまう。ここの人も、同じ。優しかったのに、変わってしまった。傍そばに居るのが辛つらくて、何度も逃にげ出そうとして、その度たびにまだ戻れるんじゃないかって踏ふみとどまった。辛かったです。──でも、ある人が僕を励はげましてくれた」

　そこでふと、辛そうだった宗一郎の表情がふわりと緩ゆるんだものに戻る。柔らかな笑みのまま立ち上がると、宗一郎はそっと俺の髪かみを指で梳すいた。　>>>♥

「その人は、僕を好きだと言ってくれました。一緒に遊んでくれて、ここから離れられない僕に、沢たく山さんの花をくれました。毎日会いに来てくれて、僕もお返しにほんの少しだけ幸福を分けた。この人を幸せにしてあげたいって、久しぶりに心から思った。何があっても、絶対に。だから、この家を出て本当はその人に憑きたかった」

　憑きたかった。

　過去形に付きまとう切ない響ひびきに、ちくりと胸の奥が痛む。

　地面に置かれた花束がカサリと音を立てた。

「そいつ、どこに行ったんだよ」

　俺の問いに、宗一郎はただ首を横に振った。

「僕のせいです。僕が考え無しだったから、僕が何も知らなかったから、僕が座敷童だったから、その人は遠くに行ってしまった。一番憑きたかった人が居なくなって、僕は座敷童としての矜きよう持じも失った。降格されても当然だった。でも、そうなってさえ、僕は何も分かっていなかった──ねぇ、千尋さんは、恨うらみますか？」

「え？」

　唐とう突とつに水を向けられて、咄とつ嗟さに答えられずに戸と惑まどう。

　静かにもう一度、宗一郎は繰くり返した。

「もし、千尋さんのご両親が亡なくなった原因が、誰だれかにあるとしたら、千尋さんは恨みますか？」

　肩かたにそっと触ふれた指先が微かすかに震ふるえていた。見つめる瞳ひとみは縋すがりつくような悲しげな色を帯びていて、俺はただ、曖あい昧まいに首を振る。

「──分からない」

　恨んだかもしれなかった。

　どうして、何で、と。どうしようもないあの憤いきどおりは、あの霊園で思い出してからずっと、胸の内側でひそりと息を潜ひそめている。

　確かにあの時俺は怒おこっていた。置いて行かれた事を、勝手に死んだことを、怒っていた。

　ただ──思い出した今も、誰かを恨む気にはなれなかった。

　あるいは借金を負わせた人間に会ったら、あるいは取り立てに来て両親を追いつめた連中に会ったら、恨んでいるときっぱり言ってしまうかもしれない。それ以上の感情をぶつけてしまうかもしれない。

　でも、それよりも、今目の前にいる宗一郎を泣かせたくなかった。

　俺以外の誰かの為に、綺き麗れいな藍色が歪ゆがむ様を、見たくなかった。

「分からないけど──多分、お前みたいなのだったら、恨まない」

　いつかそうされたように、そっと宗一郎の背中に腕うでを回す。あの時されたのと同じように、きっと宗一郎よりうまくはできないけれど。だけど、少しでも、気持ちが伝わるように。

「──っ、千尋さん、」

　回した腕が宗一郎に触れるや否いなや、逆に宗一郎にかき抱いだかれた。回された両腕は力強くて、だけど、やっぱり、怯おびえるみたいに震えていた。

「ごめんなさい、こんな話してすいません。──僕、絶対に、千尋さんを幸せにしますから」

　軋きしみそうな程強い力で抱かれて、息が詰まる。

　幸せにする、なんてこいつの口からはそれこそ飽あきるくらいに聞いているのに──今は、それを言われたくなかった。

　知らなければよかったと、こんな時なのに後こう悔かいした。

　きっと、宗一郎が本当に幸せにしたい相手は俺じゃなくて。本当に抱だきしめたい相手も俺じゃなくて。ただ、ずっと、自分のせいでいなくなった誰かに、俺を重ねていただけなんだろう。

　足元でカサリと花束が揺ゆれる。

　慣れきった温ぬくもりが、今は苦しい。

　誰と重ねていたって、宗一郎は俺の財さい布ふで──ただ、それだけの、はずなのに。

「──っ」

　息が、詰まる。

　胸が、苦しい。

　その理由に蓋ふたをしたまま、俺はしばらく宗一郎に抱かれていた。







　午後六時半。

　開店直前の『順子』は、シンと静まり返っていた。七時を過ぎれば客で満たされる店内も、今はまだ、穏おだやかな沈ちん黙もくで満たされている。ガランとした店の中で、炭の爆はぜる音や煮に込こみ鍋なべの煮にえるふつふつという微かな音だけが密ひそやかに響く。開店前の『順子』は、スーパーに次ぐ、俺の癒いやしスポットだ──った。ほんの一週間前までは。

「ちーひーろーさーん！　千尋さんいる？　いるよねお邪じや魔まします！」

「邪魔だから帰れ藍川!!」

　返事を待たずに暖の簾れんをくぐって来たクソガキに、俺は手にした串くしを投げつける。が、勢いも攻こう撃げき力もない串は藍川のビス付きジャケットに阻はばまれてあっさり床ゆかに墜つい落らくした。

「ざんねん外れ」

「外してない。つかお前学校もその恰かつ好こうで行ってんのかよ」

「着き替がえてるに決まってるじゃん。補導されたくないし、一平さん怒るから」

　カウンターの端へと腰こしかけると、藍川は勝手にメニューを開く。

「コラ、まだ開店前」

「いーじゃんいーじゃん。っていうか一平さんまだ？」

「買い出し中。まだ注文すんなよ」

　念の為ために釘くぎを刺さすと、はいはーい、とやたら元気な声が返ってくる。

　一週間前の葬そう式しき以降、藍川は毎日のように『順子』にやってくるようになった。もちろん『お客様』として、だ。こいつの家が金持ちなのは本当らしく、気前よく金を払はらって焼き鳥を食っている。流石さすがにビールを注文した時は一平さんが容よう赦しやなくぶん殴なぐっていたが──まあ、客であることに違ちがいはない。開店前に来るのは頂けないが──まあ、こいつだけならまだいい。

　問題は。

「あ！　藍川さんきてたんですかっ！」

　花でも周りに咲さいてそうな天然スマイルで店の奥からひょこりと宗一郎が顔を出す。

　さらさらの金きん髪ぱつを丁てい寧ねいに三さん角かく巾きんに収め、腰には俺と同じ『順子』のエプロン、手には皿と耐たい熱ねつボウル──完全に、店員の恰好だ。

「うっわ、宗一郎って何度見ても似合わないよね、その恰好。ほんとに店員なわけ？」

「はいっ。この前からちゃんと雇やとって貰もらえたんですよね、千尋さんっ」

　弾はずみまくった語ご尾びで同意を求められ、俺は渋しぶ々しぶ頷うなずいてやる。

　藍川がこの店にやって来たまさにその日、一平さんはついに宗一郎を店員として雇い入れた。もちろん、宗一郎の希望あっての雇こ用ようで、当然俺は断固として反対した。『悪い虫の気配がするので一いつ緒しよにいたいんです』とか珍めずらしく真顔で零こぼしていたが、一体今が何月だと思ってるのか。この寒い中一体どんな虫が飛んでるんだ。

　もちろん、俺がどう言おうと、店の人事権は一平さんにあり、前々から宗一郎に目をつけていたらしい一平さんは二つ返事で快かい諾だくした。

　おかげでここ一週間、俺の気が休まる暇ひまがない。

「千尋さん？　ちーひーろーさん？」

「──っ、」

　不意打ちで背中に密着する体温に、心臓がどくんと大きく跳はねる。速度を上げる鼓こ動どうを誤ご魔ま化かすように、俺は背中の宗一郎を全力で引き剝はがした。

「重い！」

「わ、」

　べりっと剝がれてバランスを崩くずした宗一郎が、危あやうい所で流しに手をつく。

「千尋さん危ないですってば！」

「うっさい！　仕事中は抱きついてくるなって言ってるだろ！」

「まだ開店前ですギリギリセーフです！」

「仕込みも仕事のうちだ！　完全アウト！　大人しく串用意してろ！」

　とくとくと跳ねまわる心臓を抑おさえつけながら、宗一郎を怒ど鳴なりつける。

　晴れて店員になってからも宗一郎の抱きつき癖ぐせは相変わらずで、厨ちゆう房ぼうだろうがフロアだろうが隙すきあらば抱きついてくる。それは、今までと同じで。とっくに慣れきっていたはずなのに、あの葬儀の後から、ずっと調子がおかしかった。抱きつかれる度たび、やけに心臓が煩うるさくなる。けれどそれは病気みたいな感じではなくて──甘く疼うずくような、たまに軋むみたいに痛むような。

「ねーねー千尋さん、宗一郎って、そんな焼き鳥好きなの？」

　カウンターごしにかけられた声に、はっとして顔を上げる。すぐ目の前、藍川が乗り出すようにして顔を寄せて来ていた。微び妙みように近い。というか危ない。

「藍川、危ないからちゃんと座れ」

「いーじゃん、細かいことは気にしないでさぁ」

　反省する気もなく顔を寄せてくる藍川に、頭でも引っ叩ぱたこうかと手を上げたタイミングで、ぐいと横から腕を引かれた。

「僕が好きなのは、千尋さんだけですよ？」

　ね、と宗一郎は相変わらずの緩ゆるい笑えみを浮うかべてみせる。これも、いつもの笑顔のはずなのに、胸の奥がずきりと疼いた。

　──本当は、違う癖くせに。

　一いつ瞬しゆん過よぎったふて腐くされた感情を誤魔化すように小さくぼそりと悪態をつく。

「……俺と焼き鳥は同列か」

「あ、もしかしてヤキモチですか？　嬉うれしいです僕！」

「っ──そんっっっなわけあるか！　いちいち喜ぶな!!」

「安心してくださいっ！　焼き鳥よりも千尋さんの方が絶対美味おいしいですから！　もっと自信持ってください！」

「な、ん、に、た、い、し、て、だ！！！」

　振ふり上げた拳こぶしを力の限りに宗一郎の頭に叩きつける。

「うっわー、あいっかわらず容赦ないね千尋さん」

　かなりいい音と共に床に沈しずむ宗一郎を見て、藍川が頰ほおを引き攣つらせる。身の危険でも感じたのか、いつの間にか行ぎよう儀ぎ良く席に座り直していた。なかなか逃にげ足が速い。

「手加減したら躾しつけにならないからな」

「へぇ……前から思ってたけどさ、千尋さんって実は結構強かったり？」

　仕込みに戻もどろうとした俺の手をふいに藍川が摑つかんだ。

「何？」

「いや、この前押し倒たおされた時にも思ったんだけどさ、千尋さんって見た目細い癖に実は結構筋力あるよね？　何かやってたわけ？」

　断りなくシャツの袖そでを捲まくり上げると、藍川は二の腕に指を滑すべらす。

　わざわざ振り払うようなものでもないので、そのままにして片手で炭火を調整した。宗一郎が用意した串を数本、網あみの上に載のせて炙あぶる。

「高校まで喧けん嘩かばっかしてたからな。あと、一平さんの影えい響きよう」

「一平さんの？」

「あの人空手黒帯剣けん道どう三段ブラジリアン柔じゆう術じゆつ師し範はんだから。たまにトレーニング付き合ったりしてただけ。宗一郎が来てからはなくなったけどな」

　宗一郎が来るまでは三日に一度は死にかけてた。これで筋力がつかない方がどうかしている。

　そう言うと、藍川はにまりと口元を吊つり上げた。

「なるほど。いいこと聞いちゃった」

「あ？」

「なーんでもない──あ、そうそう、千尋さん」

　思い出したようにぱっと手を放すと、藍川は鞄かばんから封ふう筒とうを取り出した。

「葬式代プラス付き添そいのお礼で十万円、ちゃんと稼かせいだから返す」

「は──？」

　ぽん、と渡わたされた封筒の中身を確かく認にんする。確かに、諭ゆ吉きちが十枚顔を突つき合わせて入っていた。

　無言で、店の片かた隅すみのカレンダーに目を向ける。

　藍川に金を貸してから、まだ十日もたってなかった。早すぎる。

「お前……泥どろ棒ぼうは犯罪だぞ」

「いや泥棒じゃないから」

「じゃあ万引きか？　売春か？　警察まで付き添ってやるから正直に言え」

「だから犯罪じゃないってば！　普ふ通つうに株で稼いだだけ！」

「株ぅ!?」

「そ、株」

　得意げに繰くり返すと、藍川はタブレットを取り出す。画面の上にはグラフが表示されていた。

「千尋さん、言ったじゃん？　『株でも人身売買でもして返せ』って。前から興味はあったんだけどさ、ちゃんと本気で勉強したら結構うまく稼げたんだよね」

「おい待て。だったら最初から俺に借りなくても良かったんじゃないか」

「んー、あの時はもう必死だったし。こんなまともに稼げるなんて思ってなかったんだよ。千尋さんに怒おこられて、ちゃんと稼ごうとして、はじめてちょっと自信持てるものできたって感じ」

　タブレットをそっと仕し舞まうと、藍川はに、と笑う。

「ありがと、千尋さん」

「そりゃ、どーも」

　礼を言われるようなことは何もしていないので、なんともこそばゆい。むずがゆさを発散させるみたいに手元の焼き鳥をひっくり返していると、やけに近くに気配を感じた。顔を上げる。藍川がまた、カウンターに身を乗り出していた。

「コラ、さっき危ないって言っただろ。火傷やけどするぞ」

「ね、千尋さん、お礼にチューとかしていい？」

「は──？」

　聞き返す俺の視界を影かげが覆おおう。唇くちびるが触ふれそうなくらいに近くまで、藍川の顔が来て──触れる前に、俺は思いっきり後ろに引っ張られた。

「うわっ」

　情けない声と共に背中から倒れそうになる。が、倒れる前に後ろから誰だれかに抱だきすくめられた。落ち着いていた心臓がまた騒さわがしくなる。誰か、なんて振り返らなくても分かったあたり相当やばい。

「……宗一郎。何するんだコラ」

「いえ何も。何するんだ、はむしろ藍川さんへの台詞せりふだと思うんですけど？」

　いつも通りの穏おだやかな調子で宗一郎は答える。が、馬ば鹿か丁てい寧ねいな口調がいつもより若じやつ干かん冷たい気がするのは俺の気のせいか。

「……なんかお前、怒ってる？」

「怒ってませんよ？　ぜんぜん怒ってません。千尋さんのガードが緩いのはいつもの事ですし」

「はぁ？　つかガードって何だよ」

「安心してください！　千尋さんはガードなんてしなくていいです。僕がちゃんと千尋さんの貞てい操そうと金銭関係は守りますから！　なんてったって僕は千尋さんの財さい布ふですからね！」

「お前が言うと全く説得力ないけどな、その台詞！」

　誰のせいで今俺のシャツの内側がすごいことになってるんだ、とどっかの北町奉ぶ行ぎようよろしく嚙かみ痕あとだとかその他諸もろ々もろを見せてやりたい。自じ爆ばくになるからやらないけど。

「そんな訳で藍川さん」

　俺を背後から羽は交がい締じめにしたまま、宗一郎はにこりと藍川に笑いかけた。

「千尋さんとの金銭取引は、僕を通してからにしてください。もちろん、それ以外も、全部」

　若干目が笑っていない気がする宗一郎のその視線を真っ向から受け止め、藍川はぶ、と小さく噴ふき出す。

「いーねぇ。ほんっと、宗一郎も千尋さんも、どっちも欲しいなぁ」

「欲しいって……宗一郎は俺の財布だぞ」

　欲しいと言われてハイそうですかと渡して堪たまるか、と、じとりと藍川を睨にらみつける。何故なぜか背後でおかしな呻うめき声が聞こえた。堪こらえるように唇を震ふるわせながら藍川はじゃあ、と俺を指す。

「千尋さんピンでいーよ。ちょーだい？」

「っ、駄だ目めです」

「そこの鼻血出しそうな人より俺のがマトモだって。俺、結構優やさしいよ？」

「高校生のクソガキが何言ってんだ」

「そうです！　あと鼻血出してません！　未み遂すいです！」

　いやお前も何言ってんだ、と振り返ろうとした鼻先に、びしりと指が突きつけられる。

「うん、やっぱ、きーめた」

　つん、と指先で俺の鼻を突つつくと、藍川はにまりと笑みを浮うかべた。

「千尋さん、ちょっと、俺のボディガードとか、やんない？」

「は？　ボディガード？」

　ちょっと予想していなかった提案に、俺は目を瞬しばたかせる。藍川の爪つま先さきから頭のてっぺんまでを眺ながめまわしても、ただのクソガキにしか見えなかった。ボディガードが必要そうにはとても──いや、そういえば。

「親おや父じが最近やかましくってさぁ、今は物ぶつ騒そうだからいい加減つけろってさ。ほんとは宗一郎の方が見た目俺と似てるし、色々便利だったんだけど──千尋さんの方が、面おも白しろそうだし」

「ちょっと待ってください、そんな勝手なことさせません！」

「いーじゃんいーじゃん。硬かたいこと言わないでさぁ──自分勝手なのは、あいつらなんだから」

　ふざけた調子で言った台詞の、最後の一言だけが、やりきれない苛いら立だちを孕はらんでいた。

　初めて会った時にも聞いたそれは、きっと、藍川の『家』に対する怒いかりで。そういえば、こいつの家って一体何なんだ、と今いま更さら思う。親父にボディガード勧すすめられる家って──

「そうそう、報ほう酬しゆう、五百万円くらいでいいよね？」

　ぽん、と藍川が口にしたとんでもない金額に、考えていたことまでぽん、と飛んだ。

「ごひゃくまん!?」

「うち、金持ちだって言ったじゃん。このくらいフツーだよフツー」

「フツーって……」

　その感覚は絶対に普通じゃない。それ、ガチなボディガードを雇やとえる金額じゃないか。

「おい、お前の親父って一体、」

　俺の言葉を遮さえぎるように、ガラリと店の戸が開いた。暖の簾れんをくぐって現れた姿に、姿勢を正す。

「竜さん、お久しぶりです」

　のそりと現れたのは、襟えり元もとの刺青いれずみも鮮あざやかな、山王会椿組組長。竜さんだった。暖簾を上げた左手に、もう三さん角かく巾きんはない。しばらく見ないうちにもう骨折は治ったらしい。

「おう千尋、久々だな──っ!?」

　ぎょろりと店内を見回した視線が一点に留まり──その表情が唐とう突とつに強こわ張ばる。

「坊ぼつちゃん──」

　見開かれたギョロ目が、下の方へ注がれていた。視線を追って、カウンターの下を覗のぞきこむ。

　カウンターテーブルの下、避ひ難なん訓練よろしく、両りよう膝ひざを抱かかえて隠かくれている藍川がいた。

「ええと……『坊ちゃん』？」

「そこは、いないって言ってよ千尋さん……」

　ため息交じりに藍川はがくりと肩かたを落とす。が、そんな雑な隠れ方でいないも何もない。

「お前、竜さんと知り合い……なのか？」

　そういえば、最初に藍川がここを覗いた時、竜さんが追いかけに出ていたっけ──その後色々ありすぎたせいですっかり忘れていた。けれど、

「……坊ちゃんって、何？」

「人ひと違ちがいでしょ。俺、そんな人知らないもん」

「いや人違いって」

　そんだけ過か剰じよう反応しといて今更何言ってんだこいつ。

　と、子供みたいにぷいと背を向けた藍川の襟えり首くびを、むんずと大きな手が摑つかんだ。

「ちょ、何すんの痛い！」

「何すんの、じゃありません！──最近大人しいと思えば全く……」

　はぁ、と深々とため息をついて、竜さんは藍川を椅い子すに座らせる。乱暴であれどその口調はあくまで丁てい寧ねいで。どう考えてもただのクソガキに対するものではなく。仁義と矜きよう持じを大事にする古風なヤクザの竜さんがそんな態度をとる藍川って、

「一体、何者？」

　不ふ機き嫌げん全開のむくれた藍川が答えてくれることはなく、代わりに竜さんが口を開く。

「坊ちゃんは──」

　まるで、自分よりも立場が上の誰か──の、大事な人を紹しよう介かいするみたいな口調で。

「山王会会長──この辺のヤクザのトップの、ご子息だ」

「…………はい？」







　山王会はこの辺を仕切っているヤクザの総そう元もと締じめだ。

　竜さん率いる椿組は、山王会の傘さん下かだから、山王会のトップの息子むすこである藍川は、ざっくりした言い方をするなら上司の息子という扱あつかいになる──が、

「坊ちゃん──最近見ないと思ったら、こんなところで何してんですか」

「何ってべっつにぃ、あんたにはカンケーないし」

「ここ最近、この辺りがゴタついてるの、坊ちゃんだって知ってるでしょう？　今日という今日は寄り道せずにさっさと帰りなさい」

「知らなぁい。俺ヤクザじゃないし、ヤクザ嫌きらいだし」

「またそういう事を……」

　はぁ、と深くため息をつくと、竜さんは掌てのひらで顔を拭ぬぐう。縦から見ても横から見ても強面こわもてヤクザな竜さんが、生意気なクソガキに手を焼いている様は色々と新しん鮮せんで。とりあえず今が開店前で良かったと思った。一平さんはともかく他ほかの客が見たら竜さんの威い圧あつ感かんが大おお幅はばダウンしてたに違いない。いや、そっちの方が案外いいのかもしれないけど。

「おい藍川──お前ほんとにヤクザの息子なわけ？」

　ちょいちょいとカウンターごしに藍川をつつく。と、じとりと怒ど気きを孕んだ目で睨まれた。

「息子じゃない。あんな奴やつ俺の親父じゃないし」

「坊ちゃん！　またそんな事を──」

「だってそうじゃん、俺はなぁんにも、知らなかったんだから」

　竜さんの叱しつ責せきに、藍川は馬ば鹿かにしたような口調で返す。

「十五年間ずっと放置してた癖くせに、いきなり来られてもメーワクだって」

　吐はき捨てた藍川の視線の先、タブレットがつるりと蛍けい光こう灯とうを反射する。

「いきなり、って、どういうことだ？」

「俺、愛人の息子らしいんだよね。それまでそんなこと一つも知らずに平和に暮らしてたのに──去年の今いま頃ごろ、いきなり拉ら致ちられて、ヤクザの息子にされた」

「普ふ通つうにお迎むかえに行ったでしょうが」

「普通に？」

　窘たしなめるように口を挟はさんだ竜さんに、藍川が乾かわいた笑いを零こぼす。

「ベンツ並べて金積んで、無む理り矢や理り親から引き剝はがして──それが、あんたらの、普通なんだ」

「確かに、やり方は乱暴だったかもしれねぇ──けど、会長は本当に、昔から、坊ちゃんを心配なさってた。今だって心から気にかけてらっしゃる」

「そうだね。小こ遣づかいに五百万円もぽんぽん渡わたすくらいだからそりゃ心配してるんだろうね──あいつのせいで、俺は家族全部とられたのに」

　震ふるえる声が向かう先、タブレットの待ち受け画面では、あの間ま抜ぬけ面づらの犬がすやすやと平和に眠ねむっていた。藍川の大切な、家族。

「その犬の件──会長も心配なさってた」

　ぽつり、と零された言葉に、藍川が初めてまともに竜さんを見た。

「あいつが──ルドルフのこと？」

「犬の心配じゃなく、坊ちゃんの心配です」

　首を横に振ふると、考えてもみなさい、と竜さんは続けた。

「坊ちゃんが可愛かわいがってる動物を、殺す馬鹿がどこに居ますか。頭の足りねぇチンピラだって、そこまで命知らずじゃないでしょう」

「……一いつ般ぱん人とかは。あんたたち、嫌われてるじゃん」

「連中は、俺たちが『嫌い』なんじゃなく、『関かかわりたくない』んです。犬なんて殺すわけがねぇ。──坊ちゃんだって、身に沁しみて分かってるはずでしょうが」

「っ……」

　何を思い出したのか、藍川は俯うつむいてきつく拳こぶしを握にぎる。呻うめくような声が、震える唇くちびるから洩もれた。

「……だったら、誰だれのせいでルドルフは死んだんだよ」

　やるせなさの滲にじむ問いかけが、ガランとした店内に落ちる。震える藍川の肩を苦く渋じゆうに満みちた目で見つめ、竜さんは重たげに口を開いた。

「よく、聞いてください。チンピラでもねぇ、一般人でもねぇ、それなら、」

「藍川さんの正体を知らない、他の組のヤクザが入り込んでる──って、ことですか？」

　竜さんの台詞せりふを引き継ついだのは、それまでずっと黙だまり込んでいた宗一郎だった。

「お客さんから聞きました。最近、この辺でクスリ売ってる奴がいるって──それから、また、門かど脇わきの連中がうろつき始めてるって」

「え、と……門脇？」

　唐突に話しだした宗一郎に面くらいながら、耳慣れない名前を聞き返す。

「昔、この辺りを仕切ってたヤクザです。昔はこの辺りは門脇組と山王会の二つのヤクザが仕切っていた。けれど、門脇組がある時唐突に弱体化。それを追い出して、山王会がこの辺りを全すべて仕切るようになった──ですよね？」

「詳くわしいな、あんた」

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せながらも、竜さんは否定しなかった。ということは、事実なんだろう。

「お前……なんで、そんなこと知ってるんだ？」

「ちょっとした付き合いがあったので」

「付き合いって、ヤクザと？　なんで、」

　問いかける声は聞こえているはずなのに、宗一郎は俺を無視して藍川へと目を向けた。

「藍川さんのボディガードの依い頼らい、そこから派生してたんですね？　周辺がゴタついてるからボディガードを付けろと言われた。でも、ルドルフさんのことがあるから、素す直なおに従いたくなかった。だから正規のボディガードではなく僕らに依頼した」

　いつもは穏おだやかな藍あい色いろが、明らかな苛いら立だちを滲ませていた。

「要するに、親おや父じさんへの当て付けに千尋さんを利用しようとしたってことですよね？　それで、千尋さんがどんな危ない目に遭あってもいいと？」

「っ──そういう、意味じゃ、」

「じゃあどういう意味です？」

「おい、」

　怒気の滲んだ低い声に、慌あわてて宗一郎の腕うでを摑む。

「言い過ぎだ。藍川だって別に悪気があった訳じゃないだろ」

「悪意の有う無むは問題じゃありません」

　摑まれた腕を引いて俺を乱暴に背中に隠かくすと、宗一郎は二人を睨にらみつける。

「そういう訳なら、さっきの話はお断りです。千尋さんをあの連中には、絶対関わらせません」

「宗一郎──？」

　敵意を剝むき出しで警けい戒かいするような宗一郎の態度に、違い和わ感かんを覚える。

　藍川も竜さんも、特に何もしてないはずだ。そこまでの怒いかりをぶつける必要なんてない。そんな、まるで、八つ当たりみたいに。

「お前、昔、ヤクザとなんかあったのか？」

「……千尋さんには、関係、ありません」

　伏ふせた瞳ひとみが苦しげに歪ゆがむ。

　俺には関係ない、なら──誰なら関係してるんだよ。誰の為ために、そんな顔してるんだよ。

　あの駐ちゆう車しや場で見た花束が、瞼まぶたの裏にちらついた。ずきりと、また、胸が痛む。

　嫌いやな沈ちん黙もくが落ちる中、唐とう突とつにガラリと店の扉とびらが開いた。

「たーだいま！　ちゃんと留守番してた？──って、なにこの重い空気!?」

「チヒロー！　元気シテルー？」

「遊びに来たよー!!」

　場をぶち壊こわしにするような陽気な声と共に、一平さんと、常連客共が現れる。

　一気に騒そう音おんで溢あふれるカウンターから、逃にげるようにして藍川が席を立った。

「ごめん。邪じや魔まみたいだから、帰る」

「坊ぼつちゃん!?」

　足早に店を出る藍川の背を竜さんが追いかける。

　ガラリと閉まる扉を宗一郎は思い詰つめたような目でじっと睨みつけていた。







　仕事中もずっと、宗一郎の言葉が頭から離はなれてくれなかった。

　──千尋さんには、関係、ありません。

　胸の奥につきささったその言葉は、多分、どうしようもなく事実だった。

　どれだけ宗一郎が苦しそうでも、悲しそうでも、怒おこっていても、それはきっと、俺には関係のない昔のことで。俺ではない、誰かのことで。俺は、宗一郎のことを、何も知らない。

　だから、

「お前、昔、何があったんだよ」

　店の外、裏口脇わきに空き瓶びんのラックを降ろしながら、背後に向かって問いかける。

　今日はやけに客が多くて、閉店までずっと、宗一郎と口を利きくことができなかった。けれど、お蔭かげで、少しだけ気持ちの整理はできた。

「千尋さんには、関係、ありません」

「知ってるよ、そんなの」

　背中ごしに聞こえる拒きよ絶ぜつに、頷うなずく。

「けど、俺は、宗一郎の昔のこと、知りたい」

　関係ないから、教えて欲しい。宗一郎の大事な『誰か』と違ちがって、きっと俺は、何も知らないから──だから、教えて欲しい。俺だけ何も知らないのは、嫌だ。

　一息にそう言ってしまおうとして、けれど、口にする前に、ガタンと不自然な音が響ひびいた。

「──っ、」

　振り返って、息を飲んだ。

　ゴミ捨てを終えた宗一郎が、身体からだをくの字に折って、ドアに凭もたれかかっていた。押し殺した吐と息いきが、その唇から細く洩れる。はらりと三さん角かく巾きんが落ち、きめの細かい金きん髪ぱつが零こぼれた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかお前!?」

「平気です──疲つかれただけです」

　慌てて駆かけ寄ると、宗一郎は首を振る。

「昔の話、でしたっけ？」

「そんなの後でいいから、」

「いいんです、今で」

　きっぱりとそう言うと、宗一郎はふ、と小さく息をついた。その首に嵌はまった黒い首輪をそっと撫なで、宗一郎は、言葉を零す。

「ねぇ、千尋さん──座ざ敷しき童わらしって、本当はね、人を幸せにする為に居るんです。誰かを不幸にする為じゃない。誰かに復ふく讐しゆうする為に誰かに憑つくなんてあっちゃいけない。出て行くことで相手を破は滅めつさせられるとしても、それをやったら、座敷童は座敷童でいられない。絶対にしてはいけない、禁きん忌きなんです。──僕は、それを、破りました」

「え──？」

　不ふ吉きつな言葉にどくんと心臓が不ふ穏おんに跳はねる。

　手が白くなるほどに強く首輪に爪つめをたて、宗一郎は静かに告白した。

「門脇組は、僕が、降格された、原因です」

　シンとした空間に、怒ど気きを孕はらんだ声が落ちる。

「どうしても、許せなかった。僕の大切だった人たちを全部奪うばったあいつらが。──僕だって、感情はあるんです。誰だれかを愛する事があるんです。全部を捨てても構わないから、誰かの為に力を使いたいって、思う事が、あるんです──たとえ、忘れられたとしても」

　怒りと恨うらみと、後こう悔かいでいっぱいの言葉が、痛いくらいに胸に刺ささった。伏せた藍色は、きっと、ここにはいない誰かを見ている。恨んだ相手か、過去の自分か、それとも、宗一郎にそこまで言わせる、誰かか。

　今、ここにいるのは、俺なのに。

「宗一郎、」

　力なく座り込む宗一郎の前にしゃがみこんで、投げ出された手に掌てのひらを重ねる。その手の冷たさに、はっとした。微かすかに開いた宗一郎の唇くちびるから、押し殺した苦しげな吐息が漏もれていた。

「っ、おい、大丈夫か」

　慌てて肩かたを摑つかんで揺ゆすると、宗一郎は緩かん慢まんに顔を上げる。はらりと落ちた金髪の下、藍色の瞳が俺を捉とらえる。途と端たん、強く腕を引かれた。

「ちょ、っ」

　バランスを崩くずして顔面から宗一郎の胸へと倒たおれる。視界が真っ暗になる中、かき抱いだくように俺の頭にしがみつく、震ふるえる腕の温度を感じた。冷たい。

「っ、おい、」

　地面についた両手を突つっ張って腕から抜ぬけ出そうとすると、うなじに濡ぬれた感かん触しよくが落ちる。ぴり、とした痛みに嚙かみつかれたんだと気づいた。手と違って口の中はまだ熱い。それに微かにほっとしかけて、はっとする。いや、何でこの状じよう況きようでこうなってるんだ。これじゃ、まるで。

「ねぇ、千尋さん」

　うなじから耳の裏側まで、つぅ、と宗一郎の舌が這はう。

「僕、お腹なか、減りました」

「っ、ぁ、」

　かぷ、といつもみたいに耳じ朶だを食はまれて、反射的に甘ったるい声が漏れる。素直に上げてしまったそれに、かぁっと頰ほおが熱くなった。宗一郎の腕を振ふり払はらって、力任せに顔を上げる。

「お前、こんな時に何言ってるんだ！」

「こんな時だから言ってるんです」

　は、と荒あらい息をついて、宗一郎は余よ裕ゆうのない藍色で俺を見る。

「今、欲しいんです。今、千尋さんが、欲しい。──そしたら、こんなの、すぐ治りますから」

　掠かすれ声の懇こん願がんはいつになく切せつ羽ぱ詰つまっていて、俺は咄とつ嗟さに言葉を飲み込む。その隙すき間まを縫ぬうように、宗一郎の手がエプロンの下に潜もぐり込んだ。

「ね、千尋さん、いいですよね？」

「ちょ、っ、」

　カチャリ、とベルトの外れる音に、はっとして後ろにのけ反る。変な体勢から重心がずれてバランスを崩して尻しり餅もちをついた。その拍ひよう子しに、ほどけかけていたエプロンが外れる。白しろ抜ぬきで書かれた『順子』の文字に、今いま更さらここがどこかに気づいた。

「おい待て、ここ、店の裏、っ」

「一平さんなら二階です。平気ですよ」

　閉じ込めるように宗一郎の両手が両りよう脇わきに突かれる。近づく上体に後じさる前に唇を塞ふさがれた。

「──っ」

　触ふれたそれの熱さに目を見開く。熱い。いつもよりずっと。

　驚おどろきに動きが止まった隙に、ジッ、と硬かたい音が響いた。はっとして視線を下げる。唇があっさり解放された一方で、宗一郎の指先はジッパーを引き下げその内側に入り込む。止める間もなくつぅ、と指先で撫で上げられて、ずくりとそこが素す直なおに疼うずいた。

「っ、」

　反射的にずり下がろうとする背中を片手でかき抱いて、宗一郎は耳元に唇を押し付ける。

「逃げないで、ください」

　余裕のない吐息が耳の内側で鼓こ膜まくを揺らす。それだけで、とろりと頭の芯しんが溶とけそうになる。硬い掌で性急に扱しごかれて、灯ともされた火種があっという間に下か肢し全部へと広がった。

「千尋さん、ここ、もう熱い」

「い──っ、ぁ、」

　ふいに強く耳朶を嚙まれた。千切られそうなくらいの痛みに、じわと目に涙なみだが滲にじむ。それなのに、今のに反応するみたいに、じくりとまたそこが疼いた。

「千尋さん、実は、痛いのも好きですよね」

「っ、ちが──っ、ぁ」

「でも、僕、千尋さんのこと大事にしたいんです──ぜったいに」

　嚙んだ所を甘く舐なめられて、流し込まれた声にぞくぞくと背筋が震えた。くちゅ、と響く水音から逃にげるように首を竦すくめて下を向く。滲んだ視界の中、エプロンの『順子』がゆらゆら揺れた。駄だ目めだ、ここは、店の裏で。ドアの向こうには、

「声、我が慢まんしてください」

　する、と背中に回されていた力が消える。代わりに口の中に何かが入り込んだ。

「んぅ──っ」

　骨ばった冷たいそれが宗一郎の指だと咄嗟に分からなかった。

「声、出したくなったら、嚙んで」

　密ひそやかにそう命じると、宗一郎はずる、と上体を下げる。ジーパンと一いつ緒しよに下着をずり下ろされて、直接性器が剝むき出しにされる。先せん端たんをいやらしく潤うるませたそれに、かぁっと頰が熱くなった。口に含ふくまされた指に咄嗟に歯を立てそうになる。

「嚙んでいいのに」

　性器に直接かかる吐息にざわっと太ふと腿ももが震える。待て、なんか──近い。

「すっごく気持ち良くしますから──嚙んでて」

「っ──!?」

　ゆっくりと、見せつけるみたいに、宗一郎が屈かがみこむ。かたちのよい濡れた唇が開いて、潤んだ性器の先端を躊躇ためらいなくその内側へ、

「んぅ──っ！」

　ぬる、とした熱い粘ねん膜まくの感触に、目の奥でちかりと光が爆はぜた。反射的に宗一郎の指に思いっきり歯を立てる。信じられない、何を。

「ん……っ」

　小さく喉のどの奥で息を詰つめて、宗一郎はゆっくりと俺のそれを含んでいく。ぴったりと吸い付く粘膜に、急速にそこに熱が集まるのを感じた。そんなとこ舐められるなんて、あり得ない。あり得ないのに、

「ぁ──ふ、ぁ」

　奥まで銜くわえられて顎あごの裏側が先端を擦こする。手とは違ちがう熱く柔やわらかなぬかるみに太腿が勝手に震えた。緩ゆるんだ唇の隙間から、たらりとだらしなく唾だ液えきが零こぼれる。

「ひもひい？」

「んぅ──っ」

　宗一郎が喋しやべるだけで、振しん動どうが唇を介かいして伝わる。腰が動きそうになるのを必死に抑おさえて湿しめった地面に爪を立てた。奥まで銜え込まれたまま、舌先でぬるぬると竿さおを擦られる。緩やかな刺し激げきに腰から下がとろとろに蕩とろけそうになる。震える太腿で、宗一郎の頭を挟はさみ込んだ。

「きもち、いいですよね？」

　唇を離はなすと、痙けい攣れんしている性器にふ、と息を吹ふきかけて、宗一郎が上うわ目め遣づかいに問う。いつも俺をおかしくさせる、濡れた声で。唇を割った赤い舌先がちろちろと先端の孔あなを意地悪く抉えぐった。そっと口づけた唇がじゅる、と音を立てて零れた先走りを啜すする。強い刺激に瞼まぶたの奥でまた小さく光が爆ぜる。

「ぁ──あ、ぁ」

　とめどなく溢あふれる先走りと一緒に涙が零れる。駄目だ。なんで、こんな、

「ひも、っ、ひ…ぃ、っ」

　緩んだ唇から、勝手に素直な声が漏れた。きもちいい。たまらない。もっと。

　小さく息を飲む音が聞こえた。それから、飲み込んだそれを、は、と乱暴に吐はき出す音も。

　脚あしの間にかがんでいた宗一郎が、ぐしゃりと乱暴に金きん髪ぱつを搔かき上げる。ひたりとこちらを見る藍あい色いろにぎちぎちに圧縮された欲求めいた光が見えた。

「千尋さん、ほんと──なんで、そうなんですか」

　脚の付け根にふ、と吐と息いきがかかる。次の瞬しゆん間かん、際きわどい箇か所しよに強く吸い付かれた。

「んぅ──っ」

　腰の奥まで響ひびく痛みに、涙がまた滲んだ。それだけじゃ足りないみたいに、内うち股また全部に宗一郎はしゃぶりつく。甘く嚙んで吸い付いて、ついた痕あとを舌先で舐ねぶる。

「ぁ……ふ、ぁ、」

　ちゅ、ちゅ、と音が響く度たびに、疼くような痛みが次々と植えつけられていく。高められた性器にそれは毒みたいに甘く響いた。周りを侵おかすだけで中心には届かない熱が堪たまらなくて、勝手にもどかしく腰がくねる。

「ねぇ、千尋さん、もう簡単に、こんな痕、つけさせたら駄目ですよ」

「ん…ぅっ」

　口に宗一郎の指を銜えたまま、訳も分からず頷うなずいた。銜えたそれはもうとっくに口の中の温度と一緒になってふやけている。そもそもなんで、指なんて銜えてるんだっけ──と、溶けきった頭で考えたところで、

　カタン、と店の中から微かすかな物音が聞こえた。

「──っ」

　息を飲む。一瞬で頭が現実に戻もどる。そうだ、ここは店の裏で。だから、

「千尋ーもう帰ったのー？」

　ドアごしに、一平さんの声が聞こえる。すぐそこに居る。

　身を強こわ張ばらせたその瞬間、熱い粘膜が再び性器を包み込んだ。

「んぅ──ッッ!?」

　宗一郎の指を思いっきり嚙かむ。滲んだ視界で下を見る。宗一郎の舌がひくついたそれを包み込んでいた。そのまま押し付けるように括くびれを擦って舐め上げる。快感に背筋がのけ反った。

「っ、ぅ──ンッ」

「千尋？　もう帰ったの？」

　一平さんの声は聞こえているはずなのに、宗一郎は止まってくれない。容よう赦しやなく先端を抉って、竿にしゃぶりつく。髪かみを摑つかんでやめさせようとして、指先が震ふるえてできなかった。

「千尋ー、もう閉めるわよー？」

　ドア一枚向こうから、声が聞こえる。きっとこの裏にいる、のに。

「──ッ、ん…ふ、ぁっ」

　堪らない快感に全部が押し流される。ここでやめて欲しくなかった。もっと、して欲しい。

　宗一郎の頰ほおを撫なでる。藍色の瞳ひとみが俺を見上げた。口いっぱいに俺のを含んで、熱に浮うかされたように目を潤ませて──必死に奉ほう仕ししながら、それでもどこか、苦しそうに、宗一郎は俺を見ている。俺じゃなくてきっと──俺に重ねてる、誰だれかを。

　俺なら、こんな顔、させないのに。

　俺なら──俺が、

「っ──ぁ、あ、」

　ふつ、と湧わいた感情は、追い上げるような快感の波に飲み込まれた。

「ぁ、あ、ぁ──っ」

　促うながすように先端を舌で強く抉られて、目の前がちかちかと明めい滅めつする。宗一郎の口の中に、思いっきり白はく濁だくを吐き出した。

「んっ……」

　軽く咽むせたものの、宗一郎は躊躇うことなくそれを飲み込む。こくり、と白い喉が上下した。

「ん──おいしかったです」

　唇くちびるを離して宗一郎は緩んだ笑えみを浮かべる。俺の口から指を抜ぬくと、その指まではくりと舐めようとする──ので、慌あわてて止めた。

「美味おいしい訳ないだろ！　っていうか舐めるな！」

「千尋さんのならなんでも美味しいからいいんです！」

　緩い笑顔で言い切る様は、いつもの宗一郎で。荒あらかった呼吸は、もう元に戻っていた。

　本当に、腹が減っていただけだったんだろうか。

　それならよかった、と、ほっと胸を撫で下ろす。

　一平さんはどうやらどこかへ行ってしまったようで、ドアの向こうに人の気配はもうなかった。ひと安心しつつジーパンを引き上げる。ベルトを締しめ直したところで、違い和わ感かんを覚えた。

　いつもなら終わった後でもべたべたひっついてくる宗一郎が、何もしてこない。

「宗一郎？」

　名前を呼ぶ。いつもならすぐ返って来る返事がない。

　振ふり返ろうとすると、その前に、のし、といつもの体重が背中へと伸のし掛かかってきた。

「──おい、」

　重い、と続けかけて、ざらついた違和感が喉を引っ搔く。いつもなら鬱うつ陶とうしく抱だきついてくる腕うでが、だらんと投げ出されていた。

　振り返って、息を飲む。

　俺に凭もたれかかったまま、宗一郎は、目を閉じていた。まるで、眠ねむっているみたいに──けれど、その頰は、驚おどろく程ほど白い。

「お、い……？」

　俺の目の前で、力がまるで入っていない身体からだが、ずるりと崩くずれる。

「宗一郎!?」

　地面に倒たおれる前に、その身体を抱だき締める。

　宗一郎の身体は、信じられない程、冷たかった。













　銀行前の排はい水すい溝こう脇わき。

　宗一郎と最初に出会ったその場所に人目もはばからず座り込み、目当ての人ひと影かげは吞のん気きにビールを呷あおっていた。夜道でも目立つ真っ赤なジャージの胸むな倉ぐらを俺は容赦なく引っ摑む。

「なに吞気に酒飲んでんだこのクソジジイ！」

「うぉっ」

　缶かんビールを零しながら、しわくちゃ爺じいさんは奇き声せいをあげて俺を見る。

「いきなり何するんじゃ！　暴力反対！」

　文句と一いつ緒しよに吐き出されるのは酒臭くさい息。酔よっ払ぱらい特有の赤い頰を引っ叩ぱたきたくなって必死に堪こらえた。今はそれどころじゃない。

「いいから今すぐうちに来い爺さん！　宗一郎が、」

「爺さん、じゃない、神様じゃ」

　捲まくし立てる俺に向け、爺さんは胸を張って応こたえる。今度こそ本気でその頭を引っ叩いた。

「いった！　何するんじゃ!?」

「今はそんなことどうでもいいんだよ!!」

　襟えり首くびを摑み上げて、視線を合わせる。身体の奥で気持ち悪い位に速く心臓が跳はね続けている。不ふ吉きつなリズムに急せきたてられるように、早口に言った。

「宗一郎が倒れた。あんたなら何とかできるんじゃないのか？」

　店の裏で宗一郎が倒れてから一時間、必死にこの爺さんを探した。宗一郎は財さい布ふだ。心当たりなんてこいつしか思いつかなかった。宗一郎を俺に渡わたした、この自じ称しよう、『神様』しか。

「ふむ……」

　ただならない空気を察してか、爺さんは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……宗一郎の、様子は？」

「息はしてる。けど、身体が滅め茶ちや苦く茶ちや冷たい。目も、覚まさない」

　一平さんの車に乗せて家に連れて帰る間も、宗一郎はずっと目を閉じたままだった。時折うなされるように不ふ明めい瞭りように誰かを呼ぶくらいで、ずっと意識を取り戻さない。

「なるほど」

　と、一つ頷き、爺さんは小さくため息をついた。

「だいたい、予想通りの展開じゃな」

「予想通りって何だよ、あんた一体何知ってるんだよ!?」

「落ち着け、馬ば鹿かもん」

　ぺちん、と俺の額を軽く叩くと、爺さんはそのまま俺の鼻先に指を突つきつける。

「お前さん、あれから一千万円、ちゃんと使ったか？」

「それ今関係ないだろ！」

「使っとらんのじゃろ」

　静かなしわがれ声には、恫どう喝かつじみた迫はく力りよくがあった。襟首を摑んだ手がびくりと震える。その隙すきに爺さんは俺の手を払はらいのけて着地した。

「図星か、まったく……あのとき忠告してやったのに」

「忠告──？」

　不吉な響ひびきを孕はらんだ言葉に、ドクン、と心臓が重たく跳ねる。

　ふいに、競馬場でこの爺さんが言った言葉を思い出す。

──あいつのことを思うなら、さっさと一千万円使いなさい。

　あいつのことを、思うなら？

「どういう、ことだよ」

　掠かすれた声で、問いかける。

「一千万円って、ただの業績ノルマじゃ、ないのかよ」

　どくどくと心音が加速する。喉のどの奥に嫌いやな感じがへばりついている。まさか、

「残念ながら、ただの、ではないのぅ──あいつの場合」

　皺の間に紛まぎれそうな細い眼めが、責めるように俺を見た。

「お前さん、少しでもおかしいとは思わんかったか？　一千万円なんて大金、普ふ通つうの人間が支し払はらえるような金額じゃない。いくらなんでも高すぎじゃ」

「っ──」

　思った。それは。けれどあの時、宗一郎に誤ご魔ま化かされて──そうだ、最初から宗一郎は一千万円について碌ろくな説明をしなかった。『業績ノルマだ』なんて言い辛づらかったからだと思っていたけど──

「それだけじゃ、ない、のか？」

「ほんっっとに……なんにも聞かされとらんのじゃな」

　あの馬鹿もんめ、としかめっ面つらで呟つぶやいて、爺さんは憐あわれむような目で俺を見た。

「宗一郎は禁きん忌きを犯おかした。あいつの首輪は罪人の証あかし。そして、一千万円は、宗一郎に課せられた特例金額。情に狂くるって禁忌を犯したあの阿あ呆ほうへの罰ばつ金きん──いわば『執しつ行こう猶ゆう予よ』じゃ」

「執行猶予って──なんだよ、それ」

　禁忌を犯した、と宗一郎は言っていた。憤いきどおりに満ちた、辛そうな顔で。だけど、

「あいつは『降格』されたんだろ。それで終わりじゃないのかよ！」

「『降格』程度で済むのなら、そもそも禁忌などとは言わん。怒いかりに任せた力の濫らん用ようなぞ、儂わしらの間じゃご法はつ度とじゃ。本来ならその場で極きよつ刑けい。そこをどうにか、儂が手を回してやったのに──あいつの気持ちが変わらんのじゃあ、なんの意味もない。折せつ角かくの猶予もパァじゃ、パァ」

　両手を振っておどける爺さんとは反対に、嫌な予感ばかりが募つのった。

「パァって……じゃあ、どうなるんだよ、あいつ」

　掠れた声で問いかける。躊躇ためらうような隙間もなく、爺さんはあっさり簡潔に言った。

「消える」

「きえ、る？」

　何を言われたか一いつ瞬しゆん分からなかった。消える？　何が？──誰だれ、が？

「宗一郎、が──？」

　否定して欲しかった。違ちがうと言って欲しかった。

　それなのに、爺さんは、そのしわくちゃの顎あごを引いて、頷うなずいた。

「宗一郎は消える。お前さんが一千万円使わなければ、跡あと形かたもなく一瞬で。それが、罰ばつじゃ」

　噓うそだ。

　咄とつ嗟さに、そう思った。だって、さっきまで笑ってた。さっきまであんなに、普通に──普通に、何もかも、隠かくしてたのか、あいつは。

「なんで、だよ──なんで、教えてくれなかったんだよ!?」

　感情のままに爺さんの胸倉をまた摑つかむ。爺さんは文句を言わなかった。ただ、やりきれないため息を一つ零す。

「あいつの考えなんぞ儂には分からん。ただ、きっと──これ以上、迷めい惑わくをかけたくなかったんじゃろ。お前さんに」

「……迷惑って、なんだよ」

　一千万円使わせることが？

　そんな──たかが、そんなことの、一体、何が、迷惑なんだよ。

「いつだ」

　祈いのるような気持ちで問いかける。

「いつまでなら、間に合うんだよ。いつまでに、俺は、一千万円使えばいいんだよ」

　縋すがる様に、爺さんの胸倉を摑んで乞こう。助けさせて欲しかった。何でもするから、だから、

「三日」

　告げられた期日は、絶望的に短かった。

「今日倒れたなら、あと三日が限界じゃろ。もう、諦あきらめなさい」

　力の抜けた俺の手をほどくと、爺さんはよたよたと去って行く。小さくなる背中を見つめながら、頭の中で通帳を開く。五年以上かけて貯ためた貯金は二百万円と少しだけ。一千万には程ほど遠とおい。なんでだよ、とひたすら悔くいる。こんな肝かん心じんな時に、なんで全然足りてないんだよ。今まで何を貯金してたんだよ。こんな、全然、足りない。

　足りないなら──稼かせぐしか、ない。

　たった三日で、一千万を。そんな、心当たりなんて、

──俺のボディガードとか、やんない？

　あった。

「っ」

　ポケットから携けい帯たいを取り出す。焦あせりに震ふるえる指で何とかして番号を呼び出す。つい最近、登録したばかりの相手。コールは三つで繫つながった。

「藍川、」

　挨あい拶さつもせずに一方的に告げる。

「さっきの五百万円の話、俺に受けさせてくれ」







　玄げん関かんのドアを押すと、内側から蛍けい光こう灯とうの灯あかりが漏もれた。家を出る時には消したはずのそれに、はっとする。灯りをつける人間なんて、今家には一人しかいない。慌あわてて玄関の扉とびらを開ける。

「宗一郎！　起きたの、」

　か、と続けようとして、言葉を飲み込んだ。

「おかえりなさい、千尋さん」

　三和土たたきの上、まるで幽ゆう霊れいみたいな青白い顔で、宗一郎が立っていた。今にも倒たおれそうな酷ひどい顔色で、けれど、目だけは強い意志を宿して俺をひたりと見つめている。その、意志の力だけで立ってるみたいな必死さに気け圧おされかけて、凍こごえた剝むき出しの足を見て我に返った。

「何でこんなとこ突つっ立ってるんだよ!?　寝ねてなきゃ駄だ目めだろ!?」

　靴くつを脱ぬぎ捨てて宗一郎の腕うでを引く。相変わらずの冷たさに、緩ゆるみかけた心臓が重く跳ねた。

　──宗一郎は消える。お前さんが一千万円使わなければ。

　脳のう裏りを過よぎったしわがれた忠告をきつく目を閉じて振ふり払った。

　させない。絶対。そんなこと。

「俺がなんとかするから、だからお前はもう寝てろ。着き替がえ、出してやるから、」

「いやです」

　腕を引いてベッドに連れて行こうとすると、逆に肩かたを摑まれた。指が食い込む程の力に、痛いより先に不安になる。

「お前、どっか痛いのか？」

　ふる、と首を振ると、宗一郎は苦しげに息をつく。

「僕は、何ともありません、どこも痛くない。だから、千尋さんが何かする必要なんてない」

「っ……何、言ってるんだよ」

「平気なんです。だから、お願いだから、気にしないでください。僕、大だい丈じよう夫ぶですから」

　震える声で宗一郎は『大丈夫』を繰くり返す。ぎこちない笑え顔がおに、ギシリと胸が軋きしみを上げた。

　こんな状じよう況きようで、お前はまだ、俺には言わないつもりなのかよ。

「あの爺じいさんに、全部、聞いたからな」

　低い声で告げた途と端たん、びくり、と宗一郎の手が震えた。藍あい色いろの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「全部──って、」

「お前が、このままだと消えるって、聞いた。なんで、教えてくれなかったんだ」

　正面から問いただしても、宗一郎は答えない。俯うつむいて固く引き結んだ唇くちびるに、かっと腹の底が熱くなった。宗一郎の胸むな元もとを両手で摑んで引き寄せる。

「俺に何も言わずに、勝手に一人で消えるつもりだったのか？　俺には何も教えずに、一人でいなくなるつもりだったのかよ!?　ふざけんなよ！　そんなこと絶対させてやらない！」

　至近距きよ離りから叩たたきつけるように怒ど鳴なりつける。不安に暴れる心臓を必死に抑おさえて、大丈夫、と、言い聞かせるように続けた。

「藍川の仕事、引き受けることにした。五百万円は明日あした入る。俺の貯金で二百万、残り三百万は──明日、競馬場行こう。この前みたいに、二人で。お前、得意なんだろ？　それで、三百万でも五百万でも稼げるだけ稼ぎまくろう。そしたら、余った金でいい肉買って、ステーキでも焼いてお祝いして……ケーキも、アイスも、お前が好きなやつ、買っていいから。だから、」

　いなくなるな。

　ただその一心。縋るような気持ちで立てた、楽観的な計画。それ以外、もう思いつかなかった。分かってる。こんなの現実的じゃない。けれど、それでも、

「三日以内に、どうにかするから。何してでも、一千万円用意するから」

　それしか言えない。それしかできない。

　それなのに、

「駄目です」

　宗一郎は、掠かすれた声で否定した。

「藍川さんの仕事、今すぐ断ってください。貯金も、使わないでください」

「何言ってるんだお前！」

「何もしないでって言ってるんです！」

　感情も露あらわに怒鳴り返すと、宗一郎はくしゃっと顔を歪ゆがめる。

「僕のせいで、千尋さんに、何も失なくして欲しくない」

「……ふざけんな」

　だったら、お前がいなくなるなよ。何も失くして欲しくないなら、お前が。

　何で、それが、分からないんだよ。

「……もう、いい」

　宗一郎から手を離はなして背中を向けた。そうしないと、今度は殴なぐってしまいそうだった。

「お前が何て言おうと、もう決めたから」

　一方的に勝手に告げる。

「明日、藍川から金を受け取る。ボディガードでも子こ守もりでも、何だってする。貯金だって勝手に使う。お前が嫌いやがっても競馬場行くし、足りなきゃ借金だってしてやる。そんなの、全部、俺の勝手だ。だから、お前には関係ない」

　それだけ言って、部屋へ戻もどろうとし──その腕を強く摑まれた。そのまま乱暴に捻ひねり上げられ、突き飛ばすように壁かべへと押し付けられる。

「──っ」

「駄目です」

　低い声が、耳元で聞こえた。微かすかに震えた、宗一郎の声。

「そんなこと、絶対、させない」

　繰り返した言葉には、泣きたくなるような決意が滲にじんでいた。首を捻って振り返ろうとすると、その前に冷たい手が後ろ髪がみを摑つかんだ。壁に額を押し付けられて、目線だけで後ろを睨にらむ。

「っ、なにすんだよ」

「明日、藍川さんに会いに行くんですよね？　お金、貰もらいに。その後、貯金下ろして、競馬場でしたっけ？　で、足りなければ借りに行くんですよね」

　淡たん々たんと、宗一郎は俺が言った事を繰り返す。声にさっきまでの震えはなかった。感情の色が欠片かけらもない、平へい坦たんで冷静な口調に、ざらついた悪お寒かんがざわっと背中に広がった。

「宗一郎、」

「いいですよ、行っても」

　突き放すように、宗一郎は優やさしく言った。頭を押さえていた手が離れる。するりと脇わきの下を通って、腰こしへ。そのままベルトを弾はじいてバックルを外す。

「え──っ、ぐ」

　振り返ろうとして、腕に走った痛みに呻うめいた。ぎりぎりと腕を後ろで捻ねじり上げながら、宗一郎は背中に体重を乗せて動きを封ふうじ込める。

「っ、い、たいって」

　軋みそうな痛みに呻いたタイミングで腕を放された。息をつく間もなく、下ろした両手首に硬かたい何かがきつく巻き付く。ベルトだろうか。だとしても何でこんな、拘こう束そくするような真似まね、

「なに、するつもりだよ」

「行ってもいいって、譲じよう歩ほしてあげてるんです」

　視界の端はし、辛かろうじて金きん髪ぱつが揺ゆれるのが見える。髪を摑まれて押さえつけられるせいで、それ以上後ろが見えない。乱暴な扱あつかいとは正反対に、宗一郎はむしろ柔やわらかく囁ささやいた。

「もし、明日立てるなら、どこ行ったって構いません。──そんな余よ裕ゆう、残しませんけど」

「っ、」

　冷たい手がジーパンと下着を一いつ緒しよに摑んで引き下ろす。冷え切った指先で脚あしの付け根をなぞられて、下半身から背中にかけて、ざぁっと鳥とり肌はだが立った。

「なに、するつもりだよ」

　声が掠れる。怯おびえるように心臓が不規則に跳はねた。乱暴に髪を摑む宗一郎の手も、背中に感じる気配も、後ろで囁く声こわ色いろも、宗一郎じゃないみたいに冷たい。

「流石さすがの千尋さんも、こんな状況だと勃たたないんですね」

　つぅ、と指先で裏筋をなぞり上げると、宗一郎は耳じ朶だに唇を押し付ける。

「いつもなら、触さわらなくても勝手に濡ぬれるド淫いん乱らんの癖くせに」

「ちが、っ」

「こっちの方が、好きでしたっけ？」

　くちゅ、と中に差し込まれた舌はやっぱり熱かった。耳朶を食はむ唇も、熱っぽく潤うるんでいる。病的なくらいのその熱さはやっぱり宗一郎のもので、そう思った途端にじんと腰の奥が痺しびれる。

「こんな状況でも、こうされるとすぐ興奮するんですね」

「っ、ちがう」

「違ちがわないでしょう。ほんと──なんで、」

　最後まで言い切らずに、宗一郎は唇を離す。性器に絡からんでいた指が離れて後ろへと回り込み、確かめるように臀でん部ぶを撫なでた。

「っ、なに……？」

「ここ、初めてですよね？」

　割れ目を開いて窄すぼまりに触ふれる指先にざっと寒気が背中を走る。待て、そこって、まさか。

「やめ──っッッッッ!?」

　止める間もなく、一息に窄まりに指を突つき入れられた。引き裂さかれるような痛みと圧あつ迫ぱく感かんに目の前が赤く染まる。

「ぁ──ア、っ、ぁ」

　喘あえぐように必死に息を吐はき出す。苦しい。痛い。壁に凭もたれて崩くずれそうになる身体からだを宗一郎は頭を押さえて無む理り矢や理り立たせる。

「こんなんで苦しがってたら、この先持ちませんよ」

「っ、ぐ──っ、ぬ、け──ぁ、っ」

　声を出すだけで、挿いれられたそこへ振しん動どうが響ひびく。異物を追い出そうとぎゅうぎゅうに締しめつけているそこを抉えぐって、宗一郎はより深くを犯おかしていく。無理矢理押し開かれた粘ねん膜まくが裂けそうだと悲鳴を上げる。

「っ、ぁ…い、たいっ」

「我が慢まんしてください。まだ入れるんですから」

　ぱつぱつに引き伸のばされた穴の縁ふちを指先がこじあける感かん触しよくに、サァッと血の気が引いた。

「っ、やめ──っ、あぁ!?」

　暴れて逃にげ出そうとすると、中を抉る指が乱暴に蠢うごめく。ろくな抵てい抗こうもできないまま、二本目を押し込まれる。

「ぁあああああああっ!!」

　内側から引き裂かれそうな痛みに、喉のどの奥で悲鳴が爆はぜる。壊こわれそうに痛いのに、どう考えてもこれ以上はもう限界なのに、宗一郎はやめてくれない。閉じかけの内側をこじ開けて、かきまぜながらもっと深くを引き裂いていく。

「ぁ──あ、も、やだっ、も、」

「まだ、です」

　宗一郎の声が遠い。ぐちゃ、と耳みみ障ざわりな音ばかりが鼓こ膜まくに響く。中でバラバラに蠢く二本の指が広がるはずのないぬかるみを無理矢理押し広げていく。

「っは、や、だ、…も、やめ──っ、ぁ!?」

　膝ひざが崩れそうになった瞬しゆん間かん、蠢いていた指が腹側の一点を引っ搔かいた。痛みの中で瞬またたくような小さな別の感覚に目を見開く。今の、なに。

「ここ、イイんですね」

「ぁっ…や、ぁ、そこ──っ!?」

　もう一度、確かめるように同じ箇か所しよを引っ搔かれる。神経に直接響くような快感に、息を飲んだ。ぶわ、と勝手に涙なみだが零こぼれる。

「は、ぁ、や──ぁあっ」

「ここ、ですよね？」

　きゅう、と締まったそこを拓ひらき直すように、宗一郎はぐりぐりとさっきの場所をこね回す。ちかちかと瞼まぶたの裏側が白くなった。さっきより激しく抉られているのに、痛くない。痛いよりも、もっと、そうじゃなくて。弄いじられてるそこから、溶とけそうに、熱い。

「ぁ、や、ぁっ…だめ、っ、あ、ぁ」

「駄だ目め、じゃないでしょ。千尋さん、もう自分から腰振ふってる。こっちだって、もう」

　頭を押さえつけていた手が滑すべり落ちて、前へと回る。ガクンと落ちかけた腰を抱かかえ込むように支えながら、その指先が、俺の性器へと触れた。額を壁にこすり付けて、下を見る。ぐちゃぐちゃな視界の中でも、それがどうなってるのかくらい分かった。

「もう、とろとろじゃないですか。僕のなんて挿れたら、それだけでイきそう」

「イかな、いっ、ぁ──っぁあッッ!?」

　纏まとめられた指が、勢いをつけて一気に抜ぬかれた。わざとさっきのポイントを引っ搔くようにされて、溜たまっていた熱が放出され──ない。

「は、ぁ──ぁ、あ」

　イった時みたいに頭の中が真っ白になったのに、腰の奥の熱量は、むしろ温度を上げて疼うずき続ける。

「な、んで……？」

　は、は、と荒あらい呼吸を繰くり返すうち、視界を覆おおっていた涙が落ちる。クリアになった視界の中、宗一郎の指が、はちきれそうな性器の根本をきつく握にぎって戒いましめていた。

「イきたくないんでしょう？　協力してあげますよ」

「はな、せっ…これ、やだ、ぁっ」

　解放されないまま先せん端たんを擦こすられて、吐き出せない熱が痛い位にそこを苛さいなむ。はちきれそうな快感と、さっきまで弄られていた内側の痛みが絡まり合って、またそこへと熱が溜まる。

「ぁ──あ、ぁ」

　ループする快感に引きずられるように、ひくひくと窄まりが喘いだ。さっきまで埋うめ尽つくされていた内側が、寂さびしがるように収縮する。なんで。痛いはずなのに。こんな、

「欲しい、ですか？」

「ぁ──ぁ」

　つぷ、と僅わずかに突き入れられた指に喘ぎ声が勝手に零れる。違う、なんで、

「縛しばられて犯されて、こうやって我慢させられて──それでも欲しがるなんて、千尋さん、ほんとはマゾなんじゃないですか？」

「ちが、──ぁあっ」

　挿れていた指で軽く内側を引っ搔くと、宗一郎はその指を引き抜く。代わりに太ふと腿ももに熱い塊かたまりが押し当てられた。どくどくと脈打つ凶きよう悪あくなそれが何なのかを理解する前に、窄まりにぐ、と押し付けられる。

「すぐに、埋めてあげますから──イかないように、我慢してくださいね」

　性器を戒める指に力が籠こもる。次の瞬間、熱い塊が突き入れられた。

「──っっあぁあああッッッ!!」

　内臓を押し上げるような衝しよう撃げきと、内側から真っ二つに引き裂かれそうな痛みと、麻ま薬やくを脳のう味み噌そに打たれたみたいな凶悪な快感に、甲かん高だかい悲鳴が喉から溢あふれる。熱い。痛い。怖こわい。嫌いやだ。

「っ──すごい、熱いですね」

　ぐ、と奥まで押し込むと、宗一郎は呻うめく。背中に押し付けられた唇くちびるから、熱い吐と息いきがじわりと滲にじむ。どくどくと凶悪な昂たかぶりを奥に感じた。身体は昂ぶっているのに、宗一郎の声は押し殺したように苦しげだった。ほとんど縋すがりつくようにして俺の腰こしを抱えて、服越ごしに嚙かみつく。

「千尋さん──三日くらい、起き上がれなくしてあげますよ」

「ぁ、あ、やだっ…や、め…っ、ぁ、ああっ!?」　>>>♥

　腰を一度引くと、宗一郎は滅め茶ちや苦く茶ちやに腰を突き入れ始める。何もかもをぶち壊しにするような激しい抽ちゆう挿そうに、視界も頭の中もぐちゃぐちゃになる。それでも、必死に首を巡めぐらせて、宗一郎の顔を見た。泣き出しそうに歪ゆがんだ表情。

　なんで、また、そんな顔するんだよ。

「そ、いちろ、っ…」

　名前を呼ぶことしかできない自分が悔くやしかった。手首の戒めが憎にくらしかった。これがなかったら、せめて正面から抱だき締めてやれるのに。

「そ、いちろっ、そう、いち、ろうっ……」

　言いたい言葉の代わりに、ただただ宗一郎の名前を繰り返す。

　どちらのものとも知れない涙が冷たい床ゆかに零れ落ちた。







　その人は、いつも寂さびしそうに笑っていた。

　綺き麗れいな金きん髪ぱつの、着物姿の背の高い人。いつも工場の前でぼんやりしていて、一人で父親を待っていると、いつも一いつ緒しよに遊んでくれた。

　──僕は、ここから離はなれられないんです。

　ぽつんと一人、佇たたずんで、寂しそうにその人は言った。

　だから、毎日花を届けた。ここには咲さかない小さな花をいくつも摘つんで、毎日、毎日。みすぼらしいちっぽけな花束を、その人は大切な宝物みたいに受け取ってくれた。

　いつも寂しそうなその人が、自分と居る時だけ柔やわらかな笑え顔がおになるのが、心の底から嬉うれしくて、同時に少し、悲しかった。

　だから、俺は、




「──絶対に、幸せになってください」




　誰だれかが俺の頭を撫なでる。少しだけ遠えん慮りよするような、それでも優やさしいその掌てのひらを俺は確かに知っていたのに──どうしてお前は、いつだって離れていくんだよ。







「──っ」

　水みな底そこから引き上げられるように、唐とう突とつに意識が覚かく醒せいした。視界の真ん中で、ゆらゆらと電気の紐ひもが揺ゆれている。カーテンごしに、外の光が部屋の中を薄うすぼんやりと照らしていた。もう、朝か、とぼんやりと考え、はっとする。

「っ、宗一郎──っっ」

　跳はね起きて、全身に走った痛みにまたベッドへと沈しずみ込んだ。

「っ……」

　腰が、痛い。下半身が重たい。背中の嚙み痕あとがずきずきと疼く。

　昨夜何をされたかが瞬しゆん時じにフラッシュバックした。泣きそうな、宗一郎の顔も。

「……あの、馬ば鹿かっ」

　枕まくらに頭を埋めて呻く。柔らかな布ふ団とんと、清潔なスウェットの匂においに腹の底が熱くなった。

　滅茶苦茶に犯おかされて内側も外側もどろどろにされていたはずなのに、身体からだは綺麗に拭ふき清められていた。俺が気絶してから、宗一郎がやったのか。

　──こんな時まで、なに俺の面めん倒どうなんか見てるんだよ。

　内側の疼とう痛つうを堪こらえながら、今度は慎しん重ちように身体を起こす。枕まくら元もとに放ほうられていた携けい帯たいで時間と日付を確かく認にんすると、まだあれから六時間も経たっていなかった。

　そっとベッド脇わきに脚あしをついて、無む理り矢や理り立ち上がる。多少ふらつきはするものの、歩けないわけじゃなかった。三日くらい起き上がれなくする、なんて言いながら、手加減したのか。それとも、もう、そんな体力、残されていなかったのか。

「宗一郎、」

　不ふ穏おんに跳ねる心臓を抑えて、名前を呼ぶ。

　返事はなかった。

「おい、宗一郎？」

　部屋を見回す。家具の少ない六畳じよう半はん。金属ラックとクローゼットとテーブルしかない狭せまい部屋には、金属ラックとクローゼットとテーブル以外、何もなかった。

「っ、」

　慌あわてて廊ろう下かに出る。廊下脇わきのキッチンには、宗一郎が愛用していたフライパンが綺麗に洗って置かれていた。風ふ呂ろ場ばの扉とびらを開くと、お役やく御ご免めんになったペットボトルだけが洗い場の隅すみっこに転がっていた。トイレにも、玄げん関かんにも、どこにも、宗一郎はいない。ただ、

「っ」

　玄げん関かん脇の下げ駄た箱ばこの上。

　宗一郎が着ていた、Ｔシャツとパーカーとダメージジーンズが、綺麗に畳たたまれて置かれていた。その上に、俺が財さい布ふに入れていた中身が──数枚の札といくらかの小こ銭ぜにと保険証ポイントカードキャッシュカードが、一つの漏もれもなく載のせられていた。まるで、お別れの挨あい拶さつみたいに。

「……ふざ、けんな」

　声が震ふるえた。畳まれたＴシャツをきつく摑つかむ。何かに縋らないと、膝ひざから崩くずれそうだった。

　なんで、そうなんだ、お前は。どうして、俺に、何もさせてくれないんだ。今まで散々、俺に色々しておきながら、どうして俺には、何にも。

　──僕のせいで、千尋さんに、何も失なくして欲しくない。

　だったら、お前がいなくなったら、駄だ目めだろ──一番。

「っ……」

　その場でスウェットを脱ぬぎ捨てて、宗一郎が置いて行った服へと着き替がえる。少しだけ大き目の、けれど、着られない事はないサイズに喉のどの奥が熱くなる。

　──フリーサイズだから千尋さんも着れます！

　あの時、宗一郎はそう言った。あの時から、こうなることを予想していたのか。

「馬鹿……」

　宗一郎の残り香がに視界が滲んだ。服だけじゃない。この部屋には、もう、宗一郎の気配がしっかりと染しみ着いている。

　あいつだけがいないなんて、もう、耐たえられないくらいに。

　だから、

「絶対、連れ戻もどす」

　携帯と金をポケットに突つっ込む。一度部屋に戻って、宗一郎のジャケットを羽織った。俺と色いろ違ちがいの、お揃そろいの、ジャケット。あの浴衣ゆかたでうろついてるなら、きっと寒いだろうから。見つけて投げつけて一発二発引っ叩ぱたいて、今度はちゃんと、抱きしめる。

　消えるなんて許さない。絶対に。

　ふらつく足に力を籠こめて、俺は外へと飛び出した。







　コンビニ、スーパー、本屋、『順子』、競馬場──片っ端ぱしから探し回って、最後に辿たどりついたそこで、耐え切れずに膝をついた。

　前に一度だけ来た、あのラーメン屋の駐ちゆう車しや場。元工場跡あと地ちのそこは、今日も車一台停とまっていない。冷たいアスファルトにへたり込んで、息をつく。足に力が入らないのは、無理して走ったからだけじゃなかった。

　駐車場の片かた隅すみには、今日も、花束が供えられていた。

　紅葉もみじと銀杏いちよう、それから、キンモクセイだけの、ちっぽけな花束。手を伸のばして触ふれると、まだ瑞みず々みずしさを残した小花がほろりと落ちる。

　誰が供えたかなんて、決まっていた。

「宗一郎……」

　最後に、ここに来たかったのか。

　一番大切だった人に花束を供えて。思い出だけを大切に抱かかえて──そのまま、消えてしまったのか。

「──っ」

　悪い方向に傾かたむきそうな考えを振ふり払はらって、立ち上がる。

　まだ宗一郎は、消えてない。まだきっと、探しきれていない場所があるはずだ。どこか、きっと、まだ、俺が知らない、宗一郎にとって大切な場所が。

　必死に今までの宗一郎を思い出す。あいつが行きたがってた場所、あいつが欲しがってた物、やりたがってたこと。探せばきっと、何か、あるはずで。それなのに、

　──千尋さん千尋さん！　本物ですよね！　千尋さんっ!!

　──これですよね！　千尋さんが欲しかったの！

　──ね、美味おいしいでしょ？

　──僕は、千尋さんを幸せにしたい。

　──だって僕は、千尋さんの、財布ですから！

「……ふざけんな」

　何を思い出しても、宗一郎が欲しがっていたものは見つからない。

　分かってた。思い知ってた。

　あいつはいつだって、俺のことばっかりで。いつだって、俺は、あいつから貰もらうばっかりで。何も、何一つ、返せていない。

　行きたがってた場所、欲しがってた物、やりたがってたこと、全部。

　返したいと痛い位に思う。

　あいつから貰ったものを、あいつに。馬鹿みたいに俺の事ばっかりだったあいつに。俺のことを幸せにしたいなんて言う、あいつに。たとえあいつが、他ほかの誰だれかと重ねていたんだとしても。

　それでも、俺は、あいつを──宗一郎を、幸せに、したい。

「──っ」

　地面に置かれた花束を拾い上げる。キンモクセイの小さな花がはらりと落ちた。甘く強い香かおりに引きずられるように、脳のう裏りに懐なつかしい風景が過よぎる。

　この近くにあった、小さな花か壇だん。角を曲がってすぐ脇、屋根の赤い小さな家の玄げん関かん先さき、いつだってそこには花が溢あふれていて、こっそり摘つんではよく怒おこられた。

　──誰が？

「──っ」

　最初からそこにあったみたいな当たり前さで浮うかんだ風景に、思わず花束を取り落とす。

　カサリ、と乾かわいた音と一いつ緒しよに、束になっていた草花がほどける。風で広がるキンモクセイの小さな花。甘い香り。懐かしい──小さな、花束。

「あ──」

　頭の中、ぶわ、と憶おぼえのある風景が溢れだす。

　工場の隣となり、錆さび付いた郵便ポストがあった。よく母が手紙を出していたのを憶えている。

　少し行った曲がり角には、小さな祠ほこらがあった。帰り道、家族三人でたまにお参りしたのを憶えている。

　少し行けば老舗しにせの寿す司し屋や。生いけ簀すに泳ぐ魚たちをよく一人で眺ながめていたのを憶えている。

　坂道を上れば、昔通っていた学校。きつい坂道を必死に走ったのを憶えている。早く、早く、会いたくて──

　──誰だれに？

　決まってる、そんなもの。

　次々に浮かぶ思い出が、泡あわみたいに瞼まぶたの裏でぱちぱちと弾はじける。その度たびに、あの葬そう式しきの時みたいに──その何倍もの勢いで、隙すき間まだらけだった記き憶おくのパズルが埋うめられていく。

　最後に出来上がる光景が、目の前の現実と重なっていく。

　──ここね、昔は工場があったんです。

　──座ざ敷しき童わらしの僕が、最後に憑ついた場所です。

　糸が、繫つながり始める。

　気づいたら走り出していた。

　駐車場の隣、錆さびだらけの郵便ポストはまだあった。

　曲がり角の小さな祠、供え物が綺き麗れいに並べて置いてあった。

　老舗の寿司屋は相変わらずで、生簀では優ゆう雅がに魚が泳いでいた。

　そしてその先、きつい坂道を下って曲がると、赤い屋根の家があった。花壇には、満開の、キンモクセイの花。その枝の一本が、ついさっき折られたように、白い内側を覗のぞかせていた。

　震える手を折れた枝へと伸ばす。触れた懐かしい感かん触しよくに、胸の奥が熱くなった。

　そうだった。

　いつもいつも勝手に摘んで、怒られたのは、俺だった。

　それでも、少しも懲こりなかった。怒られても構わなかった。

　いつも寂さびしそうな藍あい色いろの瞳ひとみが、嬉うれしそうに柔やわらかく笑えむのを見たかったから。

　あの、寂しがりな座敷童を、少しでも幸せにしたかったから。

　だから、

　──絶対に、幸せにするから。

　どうして、忘れてしまったんだろう。

　そう、約束したのは、俺の方だったのに。

「早く、言えよ、馬ば鹿か……っ」

　花壇の縁へりに拳こぶしを押し付けて呻うめく。

　どうして、早く思い出さなかったんだろう。あいつはずっと、俺しか、見てなかったのに。

「っ、」

　自己嫌けん悪おに任せて拳を振り上げる。そのまま花壇の縁へと叩きつけようとしたその時、

　まるで、それを窘たしなめるように、無機質な電子音が鳴り響ひびいた。

　取り出した携けい帯たいの画面、表示される発信者は公衆電話で、微かすかな期待に心臓が跳はねる。

　宗一郎からだろうか。いや、そうじゃなくたっていい、目もく撃げき情報だけでも構わない。あいつと繫がるなら、なんだって。

「誰だ」

　震ふるえる声で電話に出る。と、電話の向こうで、覚えのある声が名乗りもせずに喚わめき散らした。

『ちょっと千尋さん！　今どこ!?』

「……藍川？」

　声質と口調で大体の当たりをつける。そういえば今日会う約束をしていたんだった。

「悪い、今日はもう会えないから、だからまた今度、」

『それどころじゃないってば！　宗一郎が、』

「っ、宗一郎!?」

　思わず電話を落としそうになった。

「宗一郎がそこにいるのか!?」

『いないから電話してるんじゃん！』

「なんだよそれ、どういうことだよ!?」

　怒ど鳴なりつけたところで、ガサッと衣きぬ擦ずれのような音が響き藍川の声が遠くなる。代わりに、ドスの利きいた低い声が電話口から零こぼれた。

『おい、千尋か？』

「竜さん？　今どうなってるんですか？　宗一郎は？」

『いいから、落ち着いて聞けよ』

　重いため息が、携帯から洩もれる。一呼吸分の間を置いて、竜さんは苦い口調でこう言った。

『宗一郎が、攫さらわれた』







「──今朝、宗一郎が電話してきたんだよ」

　テーブルに置いた拳をきつく握にぎりしめて、藍川は少しずつ話し始める。

『順子』二階のＶＩＰルームの中央テーブル。藍川を挟はさみ込むようにして、俺と竜さんは黙だまって藍川の言葉を待った。じりじりと炙あぶられるような焦あせりを必死に飲み込む。

　電話では結局『宗一郎が攫われた』としか言われなかった。後は直接会って話す、とだけ。だから、まだ何も分からない。けれど、いつも生意気な藍川が、青い顔で微かに肩かたを震わせている時点で、嫌いやな予感がしていた。

「公衆電話からだったんだけどさ、」

　掠かすれた声を誤ご魔ま化かすように何度か咳せきをして、藍川は虚きよ勢せいを張った声で続ける。

「昨日の件で話があるって言われて、俺、てっきりボディガードのこと、断りに来るんだと思ったんだよ。宗一郎、元々すごい反対してたし」

「それで？」

「前に行ったファーストフードの店あるじゃん？　あの前で待ち合わせして。行ったら宗一郎が、浴衣ゆかたみたいな変な服着て立っててさ。滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこってる感じのすごい怖こわい顔してたから、ちょっと遠くで様子見てたんだよ。そしたら、変な奴やつらに声、っ、かけられて、」

　その時の事でも思い出したのか、藍川はぎゅっと自分の身体からだを抱だき締しめる。

「っ、最初は、誰か探してるみたいだったんだよ。この辺にオカマのやってる焼き鳥屋はないかって聞かれて、多分、『順子』のことかなって思って。俺、知ってる、って答えちゃったんだ」

「一平さんの知り合い？」

「違ちがう。あいつら、一平さんに用なんてなかった」

　緊きん張ちようしたように細く息を吐はいて、藍川は小さく零す。

「あいつらの狙ねらいは──俺」

「藍川？」

　深く俯うつむいて、藍川は消えてしまいそうな小さな声で続ける。

「『順子』への道、タブレットで検けん索さくしようとしたんだ。そしたら、取り上げられて、そのまま路地裏に連れ込まれた。五人くらいに囲まれて、ナイフ持った刺青いれずみの奴とかもいて……そいつらに、服、とか、脱ぬがされて、」

　一度、むせ返るように咳せき込んで、藍川は首を振ふる。よく見ると藍川のシャツはやけにサイズが大きかった。竜さんに借りたのかもしれない。嫌な予感が膨ふくらんだ。

「お前、大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「大丈夫だったよ。ギリギリで何にも、されなかった。──俺は」

　強調するようにそう言うと、藍川は顔を上げて俺を見る。

「リーダーみたいな奴に、『お前が藍川香か』って、聞かれた。多分、あいつら、俺の事知ってて、色々調べてたんだと思う。けど俺、その時はもう怖くて何にも言えなくて、そのまま──っ、色々、されそうになったとこで、宗一郎が来たんだ」

　不意打ちで出された名前に、息を飲んだ。

　宗一郎が、いた。やっと、見つけた。

　逸はやる心臓を抑おさえつけて、藍川に問いかける。

「それで、宗一郎は？　どうしたんだ。っていうか何してんだあいつ!?」

「たぶん、俺がちっとも来ないから探しに来たんだと思う。いきなり出てきて、そこにいる奴ら全員に喧けん嘩か売るみたいな態度で──『僕が藍川香ですが、何か』って」

「っ──」

　こんな時に何してんだあの馬鹿は！

「それで、どうしたんだよ!?」

「俺の代わりに車乗せられて、連れてかれた。ごめんなさい千尋さん！　俺のせいで宗一郎が、」

　身体ごと俺の方を向くと、藍川は深く頭を下げる。相当怖かったのか、それとも、今、俺を怖がっているのか、その肩はずっと小刻みに震えたままだ。ヤクザの息子むすこの癖くせに──いや、ちょっと前まで、普ふ通つうの高校生だったんだから、当たり前か。

「大丈夫だ。お前のせいじゃない」

　乱れた金きん髪ぱつをくしゃりと撫なでて、小さく息をつく。

　本当のところ、少しだけ、ほっとしていた。何の手がかりもないよりはきっとマシだ。あまり良い手がかりではないけど。それでも、宗一郎は、まだ、消えてない。

「千尋さん、怒おこって、ない？」

「怒ってない。あの馬鹿に対しては本気で怒ってるけど」

　怯おびえた目で見上げる藍川の頭をぐしゃぐしゃと撫でて、竜さんを見る。

「宗一郎を連れてった連中、心当たりは、あるんですよね」

　ずっと黙って話を聞いていたからには、何か知っているに違いない。そうでなければ、こんな所で油を売っているはずがない。

　予想通り、竜さんは深く頷うなずいた。同時に、重いため息を吐く。

「恐おそらく、門脇組の下っ端ぱだ」

　ぎょろりと鋭するどい視線の先、親指のない手に、携けい帯たい電話が握られていた。開いたメール画面をさっと流し読みして、小さく頷く。

「山王会に脅きよう迫はく電話が入った。『藍川香を預かったから、身みの代しろ金きん一千万円を寄よ越こせ』だそうだ」

「一千万円!?」

「舐なめた数字だ。連中、身代金の相場も知らないらしい」

　顔をしかめて竜さんは吐き捨てる。

「うちのシマで俺たちを脅迫するようなチンピラなんて、門脇の手合いしかいねぇ。多分、かなりの下っ端連中だろうがな。坊ぼつちゃんの顔も知らない上に、会長の血けつ縁えんに手を出すような馬ば鹿か、上層部にはまずいねぇ。そんなことしたら戦争になるのは目に見えてる」

「相手は、『組』じゃない、ってことですか？」

「恐らくな。上納金使い込んだ下の連中が、短たん絡らく的に誘ゆう拐かいなんかを企くわだてたってとこだろう。縄なわ張ばり破ってまでクスリ捌さばいてたのもその手合いか──弱体化してから教育がなってねぇってのは聞いていたが──堕おちるところまで堕ちたもんだな」

　顔をしかめて呻うめくと、竜さんは携帯に何かを打ちこむ。

「ともかく、坊ちゃんの無事は俺から連れん絡らくを入れた。今のところ、組の方じゃただの悪戯いたずらだと思われてる。だから、組同士の戦争になるようなことはねぇ」

　無む理り矢や理り纏まとめるような言い方に、違い和わ感かんを覚えた。

「待ってください。宗一郎はどうなるんですか」

「──下っ端だろうが何だろうが、門脇は門脇だ。俺たちが組として動く訳にはいかない」

　持って回ったような言い方だった。

「まさか、見捨てるってことですか？」

「しばらく待てってことだ。今、うちの組の連中に連絡回してる。脅迫電話の件もあるから、すぐには動けねぇだろうが──来週あたりには事務所ごと襲おそって助け出すさ」

「来週──!?」

　竜さんから宣告された日付に、愕がく然ぜんとする。そんな時間、宗一郎には残されていない。助け出すその前に、宗一郎が消えてしまう。全然、間に合わない。

　けれど──一千万円、あれば。

「身代金、一千万円ですよね？　一千万円払はらえば、宗一郎は返して貰もらえるんですよね？」

「は？」

　怪け訝げんな顔をする竜さんを無視して、項うな垂だれている藍川の肩を摑つかむ。

「藍川、ボディガード代の五百万円、今すぐ、払えるか？」

「今、すぐ？」

　気け圧おされたように、藍川は鞄かばんの底から紙包みを取り出す。

「一応、今日払うつもりだったから──ある、け、ど」

　全部言い切るのを待たずに、藍川の手ごと包みを摑んだ。

「今すぐこれ、俺にくれ！　ボディガードなら後でいくらでもしてやるから！」

「は？　ちょっと待って千尋さん!?」

　驚おどろいている藍川の手から、勝手に包みを奪うばい取る。

　五百万円、貯金と合わせて七百万。残り三百万、競馬で稼ぐ余よ裕ゆうなんてない。

　だから、

「俺に、金貸してください！」

　藍川と竜さん、二人に膝ひざを向けて頭を下げる。

「何でもするし何してでも返すから、あいつを取り返せるだけの金を今貸してください！　俺に、あいつを返してください！」

　額を床ゆかに擦こすり付けて懇こん願がんする。

　返事はなかった。ただ戸と惑まどうような不自然な沈ちん黙もくだけがその場に落ち──

「なぁにをやっとるんじゃ、お前さんは」

　唐とう突とつに、背後から呆あきれたようなしわがれ声が聞こえた。

「え──」

　こんな所で聞くはずのないその声に振り返って目を見開く。

「昨日ぶりじゃのう、元気にしとるか？」

　すぐ背後。赤いジャージの『神様』が、缶かんビール片手に飄ひよう々ひようと胡坐あぐらをかいていた。







「は──？　ちょっと待て爺じいさん何でここに!?　っていうかどっから入ったんだあんた!?」

「なに、宗一郎が世話になっとると聞いて、遊びに来ただけじゃよ。ちなみに普通に玄げん関かんから入った。宗一郎の祖父じゃと言ったら歓かん迎げいされたぞ、セキュリティが甘いのぅ」

　シシシと笑いながら爺さんはくいっとビールを呷あおる。その缶の底を俺はひょいと摘つまみ上げた。

「……この状じよう況きようで何飲んでんだクソジジイ」

「ぶふぉっ！」

　ビールが気管に入ったらしくむせ返る爺さんから、缶を取り上げゴミ箱に放ほうる。

「ええと……なにこの小こ汚ぎたない爺さん」

「……警察呼ぶか？」

　唐突に現れた不ふ審しんな年寄りに、藍川と竜さんは怪訝な顔でひそひそ漏もらす。戸惑いと不信感をたっぷり含ふくんだ視線を受けて、爺さんはムキーっとおかしな鳴き声を上げて地団太を踏ふんだ。

「小汚い爺さんとは失敬な！　神様じゃ神様！」

「……千尋さん、この人千尋さんの知り合い？　脳外科とか連れてった方がいいんじゃない？」

「いや、とりあえず老人介かい護ご施し設せつだろ。うちの系列の、紹しよう介かいするぜ？」

「すいません知り合いでも身内でもないです！　赤の他人です！」

　シリアスな空気を一気にぶち壊こわしにした爺さんの襟えり首くびを摑みあげる。ひょいと持ち上げてそのまま部屋の外へ叩たたき出そうとしたところ、襖ふすまにしがみついて全力で抵てい抗こうされた。

「待てい！　『赤の他人』じゃなかろう！　むしろ『お義父とうさん』レベルの深い仲じゃろうが！」

「うっさい誰だれが『お義父さん』だ！　今あんたと遊んでる暇ひまないんだ帰れ!!」

「帰らん!!　お前さんだって儂わしが帰ったら困るはずじゃ!!」

　げし、と俺の脛すねを蹴けり飛ばすと、爺さんは華か麗れいに床に着地した。

　大した力じゃないが、泣き所なだけあって座り込むくらいには地味に痛い。

「っ──何するんだこのクソジジイ!!」

「クソジジイじゃない、神様じゃ。全く最近の若者は礼れい儀ぎがなっとらんのぅ──これから手を貸してやろうというありがたーい神様に向かってこの仕打ちとは……いやはや情けない」

「手を、貸す──？」

　予想外の言葉だった。眉まゆをひそめる俺の前で爺さんはシシシと笑ってみせる。

「金、必要なんじゃろ？　身代金で一千万円。今、すぐに」

「……あんた、どっから聞いてたんだ」

「『俺に、金貸してください』じゃったか？　『俺にあいつを返してください』？　なかなか必死の『お願い』じゃのぅ。神様としては放っておけんよ」

「はぁ？」

「ちなみに、丁度ここに、一千万円あると言ったら、お前さんはどうする？」

　俺の言葉を無視して、爺さんは懐ふところから何かの束を取り出す。十数枚のチケットが束になったそれは、少なくとも一千万の札束には見えなかった。

「おい爺さんふざけんのもいい加減にしろよ」

「ふざけとらんよ。お前さんだって『コレ』で稼かせごうとしとったんじゃろうが」

　シシシシと笑うと、トランプのように爺さんはそれを広げて見せる。

「馬券──？」

　映画チケットのようなそれには、黒字で一か月前の日付と、レース名が印刷されていた。

「あ！」

　後ろで傍ぼう観かんしていた竜さんが、爺さんの馬券を指して声を上げる。

「そのレース、大おお番ばん狂くるわせが出た奴やつじゃねぇか？　確か配当一千万超ごえも出たはず──」

「その通り。よく知っとるのぅ。買った本人ですらまーったく覚えとらんかったというのに」

　意味深に笑うと、爺さんは俺に目配せする。

「一か月前、お前さんが儂にくれたんじゃが──もう、忘れたか？」

「え──あ、」

　思い出した。

　そういえば、競馬場で再会したあの時、宗一郎が買ってきた馬券を八つ当たりで押し付けた。

　けれど──まさか。

「その、まさか、じゃ。番狂わせ分全ぜん制せい覇は。合わせて一千万円の大勝。──宗一郎の運はヤバいって、言ったじゃろ？」

　パタパタと扇おうぎ状じようにした馬券で自身を煽あおぐと、爺さんはわざとらしくため息をつく。

「ただのぅ、正直儂は金とかどうでもいいんじゃよ。なんてったって神様じゃからのぅ。貰ったって使い道がない。それに、金を入れる財さい布ふもない」

　そう言うと、爺さんは俺に向けて馬券を差し出す。

「そういう訳で、お前さんに返す。換金して、ちゃんと財布に入れなさい」

「……いい、のか？」

　恐おそる恐る、手を伸のばす。

　ぺらぺらのそれは、とても一千万円に代わるものには見えなかった。けれど、これがあれば、宗一郎を、取り戻もどせる。宗一郎を──消させずに、済む。これで。

　触ふれたら消えてしまうんじゃないかと思ったそれは、指先で摘つまんでもなくならなかった。ほっとした途と端たんに、喉のどの奥から熱い何かがこみ上げる。必死にそれを飲み下した。

「……ありがとう、爺さん」

「礼はいらんよ、儂は、『神様』じゃからのぅ」

　一千万の馬券をあっさり俺に引き渡わたすと、爺さんはくしゃりと皺しわだらけの笑えみを浮うかべる。

　まるで、息子むすこを託たくす、親みたいな。

「これからも、宗一郎をよろしく頼たのむな」

　ぽん、と一度、俺の頭を軽く叩くと、爺さんはくるりと踵きびすを返す。千鳥足でふらふらと襖を開けて部屋を出た。危なっかしい足取りにはっと我に返る。

「おい爺さん危な──」

　慌あわてて開けた襖の先──廊ろう下かにも階段にも、爺さんの姿はどこにもなく。シシシ、と楽しげな笑い声の名な残ごりだけが、微かすかに空気を震ふるわせていた。







　駅から車で一時間。街外れの廃はい工場が、脅きよう迫はく電話で指定された場所だった。

　周りにあるのは空っぽのビニールハウスと、誰も居ない畑だけ。何か騒さわぎがあったとしても、通報すらされないような、寂さびれた田舎いなか。身みの代しろ金きんの受け渡し場所としてはぴったりの場所だった。

　一千万円の詰つめ込まれたスポーツバッグを肩かたにかけ直して、俺は一つ息をつく。

　少し離はなれた場所では竜さんと藍川が車で待機しているはずだった。

　──一千万円、連中に渡して、宗一郎を取り戻す。

　そう言った時、竜さんも藍川も反対した。金を渡したからと言って、連中が素す直なおに宗一郎を返すとは限らない。一度でも要求を吞のめば、連中はきっと調子づく。今度は、本物の藍川が狙ねらわれる可能性だって、ある。

　その可能性の全すべてを潰つぶす方法が、一つだけ、あった。

　作戦とも言えないそれに、竜さんも藍川も怪け訝げんな顔をしていたけれど、最終的には折れてくれた。だからもう、やるしかない。

　錆さび付いた重い扉とびらを両手で引き開ける。踏み入れた途端、埃ほこりと錆さびが混ざったような粉っぽい空気にむせそうになった。埃のたっぷり積もった打ちっぱなしのコンクリートの床を、足音を殺してゆっくり歩く。潰れた時のままずっと放置されているのか、薄うす暗ぐらい工場内には、錆びの浮いたドラム缶かんや工作機械の残ざん骸がいが蜘蛛くもの巣まみれでひそりと息を潜めている。

　そう広くもない煤すすけたその工場の奥、背せ凭もたれの外れたベンチを囲むようにして、数人の男が屯たむろしていた。何が楽しいのか、下品な声を立てて笑っている。山王会に喧けん嘩かを売っている自覚もないのか、全体的に緩ゆるみ切った雰ふん囲い気きは確かに、『調子づいた下っ端ぱ』だった。威い厳げんも威圧感もない、けれど──何をしでかすか分からない怖こわさのある、チンピラ。アクセサリーみたいに弄もてあそんでいるナイフで、考え無しに人ひと質じちを刺さしてもおかしくないような。

「っ」

　密集した男たちの隙すき間まで、金きん髪ぱつがきらめくのが微かに見えた。

「宗一郎──!?」

　埃で滑すべる床を蹴る。踏み出したところで、背中に重い衝しよう撃げきを食くらった。

「っ、ぐ」

　踏み込みの勢いのまま前のめりに転んだ。両手を床について起き上がろうとしたところで、二発目。蹴りの後も衝撃は退ひかず、背中から肩をにじられた。尖とがった革かわ靴ぐつの爪つま先さきが肩の関節へとめり込む。骨の軋きしむ音が身体からだの内側で響ひびいた。

「っ……、ぐ」

　力の入らない片かた腕うでで、スポーツバッグを抱だき寄せる。ち、と小さな舌打ちと一いつ緒しよにそのバッグも別の誰かに踏ふみつけられた。顔を上げる。複数の脚あしが周りをぐるりと取り囲んでいた。

「遅おせぇんだよ、カス！」

　工場全体に響く様な罵ば声せいと、それに連なる笑い声。どうやら後ろにも数人隠かくれていたらしい。

「千尋さん!?」

　切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴に目を向ける。取り囲む脚の間から、確かに見えた。ほんの数メートル先に、宗一郎が、いた。ガムテープで両手両足を拘こう束そくされて、目を見開いて、俺の方を見て。

　なにびっくりしてるんだ、馬ば鹿か。

「なに──やってるんですか。何で、こんな所に来てるんですか!?」

「うっさい！　お前が悪い！」

　動どう揺ようしきった怒ど鳴なり声に対して負けじと大声で怒鳴り返す。

「なに勝手に家出してんだ!?　なに勝手に捕つかまってるんだ!?　なに勝手に消えようとしてんだ!?　俺が！　いつ！　そんなことしていいって言ったこのアホ財布！」

「っ、こんなとこまで来てる千尋さんの方が僕より数倍アホですよ！　なに考えてるんですか状じよう況きよう分かってるんですか!?」

「知るか！　俺の財布なら黙だまって俺に助けられとけ！　この大馬鹿野や郎ろう！」

　いくらでも怒鳴りつけてやりたかった、けれど、その前に横よこ面づらを容よう赦しやなく蹴けり飛ばされる。衝撃に視界が白く瞬またたく間に後ろから踏みつけられて、コンクリートに顔面から押しつけられる。口の中に埃と鉄の味が広がった。

「俺たち無視して二人の世界作ってんじゃねーよ。お前はこいつの恋こい人びとか？」

　男の言葉に触しよく発はつされてか、品のない笑い声がど、と広がる。

「そりゃいいや、あの山王会の隠し子がホモ野や郎ろうとかなぁ」

「後でケツの穴にブチ込んでやろうぜ？　イイ顔で啼ないてる所、たーっぷり撮さつ影えいしてよ」

　ギャハハ、と悪意剝むき出しの笑い声に、吐はき気がした。

　こいつらに仁義や矜きよう持じはきっとない。思いつきで暴力を振ふるう、『教育のなっていない』チンピラ。こんな奴らに、宗一郎は、渡さない。

「しっかし、親の財力ってすげぇよな？　身代金一千万、ちゃーんと用意してもらえるとか」

　ままならない視界を引っ張り上げて睨にらみつけると、頭を踏みつける力が増した。

「やっぱ、親が違ちがうと人生違うよなぁ？　俺の親おや父じなんて、下手打ってカモに自殺されて、おかげで俺までこっちの道引き込まれたってのに！」

「っ、が」

　八つ当たりめいた力で蹴り飛ばされて、意識が飛びそうになる。宗一郎の悲鳴がまた聞こえた。顔を上げる前に、前まえ髪がみを摑つかまれて上向かされる。ぼやけた視界に、刺青いれずみの入った首筋が見えた。こいつが、藍川の言ってたリーダー格の男だろうか。

「俺はなぁ、憶おぼえてんだよ」

　酒でも入っているのか、妙みように甘ったるい息がかかる。俺の前にしゃがみこんで、ぎらついた眼めで俺の顔を覗のぞきこみ、男は楽しそうに続けた。獲え物ものをいたぶる、獣けものみたいに。

「親父の後つけて、借金まみれの貧びん乏ぼう一家行ったら、天てん井じようから人がぶらさがってんだよ。で、奥から出てきたガキが、泣きながら一人で電話かけて、一人で警察呼んで──トンズラこいてる俺らなんて完全無視。さっさと俺たち捕まえとけばよかったのになぁ……健けな気げで馬鹿で、忘れられねぇよ。その、ガキの顔」

「──っ」

　かっと、腹の底が熱くなった。

　どこかで聞いた話だった──と、宗一郎に会う前なら、きっと他人ひと事ごとだったそれは、もう、とっくに俺の思い出になっていた。

　忘れられない？　忘れてたまるか。

　吊つるされたのが誰だれで、泣き叫さけんだのが誰か──もう、忘れない。全部。

「お前、その時のガキだろ」

「だったらどうしたクソ野郎」

　露ろ骨こつな挑ちよう発はつを睨みつけて跳はね返す。

　小さく息を飲む音が聞こえた。取り囲む脚の向こう、宗一郎の姿が見える。泣き出しそうなその顔に、沸ふつ騰とうしかけた怒いかりが一気に引いた。

　息をつく。大だい丈じよう夫ぶだ、と伝わるように、小さく頷うなずく。

　お前のことを怒おこってなんかない。恨うらんでなんか、ない。

　だから、

「金、いらないのかよ」

　抱きかかえていたスポーツバッグを男の方へと滑らせる。脇わきに控ひかえていた男がジッパーを開けると、ぎっしりと札束の詰まった中身が覗いた。ざわ、と周囲の気配が色めき立つ。

「身代金、一千万円。喋しやべってないでさっさと受け取れよ」

　目の前に放ほうられた一千万円に、男の視線が逸それる。その隙すきに、首を振ふって髪を摑む手を振り払はらった。金に騒ぐ男たちを無視して、その向こうを見つめる。俺だけを見ている、藍あい色いろの瞳ひとみに。

「これは、お前の為ためじゃない！　俺の為だ！　俺が、俺の為に、お前のことを取り戻もどしたい。お前がしてくれたこと全部、返したい。俺が──お前の事、幸せにしたい。だから、」

　届くように、心から、叫ぶ。

「一千万円、俺は、俺の為に、使う！　だから、さっさと帰ってこい！」

　宗一郎が目を見開く。綺き麗れいな藍色から一筋、涙なみだが零こぼれる。地面に雫しずくが落ちた、その、瞬しゆん間かん。

　工場を揺ゆらす程ほどの突とつ風ぷうが吹ふいた。

「っ──!?」

　いつかと同じ、暖かく澄すんだ風が、錆と埃で淀よどんだ空気を押し流す。突とつ然ぜんの異常事態に男たちが混乱したように四方八方に散り散りになる。辛かろうじて目を開けて風の吹く方を見て、その全員が、強風の中ですら目を見開いた。

「そういち、ろう──？」

　風の中、宗一郎は背筋を伸のばして立っていた。手足を拘束していたはずのガムテープが、細かな粒りゆう子しになって飛ばされていく。風にはためく薄うす汚よごれた浴衣ゆかたが、塗ぬり替かえられるようにさぁっと赤の着流しへとすり替わる。白い首を拘束していた首輪が、風船が割れるような音を立ててはじけ飛んだ。まき散らされる残骸のような光の粒子に、思わず目を瞑つむり──




「ただいま、千尋さん」




　柔やわらかい声に、目を開く。白い掌てのひらが、目の前に差し出されている。顔を上げる。すぐ目の前、宗一郎が、いつもの緩い笑えみを浮うかべて、俺の前にしゃがんでいた。

「もう、財さい布ふじゃ、ありませんけど」

　泣きかけの目で笑う宗一郎の手にそっと触ふれる。温かい。やっと捕まえたその手を握にぎる間もなく引き寄せられた。そのまま膝ひざの下に腕うでを入れられて横よこ抱だきにされる。

「え、ちょ、」

　いわゆるお姫ひめ様さま抱っこな体勢に抗こう議ぎしようとして、開けた口を再び閉じる。宗一郎の周囲だけ、周りを圧する程の怒ど気きで満ちていた。　>>>♥

「僕は、怒ってます。とても」

　指が食い込む程の力で俺を抱きながら、完全に据すわり切った眼でじろりと周りを見回す。明らかに先程と雰ふん囲い気きが異なる宗一郎の様子に、男達が半歩身を引く。

「僕は、今から、あなたたちの元を去ります。何が起こっても、もう知りません」

　最後通告のように宗一郎はそう告げる。その意味を、この場で多分、俺だけが理解していた。

　──座ざ敷しき童わらしが出て行けば、憑つかれた家は破は滅めつする。

　男達が混乱から脱だつするのを待たずに、宗一郎はひらりと身を翻ひるがえして出口へと駆かける。

「っ、何ぼさっとしてんだテメェら!?」

　いち早く我に返ったリーダー格が怒ど声せいを上げる。その、途と端たん。

　ドン、と何かが破は裂れつするような音が奥で響ひびいた。

「は!?　え？　爆ばく発はつ!?」

「いいから！　しっかりつかまっててください！」

　続いて響く何かが崩くずれるような音と、男達の怒声と悲鳴を振り切って、宗一郎は扉とびらを蹴り開ける。扉の向こう、工場の入口に黒いバンが停とまっていた。

「早く乗れ!!」

　バンの運転席から竜さんが怒鳴りつける。向こうの通りからサイレンと共に数台のパトカーがやってくるのが見える。追いつかれる寸前で、後部座席に転がり込む。

　ほぼ同時に竜さんがアクセルを踏み込んだ。







「……あれ、どういうことですか？」

　宗一郎の腕から後部シートへと身体からだを滑すべらせて、半身を捻ひねる。制限速度無視で突つっ走ったおかげか、パトカーはもう見えなかった。が、遠くに立ち昇のぼる煙けむりはまだ窓からしっかり見える。あの数分で一体何が起きたのか。

「俺だって知らないよ。そこの爺じいさんが早く逃にげろって」

　助手席から藍川が振り返る。視線につられて後部座席の端はしへと目を向けて、ぎょっとした。

「よぉ、さっきぶりじゃのぅ、千尋。それから──久しぶりじゃの、宗一郎」

　赤いジャージの神様が缶かんビール片手にちょこんとシートに腰こしかけていた。

「爺さんあんた何しに来たんだ!?」

「何って、若い連中の助すけ太刀だちに──と、言いたい所じゃが、残念ながら仕事じゃ仕事」

「仕事？」

　俺の隣となりで、宗一郎がびくりと肩かたを震ふるわせた。無意識にか、赤い着流しからのぞく手が、きゅ、と俺のジャケットを摑む。

「──宗一郎に、何か用かよ」

　殆ほとんど反射的に背中に隠かくすようにして庇かばった。が、それを見て爺さんはシシシと笑う。

「ほんっっとうに仲良くなったもんじゃのぅ。仲良きことは良きことかな。しっかし、宗一郎の暴走を放置するわけにもいかんのよ」

「暴走って、なんだよ」

「惚とぼけるのはよくないのぅ」

　俺の鼻先を缶ビールの底で小こ突づくと、爺さんはぐっと身を乗り出して俺の顔を覗きこむ。

「お前さんが一千万円使ったおかげで、宗一郎は元の座敷童に戻った──じゃがなぁ、戻った直後に出て行くのははっきり言って職務放ほう棄きじゃ。怒りに任せて家を出て行くなんぞ、座敷童失格。ルール違い反はんもいいところじゃ」

「っ、」

「おまけに座敷童としての宗一郎は最高ランクじゃからのぅ──見たじゃろ、さっきの爆発。おまけに連中、ドラッグ売買がバレて警察に一いつ斉せい検挙されたらしい。残りの人生刑けい務む所しよ暮らし確定じゃろうなぁ。──宗一郎が、出て行ったせいで」

　静かに告げられた言葉に、宗一郎の表情が強こわ張ばる。安心させるように、ジャケットを握る手にそっと手を重ねた。ひたりと見つめる爺さんの目を真正面から睨にらみつける。

「こうなるって分かってて、金を払ったのは俺だ。だから、こいつは悪くない」

「『分かってて』出て行ったのは、宗一郎も同じじゃろう？」

　意地悪くそう返すと、爺さんは一口ビールを呷あおる。

「じゃが──『分かってた』のは、儂わしも同じじゃな。本当に、情とはなかなか、怖こわいもんよ」

　独り言のようにそう付け足すと、爺さんはひょい、といきなり俺の膝に飛び乗った。

「おい爺さん、」

　重い、と続ける前に、ぺちん、と冷たい缶ビールが頰ほおを叩たたく。皺しわに埋うもれそうな細い目は、思いのほか優やさしい色を浮かべていた。

「お前さん、宗一郎といて、幸せか？」

　静かな問いは唐とう突とつで、何の脈みやく絡らくもなかった。

　けれど、躊躇ためらいなく、頷うなずいた。

「当たり前だ」

　隣にいる宗一郎の手を強く握る。もう、いなくなってしまわないように、しっかりと。

　そうか、と一つ、笑って頷くと、爺さんは小さく息をついた。ふ、と遠くに視線を向ける。

「なら──ちゃんと、叶かなえてやらんと、まずいのぅ」

「叶える？」

　俺の問いを無視して、爺さんはひょいと宗一郎の膝に飛び移る。びく、と肩を震わせた宗一郎に、やれやれとばかりに肩を竦すくめた。

「そんな怯おびえんでもいいっちゅうのに」

「っ……自分がしたことくらい、ちゃんと、分かってますから」

　俯うつむいたまま、震える声で絞しぼり出すように、宗一郎は言葉を紡つむぐ。

「どんな罰ばつでも、受けます。許されないことをしたって、ちゃんと、分かってます」

「っ、」

　そんなの駄だ目めだ、と止めようとした俺の手を宗一郎は握り返す。顔を上げ、真っ直すぐ爺さんを見た藍色は、覆くつがえせない決意の色を湛たたえていた。

「だけど、僕はまだ、千尋さんといたい。千尋さんが、僕といて幸せだって、言ってくれるなら──絶対に、消えたくない。いなくなりたくない。千尋さんと、一いつ緒しよにいたい。千尋さんと一緒に、幸せになりたい」

　一息にそう言い切ると、宗一郎は深く、頭を下げた。

「お願いします。僕を、もう少しだけ、千尋さんの財布でいさせてください」

　お願いします、と繰くり返す宗一郎の手を握り返して、俺もまた頭を下げる。この自じ称しよう『神様』に──少しでも、宗一郎といられるように。

「俺からも、お願いします。宗一郎を、俺にください。ちゃんと幸せにするから、だから──」

　お願いします、と、二人そろって頭を下げる。

　時間が止まったかのように、車内に沈ちん黙もくが降り──ふ、と爺さんが息を漏もらす音が聞こえた。

「まったく……人の話を聞かんのは、どっちも同じじゃの」

　呆あきれたような、少しだけ笑っているような呟つぶやきの後──パチン、と、小さな柏かしわ手でが響く。まるで包み込むような、柔らかな音だった。そっと、子供の背中を押すような、優しい響き。

　くしゃりと髪かみを撫なでる掌の感かん触しよくを感じた。どこか懐なつかしいような、温度。

「幸せに、なりなさい」

　しわがれ声に、憶おぼえのある声が重なった気がした。昔、好きだった、二人の。

「親おや御ごさんからの、伝言じゃ」

　十二年越ごしの。

　と、付け足したしわがれ声が遠くに聞こえた。

「え──？」

　顔を上げる。爺さんはもうそこにはいない。代わりに、

「千尋さん──僕、」

　茫ぼう然ぜんと、宗一郎が呟く。出会った時と同じ、白い浴衣ゆかたで──けれど、その首に、あの黒い首輪はもうない。泣きそうに潤うるんだ瞳ひとみから、じわっと涙なみだが滲にじむ。

「僕、ちゃんと、千尋さんの財さい布ふに、戻もどれました！」

　勢いよく抱だきついてくる宗一郎を受け止める。出会った時と同じように、背骨が軋きしむくらいに抱きしめられて、その背中を抱き返す。感じる温度は間ま違ちがいなく宗一郎の温度だった。

「──おかえり」

　くしゃりと、金きん髪ぱつを撫でる。肩に顔を埋めて息を吸うと、微かすかに甘い匂においが鼻先を擽くすぐる。あの時の、キンモクセイの、残り香がか──じわっと目の奥が熱くなる。

　きつく目を閉じて涙を落とし──窓の外に見えた人ひと影かげに、目を見開いた。

「お幸せになぁ」

　シシシ、と笑って片手を振ふる小さな爺さんが見えたのはほんの一いつ瞬しゆんで。瞬まばたき一つの間に、その姿は搔かき消える。残されているのは──缶ビールが供えられた、小さな祠ほこら。通り過ぎれば──懐かしい、あの工場跡あと地ちの駐ちゆう車しや場で。

　気づいた途端に、また涙が溢あふれた。

　工場の傍そばの、小さな祠──家族三人で、お参りした。あの時、俺の両親は、きっと願ってくれたんだろう。あの、『神様』に。

「千尋さん？」

「うん──大だい丈じよう夫ぶ、だから」

　滲む視界をそっと拭ぬぐう。

　手を伸のばして、窓を開けた。キンモクセイの香かおりが滑り込む。遠くに見える葬そう儀ぎ場の煙を見つめながら、宗一郎を抱きしめる。

　ありがとう、と、心から思った。

　ごめんなさい、と、心から思った。

「幸せに、なるから──絶対に」

　今はいない二人に向けて──心から、誓ちかった。







「ああ──うん、分かった。ありがとな」

　礼を言って通話を切ると、ベッドの方を振り返る。

「藍川から報告──なんだけど、聞きたいか？」

　ベッドの端、宗一郎は何故なぜか神しん妙みような顔で正座していた。

　家に着いてからずっと、その姿勢で固まっている。車の中では藍川に呆れられるくらいにべたべた抱きついてきたのに、今いま更さらばつが悪くなったのか。

「あいつら、捕つかまったってさ」

　返事を待たずに宗一郎の隣となりに腰こしかける。

　車の中で散々蚊か帳やの外にしたせいか、藍川は不ふ機き嫌げん全開な様子で──それでも、きちんと状じよう況きようを説明してくれた。

　竜さんが予測していた通り、宗一郎を捕まえていた連中は、門脇組の下っ端ぱ組員だったらしい。藍川の愛犬を殺したのも、山王会の縄なわ張ばりを侵おかして薬物を売りさばいていたのも同一犯。

　どうやら、俺たちが藍川に盗とう撮さつされた日、あの脇わき道みちの奥では連中による薬物取引が行われていたらしい。取引の様子を撮さつ影えいされたと思い込んだ連中は、藍川からデータを取り返そうとし──その身元を知って誘ゆう拐かいへと方向性を改めた。

　が、どうも連中は『金髪青眼』という藍川の特とく徴ちようだけを手がかりにしていたらしい。『藍川香』が『順子』に入り浸びたっているところまでは調べ上げたらしいが──同じ『金髪青眼』の宗一郎とどちらが本物か、まで調べがついていなかったそうだ。結果、ヤクザと同系統の危あやういオーラ全開だった宗一郎を『藍川香』と判断し、取り違ちがえたまま誘拐した──らしい。

　さすが下っ端というか、計画がだいぶ杜ず撰さんだ。

「例の爆ばく発はつは、工場に残ってたガスが原因だって」

　ちなみに、通報したのが誰だれかは未いまだに分かっていない。ただ、警察に藍川のタブレットが届けられて、匿とく名めいでタレコミがあったらしい。

　連中が持ち去ったはずの藍川のタブレットを果たして誰が警察に届けたのか。それも未だ分からない。が、タレコミを受けた職員曰いわく、「笑い声が気持ち悪い老人だった」とのことだから、犯人は推おして知るべし、だ。

「ほんと──大した『神様』だよな、あの爺じいさんも」

　思い出して小さく笑う。と、埃ほこりで汚よごれた俺のシャツを、宗一郎がきゅっと摑つかんだ。

「なに？」

「千尋さん、全部、思い出したんですね」

　正座したまま、宗一郎は真っ直ぐ俺を見る。少しだけ不安げに揺ゆれる藍あい色いろに、頷いた。

「思い出した。全部。ちゃんと──お前のことも」

「そう、ですか」

　安あん堵どと後こう悔かいが混ざった複雑な表情を一いつ瞬しゆん浮うかべ、次の瞬間、宗一郎は深く頭を下げた。

「ごめんなさい。ずっと、黙だまっててごめんなさい。千尋さんのご両親が亡なくなったのも、千尋さんがずっと苦しんだのも、全部、僕のせいです」

「いいって、もう」

「駄目です」

　頑かたくなに首を振ると、宗一郎は顔を上げる。

「ちゃんと、謝りたいんです。ちゃんと、全部話して、謝りたい。もう、隠かくしたくないんです」

　静かに、けれどはっきりとそう言うと、宗一郎はきつく手を握にぎりしめる。

「千尋さんと約束したあの日、僕は、あの工場を出ました。今日と同じに、災さい厄やくだけを置いて」

　緊きん張ちようしたように震ふるえる唇くちびるがぽつり、ぽつりと言葉を零こぼす。

「その時は、構わないって、思ってたんです。自分のことしか考えてなかった。僕が出て行ったら何が起こるかなんて考えてなかった。次に、千尋さんが来たら、一いつ緒しよに行こうと思ってた──けど、工場は潰つぶれて、千尋さんは、もう二度と、現れなかった」

　絞しぼり出すような告白が、シーツへと沈しずむ。言葉を吐はき出すごとに、伏ふせた藍色が後悔の色に染まっていった。

「千尋さんがあの工場の関係者だって知ったのは、工場が潰れた後でした。その時はもう、手て遅おくれだった。千尋さんはもうどこかへ行ってしまった後で──噂うわさだけで、千尋さんのご両親が亡くなったことを知りました。門脇組から執しつ拗ような取り立てを受けていたことも。──だから、復ふく讐しゆうした。どんな罰ばつが下っても構わなかった。千尋さんがいないなら、もう自分はどうなったって構わなかった」

　膝ひざの上で握りしめた宗一郎の拳こぶしが微かに震えていた。

「けど、千尋さんは、もう一度、僕の前に現れた。嬉うれしかった。そんな資格なんてないのに、勝手に喜んで──消えるまでの少しの間だけでも、千尋さんを幸せにしたいと思った。千尋さんが、あの日から何を失なくし続けたかなんて、考えもしなかった。全部知ってからも、千尋さんから離はなれたくなくて、ずっと側そばに居続けた。思い出せば千尋さんが傷つくからって言い訳して──本当は、ずっと、千尋さんが全部知るのが、怖こわかった」

　消えそうな声を絞り出すと、宗一郎は頭を下げる。

「ごめんなさい。僕が勝手だったんです。僕が最低だったんです。だから、もし、千尋さんが嫌いやなら、僕の事なんて捨てていいんです。恨うらんでいるなら、憎にくんでるなら、何したって──っ」

　シーツに額をつけて謝る宗一郎の肩かたを摑む。ベッドに乗り上げて、力任せに引き上げると、強こわ張ばった上体がびく、と竦すくんだ。怯おびえるように揺れる藍色の、その目元に、一瞬だけ唇で触ふれる。零れそうな雫しずくをそっと掬すくい取って、離れた。

「この、馬ば鹿か」

　至近距きよ離りのまま、零す。

「恨んでない。憎んでない。俺の気持ちは、さっき言った通りで──昔、言った、通りだ」

　伝わるように、もう一度、あの時の約束をそっと宗一郎に差し出す。

「『絶対に、幸せにするから』」

　ずっと忘れていた、幼い約束。

　けれど、今はもう、それだけじゃなくて。そう思う理由は、あの時以上にずっと深く心に根差している。きっと、もう一生、消えたりしない。忘れない。

「俺は、お前が、好きだよ」

　自然と口から出た言葉は、すとんと胸の内側に落ちて、ぴたりと嵌はまった。ああそうだったんだ、と今更気づく。宗一郎が、好きだから──だから、こんなにも。

「千尋さん──」

　見開いていた宗一郎の瞳ひとみに、涙なみだが滲にじむ。震える唇が、言葉を紡つむいだ。

「僕も、好きです──千尋さんが、好きです」

　零れそうな涙を手の甲こうで拭って、宗一郎は繰くり返す。

「一生かけて、千尋さんを幸せにしたい。一生、あなたのものでいたい」

　誓いを立てるように重なる唇を瞼まぶたを下ろして受け入れた。

　触れるだけ、それでも、互たがいの熱が移り合う程ほどに長い口づけの間に、そっと宗一郎の背中に両りよう腕うでを回す。一度だけ驚おどろいたように肩を震わせて、宗一郎もまた、俺の腰に腕を回した。

　名な残ごりを惜おしむようにゆっくりと唇が離れる。

　目を開けると、微かすかに潤うるんだ藍色が至近距離で見つめていた。

　躊躇ためらうような沈ちん黙もくを挟はさんで、宗一郎は掠かすれた声で懇こん願がんした。

「──千尋さんも、僕のものに、なってくれますか？」

　腰に回った腕が、強く俺を抱だく。縋すがりつくようなその腕に抱かれるまま、素す直なおに全身を預けて、俺は小さく頷うなずく。促うながすように上向くと、もう一度キスを落とされた。

「ん──ぅ」

　一度だけ確かめるように唇を舐なめて、宗一郎はそっと舌先を差し入れる。昨日感じた病的な熱さはない、けれど、柔やわらかく包み込むような温かさに、唇が自然に綻ほころんだ。

「ん──ふ、ぁ」

　ぬるついた舌先が口内に熱を灯ともしていく。角度を変えて息いき継つぎを挟んで、頰ほおの内側も、舌の裏側も、口の中のぬかるみ全部を確かめるように犯おかされる。焦じらすような丁てい寧ねいなキスに、じわじわと腰の奥に淫いん靡びな熱が蟠わだかまり始める。

　もどかしくて舌を伸のばすと、柔らかく搦からめ捕とられた。ざらりとした表面を擦こすり合わされて、ねっとりと絡められると甘ったるい声が漏もれる。いつもよりゆっくりとしたペースのキスに、ずるずると力が抜ぬけていく。背中に回した手で宗一郎の浴衣ゆかたを摑んで崩くずれそうになるのを堪こらえて、それでも、少しずつずり落ちてしまう。完全に腰が抜ける寸前に、宗一郎は唇を離した。

「──そ、いちろう」

　痺しびれた舌で名前を呼ぶと、混ざり合った唾だ液えきが口の端はしからたらりと零れる。

　まだ荒あらい呼吸を整えていると、背中を抱かれてそっと仰あお向むけに押し倒たおされる。俺の上に跨またがると、宗一郎は震える指先で俺のシャツの裾すそを摑んだ。

「千尋さん──今日は、ちゃんと優やさしくしますから。しても、いいですか？」

　緊張の滲む声に、苦く笑しようした。いつも強ごう引いんに俺の合意を引き出してきた癖くせに。

「馬鹿」

　躊躇っている手を摑むと、宗一郎の手ごと、俺はシャツを捲まくり上げた。

「って、千尋さん!?」

「今いま更さら遠えん慮りよするな馬鹿」

　言いながらシャツを脱ぬぎ捨てて、ついでにベルトを外してベッドの下に放ほうり投げる。

「俺がいいって言ってるんだから、さっさとやっていいんだ馬鹿」

　はっきりそう言ってやると、何故なぜか宗一郎は顔を押さえて深くため息をついた。指の間から覗のぞく肌はだが全体的に赤い。

「千尋さん──ほんと……なんで、いっつも、そうなんですか」

「は？──っ」

　訝いぶかしんでいると、肩を押されてもう一度ベッドに沈められた。剝むき出しの首筋に嚙かみつかれる。甘く痺れるような痛みとその後を宥なだめる熱く滑ぬめった感かん触しよくに、背中から腰こしに震えが走る。咄とつ嗟さに竦めた首筋をなぞり上げるように舐め上げられて、そのまま耳じ朶だに嚙みつかれた。差し込まれた舌先にすみずみまで形を確かめられて、その度たびに甘ったるい吐と息いきが引きずり出される。

「っ、ん、ぁ」

「そんな煽あおられたら、優しくできなくなるじゃないですか──千尋さん」

　濡ぬれた声で呼ばれながら、裸はだかの上半身を爪つま先さきで撫なで上げられると、触れられた箇か所しよに印をつけられたみたいに熱が滲んだ。くすぐったさと紙かみ一重ひとえで違ちがう、じれったい熱。一枚ずつ皮を剝はがれて神経を炙あぶられるようなもどかしい快感に、シーツを摑んで身じろぎする。ムラのあるその快感を全身に広げながら、俺がより反応する箇所に宗一郎は嚙み痕あとを残す。

「んっ……、ふ、っ、」

「いっぱい感じてください、千尋さん」

　甘やかすような声で一つずつ理性の箍たがを緩ゆるませながら、宗一郎はするりと俺の胸むな元もとへ片手を這はわす。伸びた指先が胸の尖とがりを軽く弾はじいた。固くしこったそれを指先で捏こねまわされると、疼うずくような快感が背中を震わせて下か肢しへと溜たまる。

「ここも、千尋さん好きですよね？」

「っ、ぁ、」

　片方の尖りを強く抓つねられながら、もう一方を舌先でねっとり舐められる。ぴりっとした痛みと甘やかされるような心ここ地ちよさが混ざり合って、熱い吐息が勝手に零れた。

　突とつ起きへの愛あい撫ぶはやめないまま、宗一郎は空いた片手でジッパーを下げる。そっと指を差し込むと、感じている事を確かめるように、主張し始めたそれを下着ごしに軽く扱しごく。

「っ…ふ、ぁ、ッ、」

　緩やかに両方を弄いじられると、緩く甘い快感同士が絡まり合って脳のう味み噌そを揺ゆさぶられる。勝手に背中が跳はねて差し出すように胸を突つき出していた。強請ねだれば強請っただけ、宗一郎は応こたえるように快感を与あたえてくる。

「ぁ、あ、──っ!?」

　腰が浮ういたタイミングで、下着をジーパンごと引き下ろされた。

　滲んだ視界を下に向ける。露あらわになったそこは、既すでに熱く勃たっていた。灯りに照らされてらてらと光る先走りが、今更恥はずかしくて、太ふと腿ももを閉じて擦り合わせる。と、ぴちゃり、と濡れた音が響ひびいた。視線を上げる。宗一郎が自分の指を纏まとめて咥くわえていた。

「──っ」

　丹たん念ねんに唾液を塗まぶすように指に絡む赤い舌に、煽られるように熱い息が漏れる。乱れた金きん髪ぱつの間から見える藍あい色いろの瞳の奥には、燻くすぶるような欲求の炎ほのおが揺れていた。

「千尋さん──脚あし、曲げて？」

　少しだけ切せつ羽ぱ詰つまったような声で言われて、俺は恐おそる恐る両りよう膝ひざを曲げる。何をされるのかは、なんとなく分かっていた。つい昨日与えられた苦痛と紙一重の快感を思い出すと、自然と身体からだが強張る。けれど、拒きよ絶ぜつする気にはなれなかった。今、拒絶したらきっと、宗一郎は二度と俺を抱かない気がした。

　それは──嫌だ。

　俺だって、宗一郎と繫つながりたい。今度こそ、ちゃんと。

「ごめんなさい。イく前に挿いれた方が、辛つらくないはずだから」

　曲げた膝裏に片手を差し込んで支えると、露わになった窄すぼまりに宗一郎はそっと指を這わす。

　昨日の狼ろう藉ぜきでひきつれた入口が、警けい戒かいするようにひく、と震ふるえた。

「今度は、優しくします。約束、しますから」

　十分に濡れた指先が皺しわを伸ばして、慣らすように入口を何度も柔らかく揉もむ。丁寧だけれど、普ふ段だんだれにも触さわられない所をくまなく検分されるようで恥はずかしい。きつくシーツを握にぎって耐たえていると、つぷりと指が突き入れられた。

「──っ、ん、ぅ、」

　安心させるように太腿や腹に何度もキスを落としながら、宗一郎はゆっくりと指をなじませていく。昨日散々解ほぐされたせいか、思ったより抵てい抗こうなくそこは指を受け入れた。違い和わ感かんはあるけれど、昨日みたいな痛みはない。同じ場所に留とどまって少しずつ少しずつ内側を広げられて、宗一郎の指のかたちを刻み込まれる。指が進む度たびに立つ水音が物もの凄すごく居たたまれない。

　昨日と違ってまだ冷静な分、昨日の倍ぐらいに、恥ずかしい。いっそ訳が分からなくなるくらいに滅め茶ちや苦く茶ちやにして欲しいのに、今日の宗一郎は丁寧で慎しん重ちようで──じれったい。

「っ──ん」

　皺を引き伸ばして唾液を継つぎ足して、もう一本、指先が侵しん入にゆうしてくる。ぐち、くち、となんとも言えない水音に、耳を塞ふさぎたくなった。ぱつぱつに張った入口をゆっくりと広げて、無理のないペースでじくじくとこじ開けるように押し入ってくる。それでも消えない二本目の圧あつ迫ぱく感かんに、咄嗟にぎゅっと目を閉じた。息を詰つめないように、口を開く。と、

「ひ、ぁ──!?」

　口を開いたタイミングで、熱い粘ねん膜まくが性器を包んだ。

「なに、して──っ、ぁ、んぅ」

　目を開くと、挿れた指はそのままに、宗一郎が俺の性器に舌を絡みつかせていた。

「千尋さん──この方が、恥ずかしくないですよね？」

「んな、わけ──っっ」

　舌を押し付けるようにして舐め上げられて、言いかけた言葉が喘あえぎ声に変わる。はく、と先せん端たんを咥えられて、腰がびくんと跳ねた。

「んぁ──っ、ぁ」

　先走りを啜すすり上げるように先端をしゃぶられて、萎なえかけていた下肢が再び淫みだらな熱を帯びる。すっぽりと性器を覆おおった唇くちびるの内側、先端を舌先で抉えぐられて、もっと深く咥えられて、口の粘膜で擦られる。溶とけそうに熱くて気持ち良かった。前にされた時よりも、ずっと、堪たまらない。

「は、ぁっ、ぁ、あ……ぃ、いっ」

　ひっきりなしに声が溢あふれる。関節が緩まったみたいに強こわ張ばっていた身体から勝手に力が抜けた。異物感も羞しゆう恥ち心しんもとろとろに溶かされて素す直なおに強請る。口で性器を愛撫しながら、緩みきった窄まりに、宗一郎はさらにもう一本、指先を忍しのび込ませる。

「っ、ぁ、ア──!?」

　腹側の一点を指先が掠かすめ、反射的にビクンと膝が跳ねた。昨日のあの暴力的な快感を思い出す。緊きん張ちように強張る身体をあやすように、宗一郎はそっと太腿にキスを落とした。

「大だい丈じよう夫ぶです──昨日みたいに、酷ひどくはしませんから」

　そう言うと、宗一郎は再び指を動かす。昨日みたいに無む理り矢や理り弄り回したりはしない。快感の塊かたまりが埋うめ込まれてるようなそこをもどかしくなるくらいの優しい力で柔やわらかく摩さする。熾おき火びのような熱を少しずつ神経に流し込むみたいな柔らかい愛撫。じりじりと注ぎ込まれた熱が、腰の奥を炙っていく。優やさしい、痛くない、気持ちい、けど──もっと、足りない。

「は、ぁ…っん…っ」

　気付いたら勝手に腰が揺れていた。溶けそうな下半身を動かすごとに、宗一郎の指が快感の源に深く食い込む。その度にびくびくと背中が跳ねた。でも、足りない。それ以上があるはずなのに、まだ。

「っ、そ、いちろ…っ」

　手を伸のばして、乱れた金髪に触ふれる。上体を少し起こすだけで指の位置が変わって、抉られる粘膜に腰がくねる。もっと弄って欲しい、とばかりに熟うれた内ない壁へきが宗一郎の指に絡からみついた。熱い。もう限界。このままされたら、おかしくなる。だから、はやく、

「も、いぃ、からっ……はやく、」

　荒あらい吐息と一いつ緒しよに素直な欲求を吐はき出すと、宗一郎はピタリと動きを止めた。

「っ──挿れて、いいん、ですか？」

「っ、いい、から──」

　──はやく、来い。

　ほとんど声にならない要求に、宗一郎が小さく呻うめいた。

「ほんと──煽らないでください」

「どっちが、──ぁ、あッ」

　文句を言う前に、ずるりと指が引き抜ぬかれる。抜きざまにそこを擦こすりたてられて、反った背中がベッドに沈しずんだ。空っぽになった内側が、ひくひくと物足りなげに痙けい攣れんする。

「ぁ──あ、」

「すぐに、また埋めてあげますから──少し待って」

　言いながら、宗一郎は浴衣ゆかたの帯を解いて脱ぬぎ捨て、下着と一緒に乱暴に床ゆかに投げ捨てる。

　浴衣の下、普ふ通つうにパンツ穿はいてたんだ、なんて、一いつ瞬しゆんどうでもいいことが過よぎり──すぐにそんなもの消し飛んだ。

　宗一郎のそれは、完全に勃っていた。指なんかとは比べられない質量に唾つばを飲み込む。

「大丈夫です。無理は、させませんから」

　手を伸ばして俺の頰ほおをそっと撫なでると、宗一郎は俺の太腿を押し開くようにして抱かかえる。露わになった窄まりにゆっくりと腰こしを進めてきた。

「ん──ぅ、ぁ」

　ぐちゅ、ぬぷ、と何とも言えない水音と共に、空っぽだった内側を宗一郎の熱が埋めていく。内臓を押し上げられるような圧迫感と引き攣つれるような痛みを、シーツを握ってやり過ごす。

　滲にじんだ脂あぶら汗あせを宗一郎が指先で拭ぬぐった。ぎちぎちに締しまっているそこは挿れる側にとってもきついらしい。宗一郎の額からもぽたぽたと汗あせが落ちる。は、は、と両方の呼吸が混ざりあって部屋の中で溶けあった。汗で湿しめった宗一郎の髪かみに手を伸ばして、あやすように指先で梳すく。お互たがいに見つめる瞳ひとみは、熱っぽい欲求で一いつ杯ぱいだった。

　きつい、けど──やめたいとは、思わない。絶対に。

「──っ、はいり、まし、た」

　ゆっくりと時間をかけて全すべてを挿そう入にゆうし終えると、宗一郎は、は、と小さく息をつく。どくどくと、宗一郎の熱が内側で脈打っているのを感じた。

「うん、」

　入ってる。宗一郎が、俺のなかに。繫がってる、今。

　そ、と腹の上に掌てのひらを乗せる。嬉うれしいような、泣きたいような、おかしな感じだった。どう言ったらいいのか分からなくてただ、頷うなずく。

　汗の滲んだ胸むな元もとに、ぽたりと、零しずくが落ちた。ぽたり、ぽたり、と次々に。小さな水みず溜たまりから視線を上げると、俺に覆い被かぶさるようにした宗一郎が、くしゃりと顔を歪ゆがめていた。

「宗一郎──？」

「もう、二度と、触れないと思ってた──もう、会えないと思ってた」

　確かめるように手を伸ばすと、宗一郎は俺の頰を何度もなぞる。

「馬ば鹿か」

　震えるその手を摑つかんで、胸元へと導いた。いつもより激しい鼓こ動どうを刻む、心臓の真上へと。

「大丈夫だ、馬鹿」

　ここにいるから。ちゃんと、いるから。もう二度と、忘れないから。

　言葉にしきれない分も、この鼓動が代弁してくれるような気がした。

「──はい」

　胸に置いた手の甲こうに、そっと、触れるだけの口づけを落とされる。

「ねぇ、千尋さん。僕、もっと、千尋さんを抱だいてるって、感じたい」

　駄だ目めですか？　と、欲の灯ともった瞳を潤うるませて、宗一郎は問いかける。内側で脈打つそれが限界を訴うつたえていることは、ぴったりと密着した内壁からも伝わってきた。

　この状じよう況きようで、駄目なんて言うわけがない。それに──こっちだって、限界だ。

「動いて、いいから」

「──っ、はい」

　小さく息を飲んでから、宗一郎は壊こわれ物でも扱あつかうように、俺の腰をそっと摑んだ。

「動き、ますよ？」

「ん……っ、」

　ずる、と半分程を引き抜かれて、喪そう失しつ感かんに内壁がひくつく。追いすがるように閉じかけるそこをもう一度こじ開けるように突つき入れられた。

「ぁ──ぁ、ああっ」

　より深いところまで抉られて、甲かん高だかい声が迸ほとばしる。その間にもまた引き抜かれて、内側をくまなく探さぐるように搔かき回される。遠えん慮りよがちだった抽ちゆう挿そうのペースが速くなるにつれて、その深さも強さも、濃こい快感を伴ともなうそれに変わっていく。

「千尋さん、すごく、熱い……っ」

「ぁ、あっ…っ、んっ、ひぁ…あっ」

　浅く深く、時々中のしこりを抉って、宗一郎の熱が、俺の中を犯おかしていく。俺がきつくないようにか、手で俺の性器を愛あい撫ぶしながら、着実に内側を征せい服ふくしていく。最初に感じていた圧迫感はもう感じなかった。イイところを混ぜ込んで抉られているせいか、性器を扱しごかれているからか、それとも散々焦じらされたからか──抉られた所全部から甘く痺しびれるような快感が溢れて、もっともっと欲しくなる。

「は、ぁ、そ、いちろっ、ぁ、あ」

　手を伸ばして宗一郎の首に腕うでを絡めて抱きつく。触れ合った身体からだはどちらも熱くて、重なった鼓動はどちらも激しい。溶け合って一つになったとしても、これなら気づかないくらいに。

「千尋さん、千尋さん──っ」

　熱に浮うかされたように名前を呼ぶ声が聞こえる。涙なみだでぼやけた視界では、幻まぼろしみたいにぼんやりとした輪りん郭かくしか映らない。それでも、内側で暴れる熱は本物だ。宗一郎が、俺の中にいる。

「宗一郎、そう、いちろう……っ」

　喘あえぎ混じりに何度も名前を呼んで、腕の中の感かん触しよくを確かめながら、強請ねだるように抱き寄せる。もっと深く──もっと、欲しい。お前が。

　言葉の代わりに口づけると、さらに深くまで突き入れられた。

　きっと、俺のなかの、一番奥まで。

「あ、ぁ、あ──ッッッ」

　ちかちかと瞼まぶたの裏側が白く爆はぜる。熱い白はく濁だくが腹に散るのを感じると同時に、俺の中で熱い液体が迸る。

「は──ぁ」　>>>♥

　お互いイったんだ、と理解した途と端たんに、一気に全身から力が抜けた。ベッドの上に身体を沈めると、ずる、と宗一郎のそれが引き抜かれる。

「千尋さん──僕、もう死んでもいいです」

「こら」

　伸のし掛かかるようにして抱きついてくる宗一郎に文句を言いながら、それでも押しのけることはしなかった。息を切らせているその背中に腕を回す。行こう為いの余よ韻いんか、抱だいた身体はほんの少し火ほ照てっていた。とくとくと、伝わってくる鼓動に、耳を澄すます。

　ちゃんと、宗一郎は、ここにいる。もう、消えたりなんか、しない。

「死んでもいいとか、言うな、馬鹿」

　宗一郎の肩かたに顔を埋うずめたまま、零こぼす。

「お前は、一生、俺の、財さい布ふだろ」

　だから──一生、ちゃんと、幸せにする。

　誓ちかいの代わりに、そっと白い首筋に嚙かみつく。今はもうない首輪の代わりに、今度は俺だけの為ための印を。

　呆あきれるくらいに子供じみたその行為に、宗一郎は小さく息を飲み──嚙みしめるように深く頷く。

「はい」

　顔を上げて見つめる藍あい色いろは、涙を湛たたえて潤んでいて、けれど、浮かべているのは嬉しそうな柔やわらかな笑えみ。離はなさないとでも言うように、しっかり俺を抱き締めて、宗一郎は宣言する。

「僕は、一生、あなたの財も布のです！」







　あとがき




　はじめまして。東ひがし町まち二に丁ちよう目めと申します。

　この度たびは、『俺の財布に迫せまられています』をお手にとって頂き、ありがとうございます。

　本作は、第16回角川ルビー小説大賞にて、奨しよう励れい賞を受賞した作品を改題、改かい稿こうしたものです。選考に携たずさわってくださった方々、選んでくださった編集部の方々がいらっしゃらなければ、日の目を見ることがなかった作品です。本当にありがとうございます。

　選考通過のご連れん絡らくを頂いた際、見知らぬ電話番号を詐さ欺ぎ的な何かだと勘かん違ちがいして、居留守を決め込んだことを今ここでお詫わび致いたします申し訳ございません。後で電話番号を検けん索さくして、辿たどりついたルビー文庫様のお名前に心臓が止まった事も、今ではいい思い出です。が、心肺停止レベルの動どう揺ようのまま友人にＬＩＮＥを誤送信し、ＢＬ好きがうっかりバレたことはまさに一生の不覚だったので正直忘れて欲しいです友人に。

　そんな話はさておき、本作が、私にとってのデビュー作となります。

　財さい布ふは果たして受けか攻せめかを真しん剣けんに考えた結果、何がどう転んでか、ワンコな財布の宗そう一いち郎ろうと、ツンデレ節約男子の千ち尋ひろのお話になりました。

　改稿の際、担当様にアドバイスを頂いた結果、千尋のデレが投稿時よりかなり増えました。ツンツンな千尋が後半にいくにつれて宗一郎にデレていく過程は、書いていて楽しかったです。千尋が見せる無意識デレにいちいち悶もだえる宗一郎の苦く労ろう性しようぶりも改稿で増えました。改稿、とても楽しかったです。改稿の結果、ページ数が大おお幅はばオーバーして、半泣きで削けずる羽目になりましたが、それも今ではいい思い出です噓うそですごめんなさい反省してます今後気を付けます。

　本作を書くにあたり、担当様には大変お世話になりました。拙つたない投稿作にご指導頂き、ありがとうございます。本作が人様の目に触ふれられる物に仕上がっているとするなら、それは担当様のおかげです。ページ数の件では本当にご迷めい惑わくをおかけしました。以後気を付けます。今後とも、どうぞよろしくお願い致します。

　イラストを描かいてくださったみずかねりょう先生。お忙いそがしいところ本当にありがとうございます。カバーイラストとラフを拝見させて頂いた際、あまりの美しさ、可愛かわいさにパソコン画面を拝みました。宗一郎と千尋そのままでした。ありがとうございます。

　角川ルビー小説大賞の選考に携わってくださった皆みな様さま、選んでくださった編集部の皆様。皆様のおかげで、こうして本書を出させて頂くことができました。ありがとうございます。

　また、本作を出版するにあたり、関かかわってくださった皆様。ご迷惑をおかけして申し訳ございません。ありがとうございます。

　最後に、今、このあとがきを読んでくださっている皆様。

　お手にとってくださり、本当にありがとうございます。コメディもシリアスもごちゃ混ぜなお話ですが、少しでも楽しんで頂ければ、幸いです。

　それでは、また別のお話でお会いできることを、心からお祈いのり致します。


二○一六年　四月吉きち日じつ　東町二丁目
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